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はじめに

このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerで提供されるEnterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・ターゲット・メトリックをまとめたものです。


対象読者

このマニュアルは、Enterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・ターゲット・メトリックに関心のあるOracle Enterprise Managerユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Enterprise Manager 12cドキュメント・セットにある次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』


	
『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















このガイドの変更点

追加されたソフトウェア・リリースまたはパッチ・セット・リリースに関するマニュアルの更新に加え、不具合の修正、顧客、プロダクトマネージャ、サポート・チームその他重要なステーク・ホルダーからの貴重なフィードバックを盛り込むため、マニュアルを定期的に更新しています。マニュアルの改訂ごとに、改訂番号が1つ増加し、公開されます。

この章には、この本の最新版(B69690-07)に取り入れられた変更点をリストしています。

最後の改訂の後、次の変更が行われています。

	
追加: 次の各章に新しいメトリックを追加:

	
第11章「Oracle VMインスタンス」


	
第12章「Oracle Virtual Platform」


	
第13章「Oracle Server」
















このマニュアルの使用方法

『Oracle Enterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・メトリック・リファレンス・マニュアル』(以降、フレームワーク、ホストおよびサービス・メトリック・リファレンス・マニュアル)は、Enterprise Managerが監視するすべてのフレームワーク、ホストおよびサービス・ターゲット・メトリックを示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
このマニュアルの構成


	
メトリック、しきい値およびアラートのバックグラウンド情報


	
メトリックのトラブルシューティング





このマニュアルの構成

このマニュアルは、メトリック収集の対象となる各Enterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・ターゲットに関する章で構成されています。

各章のメトリックは、カテゴリごとにアルファベット順で並んでいます。


メトリックの情報

各メトリックの情報として、説明、メトリックの重要な統計のサマリー、データソース(可能な場合)およびユーザーの処理が示されます。次に詳細を説明します。

	
説明

メトリック名に続く説明です。これにより、メトリックが定義され、可能な場合はメトリックに関する追加情報が提供されます。


	
メトリック・サマリー

表形式で、メトリックのターゲットのリリース番号、収集頻度、デフォルトの警告のしきい値、デフォルトのクリティカルのしきい値、およびアラート・テキストについて説明します。


	
データ・ソース

メトリックの計算方法。メトリックによっては、データソース情報は示されません。


	
ユーザーの処理

アラートの原因となっている問題の解決方法を提案します。








メトリック・サマリー表の例

この項では、『Oracle Enterprise Managerフレームワーク、ホストおよびサービス・メトリック・リファレンス・マニュアル』で参照するメトリック・サマリー表の例を示します。


デフォルトのしきい値がメトリックに対して定義されていない場合、ターゲットのリリースおよび収集頻度のみが示されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









メトリック・サマリー表の列の定義

前述のように、メトリック・サマリー表は、全メトリック情報の一部です。次の表で、メトリック・サマリー表の列について説明します。


	列のヘッダー	列の定義
	ターゲットのリリース	ターゲットのリリースで、9.0.2.x、10.1.0.xなどです。リリース番号(たとえば、9.0.2.x)の最後のxは、そのリリースに関連する、それに続くパッチセット番号を表します。
	収集頻度	管理エージェントがデータを収集する割合。メトリックの収集頻度は、そのターゲット・タイプに対するEnterprise Managerのデフォルトの収集ファイルからのものです。
	デフォルトの警告のしきい値	警告アラートが発生するかどうかを示す値。警告しきい値の評価により、メトリックに対して定義された、指定した連続発生数に対してTRUEの結果が返された場合、アラートは警告の重大度レベルで発生します。
	デフォルトのクリティカルのしきい値	クリティカル・アラートが発生するかどうかを示す値。クリティカルのしきい値の評価により、メトリックに対して定義された、指定した連続発生数に対してTRUEの結果が返された場合、アラートはクリティカルの重大度レベルで発生します。
	通知前の発生の連続回数	メトリックの値が、通知が送信される前に警告のしきい値またはクリティカルのしきい値のいずれかに達した連続回数。
	アラート・テキスト	アラートが生成された理由を示すメッセージ。パーセント記号(%)で囲んだ文字は、変数を表します。たとえば、「%keyValue%に対するディスク使用率は%value%%です」は「d0に対するディスク使用率は80%です」のようになります。









略称および頭字語

このマニュアルでは、ページ数を減らすため、次の略称および頭字語が使用されます。


	略称/頭字語	名前
	管理エージェントまたはエージェント	Oracle Management Agent
	データベース	Oracleデータベース
	管理サービスまたはOMS	Oracle Management Service
	管理リポジトリまたはリポジトリ	Oracle Management Repository











メトリック、しきい値およびアラートのバックグラウンド情報

イベントとは、通常、正常な動作条件から外れるできごと(たとえばパフォーマンスしきい値違反、アプリケーション構成ファイルの認められていない変更またはジョブ障害)が管理対象ターゲット上で発生したことを示します。イベントは、操作の成功またはジョブの正常終了を示すために生成されることもあります。

既存のEnterprise Managerのユーザーは、メトリック・アラートおよびメトリック・コレクション・エラーについてよく知っているかもしれません。Enterprise Manager 12cの場合、メトリック・アラートは、イベントの1タイプです。特定のターゲットのメトリック(ホスト・ターゲットのCPU使用率など)またはターゲットとオブジェクトの組合せのメトリックでアラートが発生した場合に、メトリック・アラート・イベントが生成されます(例: データベース・ターゲットの特定表領域の領域使用率など)。

しきい値は、監視する値が比較される境界の値です。たとえば、「ディスク使用率(%)」メトリックに関連する各ディスク・デバイスに対して、異なる警告およびクリティカルのしきい値を定義できます。Oracleによって事前に定義されているしきい値もあれば、そうでないものもあります。

しきい値に達すると、アラートが生成されます。このアラートは、特定の条件が発生したことを示すインジケータで、次のいずれかの条件を満たすと発生します。

	
しきい値に達した場合。


	
アラートが消去された場合。


	
監視されているサービスの可用性が変わった場合。たとえば、アプリケーション・サーバーの可用性が稼働から停止になった場合です。


	
特定の条件が発生した場合。たとえば、エラー・メッセージがデータベース・アラート・ログ・ファイルに書き込まれるとアラートが発生します。




アラートは、監視対象の条件を事前定義された一定の間隔で別のプロセスからチェックすることによって、ポーリングベースのメカニズムで検出されます。




	
関連項目:

メトリック、しきい値およびアラートの詳細は、『Oracle Enterprise Manager概要』およびEnterprise Managerオンライン・ヘルプを参照してください。








編集

Enterprise Managerには、最初からクリティカルのメトリックに対するしきい値が含まれています。警告およびクリティカルのしきい値を使用してアラートが生成され、発生間近の問題について適時に対応できるよう知らせます。

編成の監視に対するニーズに適応するよう、Enterprise Managerで提供されたしきい値を編集し、新しいしきい値を定義することができます。しきい値を定義する際、重要なのは許容された値を選択して不要なアラートを回避し、さらに適時に問題が通知されることです。

システムが通常のある期間にどのように稼働するかを反映するメトリック・ベースラインを定義することで、適時に関連情報を提供するしきい値を設定できます。

「しきい値の編集」ページにリストされるメトリックは、Oracleで提供されるデフォルトのメトリックか、変更可能なしきい値を持つメトリックのいずれかです。





複数のしきい値の指定

複数のしきい値の指定機能により、異なるしきい値を持つことができるデータの様々なサブセットを定義できます。複数のしきい値を指定すると、アラートのトリガーに使用するデータをさらに詳細に指定できます。これは、Enterprise Managerを使用する上での代表的な利点の1つです。複数のしきい値を指定する鍵は、比較がメトリックしきい値と全体的に関連する方法を決定することです。特定のデバイス、マウント・ポイントなどの追加の上下のしきい値を定義すると、どのような利点がありますか。たとえば、平均ディスクI/Oサービス時間メトリックの場合、すべてのディスク(sd0とsd1)に適用する警告とクリティカルのしきい値を定義することも、特定のディスク(sd0)に異なる警告とクリティカルのしきい値を定義することもできます。これにより、現在sd0に定義されているしきい値のみを上下に調整できます。





Cloud Controlコンソールを使用したメトリックへのアクセス

Cloud Controlコンソールでメトリックにアクセスするには、次の手順を実行して、特定のターゲットに関する「すべてのメトリック」ページを使用します。

	
Cloud Controlコンソールから、ターゲットを選択します。


	
ターゲットのホームページで、「関連リンク」セクションの「すべてのメトリック」をクリックします。


	
「すべてのメトリック」ページで、関心のあるメトリックを選択します。










メトリックのトラブルシューティング

メトリックが正しい値を報告しない予想外の状況が発生した場合、問題が次の事項に該当しているかどうかを判断する必要があります。

	
メトリックが誤った値を提供する、または失敗してエラーが発生する。


	
問題がメトリックの実行フローの管理エージェントの後に発生する場合(メトリック値は正しいが、なんらかの理由でデータがOracle Management Serviceに達していない)。




この状況を判断しやすいようにオラクル社ではメトリック・ブラウザを提供しています。これは、Enterprise Managerとともに使用して、管理エージェントで収集される生データを確認できるトラブルシューティング用のツールです。


メトリック・ブラウザへのアクセス

メトリック・ブラウザが有効な場合、Netscape、FirefoxおよびInternet ExplorerなどのWebブラウザを使用して、次の形式のURLでアクセスできます。

http|https://agent_hostname:agent_port/emd/browser/main

たとえば、次のようになります。

http://myServer.myDomain:3872/emd/browser/main




	
注意:

プロトコル(httpまたはhttps)、ホスト名および管理エージェントのポートを決定できます。これらは、次のコマンド(管理エージェントのホストで実行する)の出力から使用する必要があります。
agent_home/bin/emctl status agent









このコマンドの出力に示される管理エージェントのURLでは、browserをemdとmainの間に入れる必要があります。

メトリック・ブラウザは、デフォルトで無効です。メトリック・ブラウザが無効の場合、次のエラーが表示されます。

HTTP Error 403 - メトリック・ブラウザが有効ではない場合、使用が許可されていません。





Oracle Management Agentのメトリック・ブラウザと管理エージェント・ブラウザを使用可能にする方法

次のステップを実行してメトリック・ブラウザを使用可能にします。

	
メトリック・ブラウザを使用可能にするには、管理エージェントのemd.propertiesファイルのenableMetricBrowserプロパティを設定します。このファイルの場所は、使用している管理エージェントのタイプによって異なります。

	
Cloud Control(中央、スタンドアロン)管理エージェントの場合、ファイルは次の場所にあります。

AGENT_HOME/sysman/config/emd.properties


	
クラスタ(RAC)管理エージェントのインストールの場合、ファイルは次の場所にあります。

AGENT_HOME/hostname/sysman/config/emd.properties


	
Database Control管理エージェントの場合、ファイルは次の場所にあります。

DATABASE_HOME/hostname_SID/sysman/config/emd.properties


	
Application Server Control管理エージェントの場合、ファイルは次の場所にあります。

AS_HOME/sysman/config/emd.properties





	
emd.propertiesファイルのバックアップ・コピーを作成します。


	
ファイルを編集して、次の行を見つけます。


#To enable the metric browser, uncomment the following line
#This is a reloadable parameter
#
#enableMetricBrowser=true


	
次のように、#enableMetricBrowser=trueの行を非コメント化します。

enableMetricBrowser=true


	
次のコマンドを使用して、管理エージェントの構成をリロードします。

AGENT_HOME/bin/emctl reload agent


	
管理エージェントをリロードすると、メトリック・ブラウザが使用可能になるため、ブラウザを使用してアクセスできます。








管理エージェント以外でのメトリック収集の実行

管理エージェント以外でのメトリック収集の実行方法は各メトリックに固有であり、特定のメトリックごとに直接得た知識が必要です。各メトリックにはデータを収集する固有の方法があり、他のメトリックから計算されるため、メトリックをスタンドアロンで実行できません。

管理エージェント以外でメトリック収集を実行する例として、コマンドラインがあります。














1 エージェント


oracle_emdターゲットは、Oracle Management Agentを表しています。Oracle Management Agentは、Oracle Enterprise Managerで使用される管理エージェントです。このターゲット・タイプは、管理エージェントのパフォーマンスを監視するために必要な有益な情報を提供します。


1.1 エージェントの証明書の有効期限情報

このメトリック・カテゴリは、エージェント証明書に関する情報を提供します。


1.1.1 CertificateExpirationDate

このメトリックは、証明書の有効期限日を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	7日ごと









1.1.2 有効期限の日数

このメトリックは、証明書が有効期限となるまでの日数を表します。


表1-1 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
7日ごと

	
90

	
60

	
エージェントの証明書の有効期限が%value%日後に切れます













1.2 エージェント・ディスク使用率


1.2.1 agent_inst/diagのディスク使用率(%)

このメトリックは、agentStateDir/diagディレクトリで使用される合計ディスク領域の割合を表します。


表1-2 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
1

	
定義なし

	
定義なし

	
agentStateDir/diagディレクトリで使用されている(%)ディスク領域は、合計ディスク領域の%value% (%)です











1.2.2 agent_inst/sysman/emdのディスク使用率(%)

このメトリックは、agentStateDir/sysman/emdディレクトリで使用される合計ディスク領域の割合を表します。


表1-3 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
1

	
定義なし

	
定義なし

	
agentStateDir/sysman/emdディレクトリで使用されている(%)ディスク領域は、合計ディスク領域の%value% (%)です











1.2.3 agent_inst/sysman/logのディスク使用率(%)

このメトリックは、agentStateDir/sysman/logディレクトリで使用される合計ディスク領域の割合を表します。


表1-4 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
1

	
定義なし

	
定義なし

	
agentStateDir/sysman/logディレクトリで使用されている(%)ディスク領域は、合計ディスク領域の%value% (%)です













1.3 エージェント・プロセス統計

「エージェント・プロセス統計」は、管理エージェント・プロセスのパフォーマンスおよびリソース使用量に関する情報を提供します。


1.3.1 エージェントの常駐メモリー使用量(KB)

このメトリックは、管理エージェントとそのすべての子プロセスによって使用される常駐メモリーの容量(KB単位)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

各種。UNIXプラットフォームでは、psコマンドから導出されます。


ユーザーの処理

デフォルトでは、このメトリックの警告のしきい値およびクリティカルのしきい値が、通常必要と考えられる値より高く設定されています。管理エージェントで監視しているターゲットの数とタイプによっては、警告のしきい値およびクリティカルのしきい値を低く設定できます。





1.3.2 エージェントの仮想メモリー使用量(KB)

このメトリックは、管理エージェントとそのすべての子プロセスによって使用される仮想メモリーの容量(KB単位)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

各種。UNIXプラットフォームでは、psコマンドから導出されます。


ユーザーの処理

デフォルトでは、このメトリックの警告のしきい値およびクリティカルのしきい値が、通常必要と考えられる値より高く設定されています。管理エージェントで監視しているターゲットの数とタイプによっては、警告のしきい値およびクリティカルのしきい値を低く設定できます。





1.3.3 CPU使用率(%)

「CPU使用率(%)」メトリックは、任意の時点のCPU消費量をCPU時間の割合として提供します。この数値は、管理エージェント・プロセスおよびその子プロセス(およびさらにその子プロセスなど)のCPU消費量の合計です。メトリックの評価中またはジョブの実行中に、管理エージェントによって子プロセスが作成されることがあります。


表1-5 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントのCPU消費率は%value%%%です









データ・ソース

このメトリックのソースは、UNIXのpsコマンドです。


ユーザーの処理

CPUを大量に消費すると、システム全体が遅くなります。これは、管理エージェント・プロセスまたはその子プロセスが原因となることがあります。問題の原因を分析するために、Solarisのtopシステム・コマンドを使用して、CPU(%)を過剰に消費していると考えられるPerlまたはJavaプロセスを探します。





1.3.4 開いているファイル数

このメトリックは、管理エージェント・プロセスが現在開いているファイル数を記録します。この数値に含まれるファイル・タイプは、通常のファイル、リンク、ソケット、ディレクトリおよびネーム・パイプです。


表1-6 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントによって開かれるファイル数は%value%です









データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのpfileコマンドです。UNIX以外のプラットフォームでは、このメトリックは収集されません。Windowsプラットフォームでは、「開いているファイル・ハンドラ」メトリックを参照してください。





1.3.5 開いているハンドル数

このメトリックは、管理エージェント・プロセスが現在開いているファイル・ハンドル数を記録します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックは、Windowsプラットフォームでは収集されますが、UNIXプラットフォームでは収集されません。UNIXの場合、「開いているファイル数」をかわりに使用します。これはエージェントAPIによって収集されます。


ユーザーの処理

なし。





1.3.6 作成されるスレッド数

このメトリックは、管理エージェント・プロセスによって現在作成されているスレッド数を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのソースは、UNIXのpsコマンドです。


ユーザーの処理

なし





1.3.7 プロセスID

「プロセスID」は、管理エージェントのプロセスIDです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このソースは、Perl getppid関数です。


ユーザーの処理

なし





1.3.8 常駐メモリー使用率(%)

「常駐メモリー使用率(%)」は、物理メモリー使用量を使用可能な全メモリーに対する割合で表します。


表1-7 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントの常駐メモリー使用率は%value%%%です









データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのpsシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

なし





1.3.9 常駐メモリー使用量(KB)

このメトリックは、管理エージェント・プロセスおよびそのすべての子プロセスが使用する物理メモリーの使用量をKB単位で表します。


表1-8 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントの常駐メモリー使用量は%value%です









データ・ソース

このデータのソースは、UNIXのpsシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

デフォルトでは、このメトリックの警告のしきい値およびクリティカルのしきい値が、通常必要と考えられる値より高く設定されています。管理エージェントが監視しているターゲットの数およびタイプに合せて、警告のしきい値およびクリティカルのしきい値を低く設定します。





1.3.10 スケジュール試行率

このメトリックは、収集間隔を超えて遅延しているスケジュール実行の割合を表します。


表1-9 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
スケジュール実行の割合は%value%%%です。









データ・ソース

なし。


ユーザーの処理

この列にアラートが発生している場合、収集頻度が高すぎるか、エージェントがビジー状態のため一部のメトリックで収集スケジュールを維持できません。影響を受けるメトリックの収集スケジュールを変更する必要があります。





1.3.11 仮想メモリー使用量(KB)

「仮想メモリー使用量(VMU)」メトリックは、管理エージェントおよびそのすべての子プロセス(およびさらにその子プロセスなど)の仮想メモリー使用量の合計です。メトリックの評価中またはジョブの実行中に、管理エージェントによって子プロセスが作成されることがあります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのpsシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

仮想メモリーの使用量が多いと、システムも遅くなります。UNIXマシンでは、topコマンドを使用して、このメモリーを消費しているプロセスを確認します。明らかなemdaemonプロセス(管理エージェント・プロセス)に加え、PerlおよびJavaプロセスにも注意します。





1.3.12 仮想メモリー使用増加率(%)

「仮想メモリー使用増加率(%)」は、管理エージェント・プロセスによる仮想メモリー使用量の増加率を示します。たとえば、時刻t1(t1<t2)での使用率がa%で時刻t2での使用率がb%の場合、増加率は((b-1)/a)%です。


表1-10 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントの仮想メモリーの増加率は%value%%%です









データ・ソース

この生情報のソースは、UNIXのpsコマンドです。ここから4期間の平均を計算し、比較率として使用(増加した仮想メモリー使用量をこの平均に対する割合として算出)します。


ユーザーの処理

なし。







1.4 EMD追加パフォーマンス、リソース、使用状況メトリック

このメトリック・カテゴリは、管理エージェントのパフォーマンス、リソースおよび使用状況に関する追加情報を提供します。


1.4.1 アクティブなジョブ数

このメトリックは、アクティブなジョブの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.2 CPU負荷(%)

このメトリックは、CPU負荷の割合を表します。CPU負荷は、直前の1分間にCPUリソースを待機するようにスケジュールされたプロセスの平均数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.3 ディスパッチされたアクション

このメトリックは、管理エージェントのコンソールによって発行されたリクエストの数を表します。これらのリクエストは、ディスパッチされたアクションと呼ばれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.4 Java空きヒープ(MB)

このメトリックは、Javaヒープの現在の空きMBを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.5 最大Javaヒープ

このメトリックは、Javaヒープの最大使用MBを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.6 最小Javaヒープ

このメトリックは、Javaヒープの最小使用MBを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.7 Javaヒープ合計(MB)

このメトリックは、Javaヒープの合計使用MBを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.8 Javaヒープ使用量(MB)

このメトリックは、Javaヒープの現在の使用MBを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.4.9 メモリー不足エージェントの再起動以降の秒数

このメトリックは、メモリー不足例外によって管理エージェントが再起動してから経過した時間(分単位)を表します。


表1-11 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
毎分

	
定義なし

	
定義なし

	
メモリー不足エージェントの再起動が%value%分以内に行われました













1.5 EMDパフォーマンス、リソース、使用状況メトリック

このメトリック・カテゴリは、管理エージェントのパフォーマンス、リソースおよび使用状況に関する情報を提供します。


1.5.1 実行で費やされた収集間隔%

このメトリックは、管理エージェントが収集ごとに費やした時間の平均を、宣言された収集間隔の割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.2 Javaヒープの最大使用率(%)

このメトリックは、Javaヒープの最大使用率を表します。


表1-12 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
毎分

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントJava Heap使用率は%value%です











1.5.3 CPU - 使用中(%)

このメトリックは、管理エージェントによって使用されたCPUの割合を表します。


表1-13 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
毎分

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェントCPU %は%value%です











1.5.4 次の時間にスケジュールされた収集

このメトリックは、次の時間に実行することがスケジュールされている収集の数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.5 ハートビート・エージェント時間(ミリ秒)

このメトリックは、管理エージェントへのpingレスポンス時間をミリ秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.6 ハートビート・ネットワーク時間(ミリ秒)

このメトリックは、ネットワークへのpingレスポンス時間をミリ秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.7 ハートビートOMS時間(ミリ秒)

このメトリックは、Oracle Management Service (OMS)へのpingレスポンス時間をミリ秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.8 Pingレスポンス(ミリ秒)

このメトリックは、各pingレスポンスのラウンド・トリップ時間全体を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.9 エージェントからOMSへの転送時間(ミリ秒)

このメトリックは、1KBのデータをOMSに転送するために費やした時間の平均をミリ秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分









1.5.10 アップロード・エージェント時間(ミリ秒)

このメトリックは、管理エージェントとローディング・サブシステムとの間のラウンド・トリップを実行するために費やした時間の平均をミリ秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分











1.6 インシデント

このメトリック・カテゴリは、インシデントに関する情報を提供します。


1.6.1 診断インシデント

このメトリックは、Enterprise Managerの使用中に管理エージェント・プロセスで発生した問題(クリティカル・エラー)の1回の発生である診断インシデントを表します。


表1-14 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
1

	
定義なし

	
.*

	
内部エラーが検出されました: %adr_problemKey%。









データ・ソース

診断インシデントを説明するテキストは、データベース・メッセージおよびエラーの発生順のリストを格納する自動診断リポジトリ(ADR)に格納されるXMLファイルのデータベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。





1.6.2 ECID

実行コンテキストID(ECID)は、アプリケーション・サーバーを介して移動する場合のリクエストを追跡します。この情報は、単一のタスクを実行する単一のユーザーに検出された関連する問題の関連付けに使用できるため、診断目的に役立ちます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分







データ・ソース

ECIDは、データベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。サポート・ワークベンチを使用して問題をパッケージ化する場合、追加の問題をパッケージに関連付けて含めるため、サポート・ワークベンチでECIDを使用します。





1.6.3 問題キー

このメトリックは、アラート・ログADRの問題キーを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎分







データ・ソース

問題キーは、データベース・アラート・ログから抽出されます。







1.7 レスポンス

「レスポンス」メトリックは、管理エージェントの可用性をレポートします。


1.7.1 Nmo Setuidステータス

このメトリックは、UNIX固有のものです。管理エージェントは、setuidビットがnmoで設定されているかどうかを確認します。

Enterprise Manager 12c (12.1.0.4.0)では、管理エージェントはアラート(クリアまたはクリティカル)の生成を、起動から15分経過した後、およびその後、アラートがクリアされるまで、30分ごとに行います。アラートがクリアされると、管理エージェントは、nmoがsetuid rootではないためにジョブが失敗したときのみ、アラートを生成します。

Enterprise Manager 12c (12.1.0.4.0)より前のすべてのリリースでは、管理エージェントは、nmoがsetuid rootではないためにジョブが失敗したときのみ、アラートを生成します。起動時にアラートは生成されません。


表1-15 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
Foot 1 起動してから15分後

	
定義なし

	
0

	
NMO setuid-rootではありません(Unixのみ)。root.shスクリプトを実行して、この問題を解決してください。次に発行されるOSコマンド・ジョブにより、このアラートはクリアされます。








Footnote 1 Enterprise Manager 12c (12.1.0.4.0)のみ


データ・ソース

なし。


ユーザーの処理

nmoにsetuidビットを設定する必要があります。





1.7.2 ステータス

管理エージェントが稼働中の場合は、このメトリックの値は1です。


表1-16 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
起動時

	
定義なし

	
0

	
定義なし









データ・ソース

なし。


ユーザーの処理

このメトリックの値が1以外の場合、管理エージェントは停止中で、管理エージェントはどこにも接続していません。そのような場合は、管理エージェントを再起動する必要があります。







1.8 アップロード統計

「アップロード統計」メトリックは、アップロード・マネージャの状態およびそのパフォーマンスに関する情報を提供します。


1.8.1 アップロードするファイル数

このメトリックは、リポジトリへのアップロードを待機している、$ORACLE_HOME/sysman/emd/uploadディレクトリ内のXMLファイルの数を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと







データ・ソース

この情報のソースは、管理エージェントそのものです。


ユーザーの処理

このディレクトリ内のファイル数が多い場合は、リポジトリへのファイルのアップロードに問題があると考えられます。emd.trcファイルでアップロード・エラーがないかを調べ、適切な処理をします。ネットワークまたはリポジトリ・エンドに問題があることが原因の可能性もあります。





1.8.2 アップロードするファイルのサイズ(MB)

「アップロードするファイルのサイズ」メトリックは、管理エージェントのアップロード・ディレクトリにあるすべてのXMLファイルのサイズの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと







データ・ソース

この情報のソースは、管理エージェントそのものです。


ユーザーの処理

このメトリックの値が大きい場合は、アップロード・ディレクトリを調べます。このディレクトリにファイルがほとんど存在しない場合は、ファイルのサイズが大きい可能性があります。多数のファイルが存在する場合は、リポジトリへのデータのアップロードに問題がある可能性があります。これは、ネットワーク、リポジトリまたは管理エージェントに問題があることが原因で発生します。ログ・ディレクトリにあるemd.trcファイルでアップロード・エラー・メッセージを調べます。





1.8.3 アップロード速度(KB/秒)

「アップロード速度(KB/秒)」は、データをリポジトリにアップロードする平均速度をKB/秒で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと







データ・ソース

この情報のソースは、管理エージェントそのものです。


ユーザーの処理

速度が0または0に近い場合は、データのアップロードまたはデータの収集に問題がある可能性があります(なんらかの理由で収集が停止すると、アップロードされるものがありません)。ログ・ファイルで収集メッセージおよびアップロード・メッセージを調べてください。







1.9 システム・モニターのアップロード

このメトリック・カテゴリは、システム・モニターのアップロードのメトリックに関する情報を提供します。


1.9.1 最後にパージが行われた時間

このメトリックは、OMSの停止、バックオフまたは速度低下などの問題のために、管理エージェントがアップロード・システムからのファイルをパージすることが必要になった最後の時刻を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと









1.9.2 ローダーがバックオフの期限切れを宣言しました

このメトリックは、ローダーがバックオフを宣言した、つまり、エージェントが、一定期間、アップロードを停止した最後の時刻を表します。(OMSは、バックオフが期限切れになり、再開する時刻を示します)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと









1.9.3 データ・チャネル内のアップロードを保留中のファイル数

このメトリックは、データ・チャネル内でOMSへのアップロードが保留されているファイルの数を表します。


表1-17 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェント・メタデータ・チャネル数は%value%です











1.9.4 メタデータ・チャネル内のアップロードを保留中のファイル数

このメトリックは、メタデータ・チャネル内でOMSへのアップロードが保留されているファイルの数を表します。


表1-18 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェント・メタデータ・チャネル数は%value%です











1.9.5 オンデマンド・チャネル内のアップロードを保留中のファイル数

このメトリックは、オンデマンド・チャネル内でOMSへのアップロードが保留されているファイルの数を表します。


表1-19 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェント・メタデータ・チャネル数は%value%です











1.9.6 重大度チャネル内のアップロードを保留中のファイル数

このメトリックは、重大度チャネル内でOMSへのアップロードが保留されているファイルの数を表します。


表1-20 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェント・メタデータ・チャネル数は%value%です











1.9.7 フェッチ時アップロード・チャネル内のアップロードを保留中のファイル数

このメトリックは、フェッチ・チャネル内でOMSへのアップロードが保留されているファイルの数を表します。


表1-21 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
エージェント・メタデータ・チャネル数は%value%です











1.9.8 マージを待機中のファイル数

このメトリックは、マージ待機中のファイルの数を表します。Enterprise Managerは、ファイル(即時利用可能および構成可能)をバッファし、15分ごとにマージすることにより大きなファイルにして、OMSに送信します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	10分ごと











1.10 ユーザーID

これらのメトリックは、管理エージェントを実行しているユーザーに関する情報を提供します。


1.10.1 グループ名

管理エージェントが稼働中のグループ名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

このメトリックのソースは、UNIXのidコマンドです。


ユーザーの処理

なし。





1.10.2 場所

「場所」メトリックは、管理エージェントのディレクトリ・ホームを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、ORACLE_HOME環境変数です。





1.10.3 その他のグループ

このメトリックは、管理エージェント・ユーザーが属するその他のグループを一覧表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

このメトリックのソースは、UNIXのidコマンドです。


ユーザーの処理

なし。





1.10.4 ユーザー名

「ユーザー名」メトリックは、管理エージェント・プロセスを起動したユーザーに関する情報を提供します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

このデータのソースは、UNIXのidコマンドです。


ユーザーの処理

なし。







1.11 ユーザー制限情報

「ユーザー制限情報」カテゴリのメトリックは、管理エージェントで使用できるシステム・リソースに関する情報を提供します。


1.11.1 コアダンプ(ブロック)

「コアダンプ(ブロック)」メトリックは、コアダンプ・ファイルの最大サイズを512KBブロック単位で表します。この値が無制限の場合は、制限はファイル・システムの制限のみです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのulimitコマンドです。


ユーザーの処理

このメトリックは、コアダンプ・ファイルの最大サイズを512KBブロック単位で表します。この制限の増減には、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用します。





1.11.2 データ

このメトリックは、管理エージェントのヒープの最大サイズをKB単位で表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのulimitシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

このメトリックは、管理エージェントで使用できる最大ヒープ・サイズをKB単位で表します。この制限の増減には、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用します。





1.11.3 ファイル(ブロック)

「ファイル」メトリックにより、管理エージェントを実行中のシステムで許可された単一のファイルの最大サイズを確認できます。単位は、512KBブロックです。この値がunlimitedの場合は、制限はファイル・システムの制限です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのulimitシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

このメトリックは、管理エージェントを実行中のシステムで許可された最大ファイル・サイズをブロック単位で表します。この制限の増減には、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用します。





1.11.4 ファイルなし(記述子)

「ファイルなし(記述子)」メトリックは、プロセスが所有できるファイル記述子の最大数を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXシステム・コールulimitです。


ユーザーの処理

この制限が小さい(オペレーティング・システムの最大値と比較して)場合は、管理エージェント・プロセスのために変更できます。





1.11.5 スタック

このメトリックは、管理エージェントのスタックの最大サイズをKB単位で表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのulimitコマンドです。


ユーザーの処理

このメトリックは、管理エージェントのスタックの最大サイズをKB単位で表示します。この制限の増減には、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用します。





1.11.6 時間(秒)

「時間」メトリックは、実行しているシステムによって管理エージェント・プロセスに許可された最大CPU時間を秒単位で表示します。この値がunlimitedの場合は、管理エージェントで使用可能なCPU時間は無制限です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報は、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用して取得されます。


ユーザーの処理

このメトリックは、管理エージェントで使用できる最大CPU時間を秒単位で表します。この制限の増減には、UNIXのulimitシステム・コマンドを使用します。





1.11.7 仮想メモリー

「仮想メモリー(KB)」メトリックは、管理エージェント・プロセスが占有できる最大仮想メモリー・サイズを表示します。この値がunlimitedの場合は、制限はファイル・システムの制限のみです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	168時間ごと







データ・ソース

この情報のソースは、UNIXのulimitシステム・コマンドです。


ユーザーの処理

「仮想メモリー(KB)」メトリックの値が極端に高いまたは低い場合は、UNIXのlimitコマンドを使用して、管理エージェント・プロセスが使用する仮想メモリーの制限を変更できます。














2 ホスト


ホスト・メトリックは、各メトリックの説明、収集統計、データソース、複数のしきい値(該当する場合)、およびユーザーの処理に関する情報を提供します。


2.1 リソース使用率の統計(プロジェクト別)の集約

このメトリック・カテゴリは、プロジェクトごとに集約されたリソース使用状況に関するデータを提供します。このメトリック・カテゴリは、Solarisバージョン9以上でのみ使用できます。


2.1.1 累積CPU待機時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にCPUの待機に費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.2 累積データ・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にデータ・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.3 累積メジャー・ページ・フォルト

このメトリックは、プロセスが存続期間中に発生させたメジャー・ページ・フォルトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.4 累積マイナー・ページ・フォルト

このメトリックは、プロセスが存続期間中に発生させたマイナー・ページ・フォルトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.5 読取りおよび書込み累積文字数I/O(バイト)

このメトリックは、プロセスが存続期間中に読取りおよび書込みを行った文字I/Oバイトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.6 読取りブロックの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に読み取ったブロックの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.7 書込みブロックの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に書き込んだブロックの累積数を表します。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.8 非自発的コンテキスト・スイッチの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に行った非自発的コンテキスト・スイッチの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.9 受信メッセージの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に受信したメッセージの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.10 送信メッセージの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に送信したメッセージの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.11 受信信号の累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に受信した信号の累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.12 実行されたシステム・コールの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に実行したシステム・コールの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.13 自発的コンテキスト・スイッチの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に行った自発的コンテキスト・スイッチの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.14 累積プロジェクト・ロック-待機スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にユーザー・ロック待機でスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.15 累積プロジェクトその他スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にその他のすべての方法でスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.16 累積停止時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中、停止状態にあった累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.17 累積スワップ操作

このメトリックは、プロセスの存続期間中に発生したスワップ操作の累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.18 累積システム・モード時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・モードで消費した累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.19 累積システム・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.20 累積システム・トラップ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・トラップに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.21 累積テキスト・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にテキスト・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.22 累積ユーザー・モード時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にユーザー・モードで消費した累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.23 プロジェクトが所有するプロセス数

このメトリックは、プロジェクトが所有するプロセスの数の総計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.24 プロジェクトCPU時間(%)

このメトリックは、プロセスが消費したCPU時間の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Solarisバージョン9以上	15分ごと	定義なし	定義なし	ユーザーCPU時間は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)しきい値を超えています。







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.25 プロジェクト・プロセス・メモリー・サイズ(%)

このメトリックは、プロセス常駐設定サイズを、物理メモリーの割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Solarisバージョン9以上	15分ごと	定義なし	定義なし	ユーザー・プロセス・メモリー・サイズは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)しきい値を超えています。







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.26 プロジェクトのプロセス・ヒープ・サイズ合計

このメトリックは、プロセス・ヒープがサンプリングされるときに消費されるメモリーの合計(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.27 プロジェクトのプロセス常駐設定サイズ合計

このメトリックは、プロセスの常駐設定サイズ(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.28 プロジェクトのプロセス仮想メモリー・サイズ合計

このメトリックは、プロセス仮想アドレス空間のサイズ(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.1.29 プロジェクトのプロセスのスレッド合計数

このメトリックは、現在のプロセスのアクティブなスレッドの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。







2.2 リソース使用率の統計(ユーザー別)の集約

このメトリック・カテゴリは、ユーザーごとに集約されたリソース使用状況に関するデータを提供します。

このメトリック・カテゴリは、Solarisバージョン9以上でのみ使用できます。


2.2.1 累積CPU待機時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にCPUの待機に費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.2 累積データ・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にデータ・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.3 累積メジャー・ページ・フォルト

このメトリックは、プロセスが存続期間中に発生させたメジャー・ページ・フォルトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.4 累積マイナー・ページ・フォルト

このメトリックは、プロセスが存続期間中に発生させたマイナー・ページ・フォルトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.5 読取りおよび書込み累積文字数I/O(バイト)

このメトリックは、プロセスが存続期間中に読取りおよび書込みを行った文字I/Oバイトの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.6 読取りブロックの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に読み取ったブロックの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.7 書込みブロックの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に書き込んだブロックの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.8 非自発的コンテキスト・スイッチの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に行った非自発的コンテキスト・スイッチの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.9 受信メッセージの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に受信したメッセージの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.10 送信メッセージの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に送信したメッセージの累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.11 受信信号の累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に受信した信号の累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.12 実行されたシステム・コールの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に実行したシステム・コールの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.13 自発的コンテキスト・スイッチの累計数

このメトリックは、プロセスが存続期間中に行った自発的コンテキスト・スイッチの累計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.14 累積停止時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中、停止状態にあった累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.15 累積システム・モード時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・モードで消費した累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.16 累積システム・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.17 累積システム・トラップ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にシステム・トラップに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.18 累積スワップ操作

このメトリックは、プロセスの存続期間中に発生したスワップ操作の累積数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.19 累積テキスト・ページ・フォルト・スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にテキスト・ページ・フォルトでスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.20 累積ユーザー・ロック-待機スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にユーザー・ロック待機でスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.21 累積ユーザー・モード時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にユーザー・モードで消費した累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.22 累積ユーザーその他スリープ時間(秒)

このメトリックは、このプロセスが存続期間中にその他のすべての方法でスリープに費やした累積秒数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.23 ユーザーが所有するプロセス数

このメトリックは、ユーザーが所有するプロセスの数の総計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.24 ユーザーのプロセスのスレッド合計数

このメトリックは、現在のプロセスのアクティブなスレッドの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.25 ユーザーCPU時間(%)

このメトリックは、プロセスが消費したCPU時間の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Solarisバージョン9以上	15分ごと	定義なし	定義なし	ユーザーCPU時間は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)しきい値を超えています。







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.26 ユーザー・プロセス・メモリー・サイズ(%)

このメトリックは、プロセス常駐設定サイズを、物理メモリーの割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Solarisバージョン9以上	15分ごと	定義なし	定義なし	ユーザー・プロセス・メモリー・サイズは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)しきい値を超えています。







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.27 ユーザーのプロセス・ヒープ・サイズ合計

このメトリックは、プロセス・ヒープがサンプリングされるときに消費されるメモリーの合計(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.28 ユーザーのプロセス常駐設定サイズ合計

このメトリックは、プロセスの常駐設定サイズ(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.2.29 ユーザーのプロセス仮想メモリー・サイズ合計

このメトリックは、プロセス仮想アドレス空間のサイズ(KB)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Solarisバージョン9以上	15分ごと







データ・ソース

Solaris CIM Object Manager


ユーザーの処理

サイト固有です。







2.3 バッテリの詳細

このメトリック・カテゴリは、バッテリに関する情報を提供します。

このメトリック・カテゴリは、Dell PowerEdgeでのみ使用できます。


2.3.1 バッテリの読取り

このメトリックは、バッテリ読取りコードを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	バッテリ読取りコード(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.50.1.6)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%BatteryReading%です











2.4 バッファ・アクティビティ

「バッファ・アクティビティ」メトリック・カテゴリは、OSメモリー・バッファの使用状況に関する情報を提供します。このメトリックは、1秒当たりの転送、アクセスおよびキャッシュ(カーネル・ブロック・バッファ・キャッシュ)ヒット率に対するバッファ・アクティビティをレポートします。


2.4.1 バッファ・キャッシュ読取りヒット率(%)

このメトリックは、ブロック・デバイスからバッファ・キャッシュへの読取りの回数を、全バッファ読取りに占める割合で表します。


表2-1 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
バッファ・キャッシュ読取りヒット率%value%%%が警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.4.2 バッファ・キャッシュ読取り/秒

このメトリックは、バッファ・キャッシュで実行される1秒当たりの読取りの回数を表します。


表2-2 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
バッファ・キャッシュ読取り/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.4.3 バッファ・キャッシュ書込みヒット率(%)

このメトリックは、ブロック・デバイスからバッファ・キャッシュへの書込みの回数をバッファ書込み全体の割合として表します。


表2-3 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
バッファ・キャッシュ書込みヒット率%value%%%が警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.4.4 バッファ・キャッシュ書込み/秒

このメトリックは、バッファ・キャッシュで実行される1秒当たりの書込みの回数を表します。


表2-4 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
バッファ・キャッシュ書込み/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.4.5 物理I/O読取り/秒

このメトリックは、物理I/Oメカニズムを使用して文字デバイスから実行される1秒当たりの読取りの回数を表します。


表2-5 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理I/O読取り/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

必要以上に高い値は異常な状況を示している場合があるため、一定期間に監視された平均値に基づいてしきい値を設定することが重要です。異常に高い値により、パフォーマンスの問題が発生する場合があります。ユーザー・アクションは状況によって異なるため、実行中のプロセスを監視して誤ったプロセスを追跡してください。異なるディスクに使用率が高いディレクトリを配置すると役立つ場合があります。





2.4.6 物理I/O書込み/秒

このメトリックは、物理I/Oメカニズムを使用して文字デバイスから実行される1秒当たりの書込みの回数を表します。


表2-6 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理I/O書込み/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

必要以上に高い値は異常な状況を示している場合があるため、一定期間に監視された平均値に基づいてしきい値を設定することが重要です。異常に高い値により、パフォーマンスの問題が発生する場合があります。ユーザー・アクションは状況によって異なるため、実行中のプロセスを監視して誤ったプロセスを追跡してください。異なるディスクに使用率が高いディレクトリを配置すると役立つ場合があります。





2.4.7 物理読取り/秒(Physical Reads (per second))

このメトリックは、ブロック・デバイスからシステム・バッファ・キャッシュへの1秒当たりの物理読取りを表します。


表2-7 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理読取り/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

必要以上に高い値は異常な状況を示している場合があるため、一定期間に監視された平均値に基づいてしきい値を設定することが重要です。異常に高い値により、パフォーマンスの問題が発生する場合があります。ユーザー・アクションは状況によって異なるため、実行中のプロセスを監視して誤ったプロセスを追跡してください。異なるディスクに使用率が高いディレクトリを配置すると役立つ場合があります。





2.4.8 物理書込み/秒(Physical Writes (per second))

このメトリックは、ブロック・デバイスからシステム・バッファ・キャッシュへの1秒当たりの物理書込みを表します。


表2-8 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理書込み/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

必要以上に高い値は異常な状況を示している場合があるため、一定期間に監視された平均値に基づいてしきい値を設定することが重要です。異常に高い値により、パフォーマンスの問題が発生する場合があります。ユーザー・アクションは状況によって異なるため、実行中のプロセスを監視して誤ったプロセスを追跡してください。異なるディスクに使用率が高いディレクトリを配置すると役立つ場合があります。







2.5 CPU詳細

ホストのプロセッサに関する情報を提供するメトリックです。


2.5.1 ECACHE

これは、MBで測定したキャッシュ・メモリーのサイズです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.2 周波数(MHZ)

プロセッサのクロック周波数です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.3 ハイパー・スレッドが有効

このプロセッサでハイパー・スレッドが有効かどうかを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.4 実装

プロセッサの実装タイプ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.5 CPU数

これは、vendor_nameやnum_coresなどの他の列と同じ情報を持つ番号行の数です。これを追加することにより、表内に少なくとも1つのキーを作成します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.6 マスク

これは、CPUを製造するために使用されるダイです。SolarisのprtdiagにはCPUマスク・フィールドがあります。この列には、この情報が格納されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.7 物理CPUごとのコア数

物理CPU当たりのコア数です。たとえば、デュアル・コア・プロセッサの場合は2、クワッド・コア・プロセッサの場合は4となります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.8 リビジョン

リビジョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.9 物理CPUごとのスレッド数

物理プロセッサ当たりの論理プロセッサ数を表します。たとえば、ハイパー・スレッドが有効なデュアル・コア・プロセッサが1つの場合、この値は4になります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。





2.5.10 ベンダー名

プロセッサを製造したベンダーです。たとえば、Intel、AMDなど。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/proc/cpuinfo


ユーザーの処理

なし。







2.6 CPU使用率

「CPU使用率」メトリック・カテゴリは、CPUがアイドル状態、待機状態などの各状態で消費した時間の割合に関する情報を提供します。また、ユーザー・モードおよびシステム・モードで消費したCPU時間の割合に関する情報も提供します。すべてのデータは、複数CPUシステム内の各CPUについての情報です。

HP Tru64では、この情報は「負荷」メトリックで監視されている各CPUについてではなく、すべてのCPUに関する累計です。このため、このメトリックはHP Tru64では使用できません。


2.6.1 CPUアイドル時間(%)

このメトリックは、CPUがアイドル状態で、システムに未処理ディスクI/Oリクエストがなかった時間の割合を表します。このメトリックは、cpu_stat0、CPU0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、アイドル・モードのプロセッサ時間の割合を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class cpu_stat)
	HP	pstat_getprocessor()システム・コール
	Linux	/proc/stat
	HP Tru64	該当なし
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、CPUが活用されていないことを示しています。ユーザー処理は場合によって異なります。






2.6.2 CPU割込み時間(%)

このメトリックは、サンプル間隔中にCPUがハードウェア割込みを受信し要求に応える時間の割合を表します。このメトリックは、cpu_stat0、CPU0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、割込みモードのプロセッサ時間の割合を調べます。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







複数のしきい値

このメトリックでは、「CPU番号」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「CPU番号」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「CPU番号」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。「しきい値の編集」ページへのアクセスについては、Enterprise Managerオンライン・ヘルプのしきい値の編集に関するトピックを参照してください。


データ・ソース

このメトリックのデータソースは、パフォーマンス・データ・カウンタです。


ユーザーの処理

これは、プロセッサが割込みの処理に費やした時間を示します。値が必要以上に高い場合は、ハードウェアに問題がある可能性があります。





2.6.3 CPUシステム時間(%)

このメトリックは、CPUがシステム・モード(カーネル)で実行している時間の割合を表します。このメトリックは、cpu_stat0、CPU0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、システム・モードのプロセッサ時間の割合を調べます。


表2-9 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPUシステム時間(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	/proc/stat







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システム(カーネル)レベルでマシンの処理量が高くなっていることを示します。ユーザー処理は場合によって異なります。





2.6.4 CPUユーザー時間(%)

このメトリックは、ユーザー・モードで実行しているプロセッサ時間の割合を表します。このメトリックは、cpu_stat0、CPU0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、ユーザー・モードのプロセッサ時間の割合を調べます。


表2-10 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPUユーザー時間(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	/proc/stat









ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、ユーザー(アプリケーション)レベルでCPUの処理量が高くなっていることを示します。システムで上位のプロセスを確認すると、問題のあるプロセスを特定できる場合があります。





2.6.5 CPUのCPU使用率(%)

この数値は、CPUの使用率を示します。


表2-11 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのバージョン

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%に対するCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class cpu_stat)
	HP	pstat_getprocessor()システム・コール
	Linux	/proc/stat
	HP Tru64	該当なし
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムの負荷が高くなっていることを示します。この値が常に高い場合には、システム負荷の軽減を検討してください。





2.6.6 CPU待機時間(%)

このメトリックは、CPUがアイドルで、システムに未処理のディスクI/Oリクエストがあった時間の割合を表します。このメトリックは、cpu_stat0、CPU0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、待機モードのプロセッサ時間の割合を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	該当なし
	HP	pstat_getprocessor()システム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	該当なし
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が高い場合は、CPUがディスクI/Oの完了を待機して長い時間を費やしていることを示しています。ディスク・エラーとディスク・アクティビティのメトリックを調べ、ディスク・パフォーマンスに問題がないかどうかを確認してください。アクセスの多いディレクトリを別のディスクで管理することを検討してください。







2.7 ディスク・アクティビティ

「ディスク・アクティビティ」メトリック・カテゴリは、管理対象のターゲット上のハード・ディスク・アクティビティを監視します。このメトリックは、システム上の各デバイスについて、そのデバイスへのアクセスに関する情報を提供します。提供される情報には、そのデバイスのデバイス名、ディスク使用状況、書込み統計および読取り統計が含まれます。



2.7.1 平均ディスクI/Oサービス時間(ミリ秒)

このメトリックは、平均待機時間と平均実行時間の合計を表します。


表2-12 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%の平均サービス時間は%value%ミリ秒で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ディスク・デバイス」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ディスク・デバイス」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

各「ディスク・デバイス」オブジェクトの警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

この数値が低くなるようにします。この数値が高い場合は、過剰な負荷またはハードウェアの問題のためにディスクが遅くなっている可能性があります。「I/O待機中のCPU使用率(%)」メトリックも参照してください。






2.7.2 平均ディスクI/O待機時間(ミリ秒)

このメトリックは、コマンドがキュー上で実行を待機している平均時間を表します。


表2-13 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%の平均待機時間は%value%ミリ秒で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ディスク・デバイス」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ディスク・デバイス」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

各「ディスク・デバイス」オブジェクトの警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

この値が高い場合は、ディスクが遅くなっています。OSのiostat -xnコマンドを使用して、ローカル・ディスクおよびNFSマウントされたファイル・システムについて、待機時間とサービス時間を確認してください。「I/O待機中のCPU使用率(%)」メトリックも参照してください。





2.7.3 平均未処理ディスクI/Oリクエスト

このメトリックは、サービスを待機中の平均コマンド数(キューの長さ)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.4 平均実行時間(ミリ秒)

このメトリックは、コマンドがアクティブ・キュー上で実行の完了を待機する時間の平均を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.5 バルクIOティック

このメトリックは、入出力操作に費やした時間(ミリ秒)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

Linux: /proc/diskstatsまたは/proc/partitions


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.6 読取り回数の差

このメトリックは、最後の収集以降のディスク読取り数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

Linux: /proc/diskstatsまたは/proc/partitions


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.7 書込み回数の差

このメトリックは、最後の収集以降のディスク読取り数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

Linux: /proc/diskstatsまたは/proc/partitions


ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.8 ディスク・ブロック書込み/秒

このメトリックは、1秒当たりの書込みブロック(512バイト)数を表します。


表2-14 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%のディスク・ブロック書込み/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	該当なし
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.9 ディスク・ブロック読取り/秒

このメトリックは、1秒当たりの読取りブロック(512バイト)数を表します。

注意: HP UNIXの場合、このメトリックの名前は「転送されたディスク・ブロック/秒」になります。


表2-15 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%のディスク・ブロック読取り/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。






2.7.10 ディスク・デバイス・ビジー(%)

このメトリックは、ディスク・デバイス・ビジーの割合を示します。

注意: HP UNIXの場合、このメトリックの名前はデバイス・ビジー(%)になります。


表2-16 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
80

	
95

	
ディスク・デバイス%keyValue%は%value%%%ビジーです。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	pstat_getdiskシステム・コール
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.11 ディスク読取り/秒

このメトリックは、指定されたディスク・デバイスの1秒当たりのディスク読取り数を表します。


表2-17 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%のディスク読取り/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	該当なし
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.7.12 ディスク書込み/秒

このメトリックは、指定されたディスク・デバイスの1秒当たりのディスク書込み数を表します。


表2-18 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ディスク%keyvalue%のディスク書込み/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class kstat_io)
	HP	該当なし
	Linux	iostatコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

サイト固有です。







2.8 ディスク・デバイス・エラー

「ディスク・デバイス・エラー」メトリック・カテゴリは、ディスク・デバイスのエラーの数を表します。

注意: これらのメトリックは、Solarisでのみ使用可能です。


2.8.1 ハード・エラー

このメトリックは、ディスク・アクセス中に発生したハード・エラーの件数を表します。ハード・エラーは深刻なエラーと考えられ、ディスク・デバイスの構成が正しくなかったり、適切でないことが原因である場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	72時間ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iostat -eコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.8.2 ソフト・エラー

このメトリックは、ディスク・アクセス中に発生したソフト・エラーの件数を表します。ソフト・エラーとは、警告のことです。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	72時間ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iostat -eコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.8.3 合計

このメトリックは、特定のデバイスでのすべてのエラーの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	72時間ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iostat -eコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。





2.8.4 トランスポート・エラー

このメトリックは、発生したネットワーク・エラーの件数を表します。一般に、これはネットワーク・レイヤーに関係する問題を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	72時間ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iostat -eコマンド







ユーザーの処理

サイト固有です。







2.9 ファン

「ファン」メトリックは、システムに存在する様々なファンのステータスを監視します。

注意: このメトリック・カテゴリは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.9.1 ファンのステータス

このメトリックは、ファンのステータスを表します。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-19 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%のデバイス%FanIndex%のファンのステータスは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%FanStatus%です









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクトおよび「ファン索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクトおよび「ファン索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクトと「ファン索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: coolingDeviceStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.12.1.5)


ユーザーの処理

なし。





2.9.2 場所

このメトリックは、ファンの場所に関する説明を表します。たとえば、CPUファン、PCIファン、メモリー・ファンなどの値になります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: coolingDeviceLocationName(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.12.1.8)


ユーザーの処理

なし。







2.10 ファイル・アクセス・システム・コール

「ファイル・アクセス・システム・コール」メトリック・カテゴリは、ファイル・アクセス・システム・コールの使用状況に関する情報を提供します。

注意: このメトリックは、Solaris、HPおよびIBM AIXでのみ使用可能です。


2.10.1 ディレクトリ検索ルーチンにより読み取られるブロック/秒

このメトリックは、ダイレクト参照を実行する1秒当たりのファイルシステム・ブロック読取り数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間に実行されたlookuppn()コール数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.10.2 iget()コール/秒

このメトリックは、実行されたシステムiget()コールの1秒当たりの数を表します。igetはファイル・アクセス・システム・ルーチンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造(class cpu_vminfo)
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	カーネル・メモリー構造(class cpu_vminfo)







ユーザーの処理

このデータはOSのsarコマンドを使用して取得されます。このコマンドは、OSが管理する累積アクティビティ・カウンタをサンプリングするために使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は、原則として、この5秒間に行われたiget()コールの回数を5で割った数になります。





2.10.3 lookuppn()コール/秒

このメトリックは、実行されたファイルシステムlookuppn()(パス名変換)コールの1秒当たりの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間に実行されたlookuppn()コール数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。







2.11 ファイルおよびディレクトリの監視

「ファイルおよびディレクトリの監視」メトリックは、特定のファイルおよびディレクトリの様々な属性を監視します。キー値に固有のしきい値を設定することで、その特定のキー値で参照されるファイルまたはディレクトリの監視が開始されます。任意のファイルまたはディレクトリを監視するには、キー値に固有のしきい値を指定する必要があります。


2.11.1 ファイルまたはディレクトリの属性が見つかりません

このメトリックは、ファイルまたはディレクトリの属性のフェッチ中に発生した問題をレポートします。また、キー値に基づくしきい値によって指定されたファイルおよびディレクトリの監視中に発生したエラーがレポートされます。


表2-20 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%file_attribute_not_found%。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	HP	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	Linux	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)







ユーザーの処理

inode id、user id、group idなどファイルとディレクトリの属性を検索します。見つからない場合には、ユーザーが確認できるようにアラートが発生します。





2.11.2 ファイルまたはディレクトリの権限

このメトリックは、Linuxを含む様々なUNIXオペレーティング・システムでファイル権限の8進数の値をフェッチします。このメトリックに対してキー値に固有の警告またはクリティカルのしきい値を設定すると、重要なファイルまたはディレクトリの監視が開始されます。たとえば、ファイル名/etc/passwdのファイル権限を監視するには、/etc/passwdにしきい値を設定します。


表2-21 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%file_name%に対する現在の権限は%file_permissions%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値と異なります。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	HP	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	Linux	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	IBM AIX	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)







ユーザーの処理

ファイルまたはディレクトリに対するパーミッションが変更された場合には、アラートが発生します。変更を確認するとよい場合があります。





2.11.3 ファイルまたはディレクトリのサイズ(MB)

このメトリックは、このファイルまたはディレクトリの現在のサイズ(MB単位)をフェッチします。このメトリックに対してキー値に固有の警告またはクリティカルのしきい値を設定すると、重要なファイルまたはディレクトリの監視が開始されます。たとえば、ディレクトリ/absolute_directory_pathのファイル権限を監視するには、/absolute_directory_pathにしきい値を設定します。


表2-22 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%file_name%のサイズは%file_size%MBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	HP	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	Linux	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	IBM AIX	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)







ユーザーの処理

しきい値を超えた場合、ファイル・サイズまたはしきい値レベルを調整する処理が必要になることがあります。





2.11.4 ファイルまたはディレクトリ・サイズの変更率(KB/分)

このメトリックは、ファイルのサイズが変更される率の値を表します。このメトリックに対してキー値に固有の警告またはクリティカルのしきい値を設定すると、重要なファイルまたはディレクトリの監視が開始されます。たとえば、ファイル名/absolute_file_pathのファイル変更率を監視するには、/absolute_file_pathにしきい値を設定します。


表2-23 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%file_name%は%file_sizechangerate%(KB/時)の速度で増加しており、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ファイルまたはディレクトリ名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	HP	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	Linux	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)
	IBM AIX	perl statコマンド(ファイル)、df(ファイル・システムのマウント・ポイントのディレクトリ)、du(ファイル・システムのマウント・ポイント以外のディレクトリ)







ユーザーの処理

ファイルやディレクトリの変更率。値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、サイズが急激に増加したことを示しています。アラートに基づいてなんらかの処理を実行するとよい場合があります。







2.12 ファイルシステム

ホストにマウントされているすべてのファイルシステムがリストされます。


2.12.1 ディスク領域(GB)

このメトリックは、ファイルシステムの容量をGB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。





2.12.2 ローカル・ドライブ

NTにのみ適用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。





2.12.3 マウント位置

このメトリックは、ファイルシステムのマウント位置を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。





2.12.4 マウント・オプション

マウント・オプションに関する詳細を含むメトリックです。"rw,intr,largefiles,logging,xattr,onerror=panic"と類似の場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。





2.12.5 リソース名

ホストのデバイス・パス。/dev/hd10opt、Local Disk (C:)などです。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。





2.12.6 タイプ

ファイルシステム・タイプ。nfs、ntfs、jfsなどです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/mtab


ユーザーの処理

なし。







2.13 ファイルシステム

「ファイルシステム」メトリックは、コンピュータ上のローカル・ファイル・システムに関する情報を提供します。


2.13.1 ファイルシステム

このメトリックは、ディスク・デバイス・リソースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	/etc/mnttabファイル・エントリ
	HP	bdfコマンド
	Linux	dfコマンド
	HP Tru64	dfコマンド
	IBM AIX	/etc/mnttabファイル・エントリ
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

なし。





2.13.2 ファイルシステム・サイズ(MB)

このメトリックは、ファイルシステムに割り当てられた総領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	vminfoシステム
	HP	bdfコマンド
	Linux	dfコマンド
	HP Tru64	dfコマンド
	IBM AIX	stavfs()システム・コール
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

なし。





2.13.3 使用可能なファイルシステム領域(%)

このメトリックは、ファイルシステム内の使用可能な空き領域の割合を表します。


表2-24 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
20

	
5

	
ファイルシステム%keyValue%の使用可能な領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「マウント・ポイント」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「マウント・ポイント」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「マウント・ポイント」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	stavfs()システム・コール
	HP	bdfコマンド
	Linux	dfコマンド
	HP Tru64	dfコマンド
	IBM AIX	stavfs()システム・コール
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

OSのdu -kコマンドを使用して、最も多くの領域を使用しているディレクトリを調べます(du -k|sort -rn)。





2.13.4 使用可能なファイルシステム領域(MB)

このメトリックは、ファイルシステム内の使用可能な領域の空き容量をMB単位で表します。


表2-25 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
20

	
5

	
ファイルシステム%keyValue%の空き領域は%value%MBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「マウント・ポイント」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「マウント・ポイント」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「マウント・ポイント」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	stavfs()システム・コール
	HP	bdfコマンド
	Linux	dfコマンド
	HP Tru64	dfコマンド
	IBM AIX	stavfs()システム・コール
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

OSのdu -kコマンドを使用して、最も多くの領域を使用しているディレクトリを調べます(du -k|sort -rn)。





2.13.5 ファイルシステム使用率(MB)

このメトリックは、ファイルシステムに割り当てられた総領域をMB単位で表します。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


データ・ソース

このメトリックのデータソースは、GetDiskFreeSpaceExです。


ユーザーの処理

値が高い場合は、ファイルシステムに空き領域がほとんど残っていないことを示しています。空き領域を管理するとよい場合があります。







2.14 HCAポート構成モニター

この項では、HCAポート構成モニターのメトリックについて説明します。


2.14.1 チャネル・アダプタの表示名

チャネル・アダプタの表示名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.2 チャネル・アダプタ名

チャネル・アダプタ名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.3 チャネル・アダプタ・タイプ

チャネル・アダプタ・タイプ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.4 ファームウェアのバージョン

HCAのファームウェアのバージョン。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.5 HCAノードのGUID

HCAノードのグローバル一意識別子。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.6 ハードウェアのバージョン

HCAのハードウェアのバージョン。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.7 IPアドレス

HCAのIPアドレス。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.14.8 ポート数

HCAのポート数。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと











2.15 HCAのポート接続と構成

この項では、HCAのポート接続と構成のメトリックについて説明します。


2.15.1 チャネル・アダプタの表示名

チャネル・アダプタの表示名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.2 ポート番号

HCAポート番号。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.3 リンクのもう一方の端のGUIDの切替え

このHCAポートが接続されているスイッチのグローバル一意識別子。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.4 リンクのもう一方の端のポート番号の切替え

このHCAポートが接続されているスイッチのポート番号。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.5 HCAノードのGUID

HCAノードのグローバル一意識別子。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.6 ポートGUID

HCAポートのグローバル一意識別子。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.7 有効なリンク速度(Gbps)

このリンクの有効な速度(Gbps)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.8 有効なリンク幅

このリンクの有効な幅(1X、4Xなど)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.9 サポートされているリンク速度(Gbps)

このリンクのサポートされている速度(Gbps)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.15.10 サポートされているリンク幅

このリンクのサポートされている幅(1Xや4Xなど)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと











2.16 HCAポート・エラー

この項では、HCAポート・エラーのメトリックについて説明します。


2.16.1 HCAノードのGUID

このメトリックは、HCAノードのグローバル一意識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.16.2 ポート番号

このメトリックは、HCAのポート番号を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.16.3 過剰バッファ・オーバーラン

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-26 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%の過剰バッファ・オーバーラン数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.4 リンクの整合性エラー

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-27 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のリンクの整合性エラー数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.5 リンクのリカバリ

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-28 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のリンク・リカバリ数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.6 制約により破棄された受信パケット

このメトリックは、制約により破棄された受信パケットの数を表します。


表2-29 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%の制約により破棄された受信パケット数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.7 パケット受信エラー

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-30 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のエラーのある受信パケット数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.8 EBPデリミタのマーク付き受信パケット

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-31 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のEBPデリミタのマーク付き受信パケット数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.9 シンボル・エラー

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-32 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のシンボル・エラー数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.10 エラー合計

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-33 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
10

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%のエラー数合計は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.11 リソース制限により削除された受信VL15パケット

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-34 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%の削除された受信VL15パケット数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.16.12 制約により送信されなかったパケット

このメトリックは、最後の収集間隔でのこのタイプのエラー数を表します。


表2-35 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ポート%PortNumber%の制約により送信されなかったパケット数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













2.17 HCAポートの状態

この項では、HCAポートの状態のメトリックについて説明します。


2.17.1 HCAノードのGUID

このメトリックは、ホスト・チャネル・アダプタ・ノードのグローバル一意識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









2.17.2 ポート番号

このメトリックは、ホスト・チャネル・アダプタのポート番号を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









2.17.3 アクティブ・リンク速度(Gbps)

このメトリックは、このリンクのアクティブ速度(Gbps)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









2.17.4 リンクは低下していますか。

このメトリックは、リンクの速度または幅がそれぞれ有効な速度または幅を下回るかどうかと、下回る場合は、リンクが低減モードで動作していることを表します。


表2-36 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
	
1

	
ポート%PortNumber%(%ca_disp_name%)は降格モードで実行されています。











2.17.5 ケーブル接続性に基づいたポートのアクティブなリンク幅

このメトリックは、このリンクのアクティブ幅(たとえば、1Xまたは4X)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









2.17.6 物理リンクの状態

このメトリックは、物理リンクが稼働中であるか停止中であるかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









2.17.7 リンクの状態

このメトリックは、リンクが稼働中であるか停止中であるかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











2.18 HCAポートの状態(アラートの場合)

この項では、HCAポートの状態アラート・メトリックについて説明します。


2.18.1 ポートが無効化済

このメトリックは、HCAポートが無効かどうかを示します。


表2-37 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
	
1

	
ポート%PortNumber%(%ca_disp_name%)は無効です











2.18.2 ポートが'polling'状態

このメトリックは、HCAポートがピア・ポートを確認またはポーリングしているかどうかを表します。


表2-38 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
	
1

	
ポート%PortNumber%(%ca_disp_name%)はピア・ポートをポーリングしています。この状況は、ケーブルが一方の側から切断されている場合、または他方の側のポートが無効になっている場合に発生することがあります。













2.19 ホスト・ファイル

このメトリック・カテゴリは、/etc/hostsファイルの各行からIPアドレスと別名を収集します。




	
注意:

このメトリック・カテゴリは、Linux、SPARC上のOracle Solaris、x86上のOracle Solaris、POWERシステム上のIBM AIX、HP-UX PA-RISC (64ビット)、HP-UX Itaniumでサポートされています。








2.19.1 IPアドレス

このメトリックは、/etc/hostsファイルからのIPアドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

/etc/hosts


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.19.2 値

このメトリックは、このIPアドレスの別名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

/etc/hosts


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。







2.20 IOカード詳細

このメトリック・カテゴリは、PCIカードやUSBなど、ホストのIOカードに関する情報を保持します。


2.20.1 バス・タイプ

これは、IOカードのバス・タイプです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

lspci


ユーザーの処理

なし。





2.20.2 周波数

IOカードのクロック周波数。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

lspci


ユーザーの処理

なし。





2.20.3 名前

これは、IOカードの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

lspci


ユーザーの処理

なし。





2.20.4 リビジョン

これは、IOカードのリビジョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

lspci


ユーザーの処理

なし。





2.20.5 ベンダー名

これは、IOカードの製造業者名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

lspci


ユーザーの処理

なし。







2.21 カーネル・メモリー

「カーネル・メモリー(Kernel Memory)」メトリックは、カーネル・メモリー割当て(KMA)アクティビティに関する情報を提供します。

このメトリックは、Solarisでのみ使用可能です。データソースは、sarコマンドです。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


2.21.1 大規模カーネル・メモリーのリクエストに失敗

このメトリックは、失敗した大規模メモリー・リクエスト(満たされなかったリクエスト)の数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.2 オーバーサイズ・カーネル・メモリーのリクエストに失敗

このメトリックは、満たされなかったオーバーサイズ・リクエストの数を表します。オーバーサイズ・メモリー・リクエストは動的に割り当てられるため、リクエストのためのプールはありません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.3 小規模カーネル・メモリーのリクエストに失敗

このメトリックは、失敗した小規模メモリー・リクエスト(満たされなかったリクエスト)の数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.4 大規模メモリー・リクエストに使用可能なKMA(バイト)

このメトリックは、カーネル・メモリー割当て(KMA)でラージ・プール用に確保されているメモリー量をバイト単位で表します。ラージ・プールとは、大規模メモリー・リクエストの割当てや予約のために使用されるプールです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.5 オーバーサイズ・メモリー・リクエストのためのKMA(バイト)

このメトリックは、オーバーサイズ・メモリー・リクエストに割り当てられたメモリー量を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.6 小規模メモリー・リクエストのためのKMA

このメトリックは、カーネル・メモリー割当てでスモール・プール用に確保されているメモリー量をバイト単位で表します。スモール・プールとは、小規模メモリー・リクエストの割当てや予約のために使用されるプールです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.7 大規模メモリー・リクエストへの割当てメモリー(バイト)

このメトリックは、大規模メモリー・リクエストを満たすためにカーネルによって割り当てられたメモリー量をバイト単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。





2.21.8 小規模メモリー・リクエストへの割当てメモリー(バイト)

このメトリックは、小規模メモリー・リクエストを満たすためにカーネルによって割り当てられたメモリー量をバイト単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。









ユーザーの処理

なし。







2.22 負荷

「負荷」メトリックは、システム実行キュー上の実行可能なプロセス数に関する情報を提供します。この値がシステムのCPUの数より大きい場合は、負荷がかかりすぎています。


2.22.1 アクティブな論理メモリー

このメトリックは、アクティブな論理メモリーの値を表します。


表2-39 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
アクティブな論理メモリーは%value%KBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。












2.22.2 I/O待機中のCPU使用率(%)

このメトリックは、直前の間隔で、I/Oを待機しているジョブ数の平均を表します。


表2-40 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
40

	
80

	
CPU I/O待機は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

I/O待機の割合が高い場合は、ハードウェアに問題がある、NFSサーバーが遅い、またはローカル・ファイル・システムとディスクの間のロード・バランシングが不適切である可能性があります。すべてのハードウェア・エラーについて、システム・メッセージ・ログを調べてください。iostat -xnコマンドまたはnfsstat -c(NFSクライアント側の統計情報)コマンドあるいはその両方を使用して、応答が遅いディスクまたはファイル・システムを特定します。スワップの不足または不適切なロード・バランシングによりこれらに過剰に負荷がかかることがあるため、問題が1つ以上のスワップ・パーティションと関係するかどうかを調べます。個別の問題に合せて、パフォーマンスを改善するためにNFSクライアントまたはサーバーのチューニング、ハードウェアの交換、その他のファイル・システムへのアプリケーションの移動、スワップ領域の追加、ファイル・システムの再構築などの修正を行います。





2.22.3 システム・モードのCPU(%)

UNIXベースのプラットフォームの場合、このメトリックはシステム・モードで使用されているCPU量を全CPU処理能力に対する割合として表します。

Windowsの場合、このメトリックはプロセス・スレッドが特権モードでのコードの実行に費やした時間の割合を表します。


表2-41 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
カーネル・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システム(カーネル)レベルでマシンの処理量が高くなっていることを示します。ユーザー処理は場合によって異なります。





2.22.4 ユーザー・モードのCPU(%)

UNIXベースのプラットフォームでは、このメトリックは、CPUの総処理性能の割合としてユーザー・モードで使用されているCPUを表します。Windowsでは、このメトリックは、プロセッサがユーザー・モードで使用する時間の割合を表します。このメトリックは、平均ビジー時間をサンプル時間の割合として表示します。


表2-42 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ユーザー・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、ユーザー(アプリケーション)レベルでCPUの処理量が高くなっていることを示します。システムで上位のプロセスを確認すると、問題のあるプロセスを特定できる場合があります。






2.22.5 CPU割込み時間(%)

このメトリックは、サンプル間隔中にプロセッサがハードウェア割込みを受信し要求に応える時間の割合を表します。この値は、システム・クロック、マウス、ディスク・ドライバ、データ通信回線、ネットワーク・インタフェース・カード、その他の周辺装置など、割込みを発生させるデバイスのアクティビティを間接的に示します。通常、これらのデバイスはタスクを完了したときおよび注意が必要なときにプロセッサに割込みをかけます。割込みが発生すると、通常のスレッド実行は一時停止されます。多くのシステム・クロックは10ミリ秒ごとにプロセッサに割込みをかけるので、割込みアクティビティが発生します。割込み中は、通常のスレッド実行は一時停止されます。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


表2-43 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPU%%割込み時間は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースは、パフォーマンス・データ・カウンタです。


ユーザーの処理

なし。






2.22.6 CPUキューの長さ

プロセッサ・キューの長さは、プロセッサ・キュー内の待機中スレッドの数です。マルチ・プロセッサのコンピュータでも、プロセッサ時間のキューは1つです。ワークロードにもよりますが、通常、1プロセッサで受け入れられるプロセッサ・キューは10スレッド未満です。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


表2-44 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPUキューの長さは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースは、パフォーマンス・データ・カウンタです。


ユーザーの処理

常にこの値が高い場合は、CPUバウンドのタスクがいくつかあることを示します。この情報は、「ページ転送率」などのその他のメトリックと相互に関係します。メモリーを追加してシステムをチューニングすると効果的です。






2.22.7 CPU使用率(%)

UNIXベースのプラットフォームの場合、このメトリックはCPU使用量を使用可能な全CPU処理能力に対する割合として表します。

Windowsの場合、このメトリックはCPUがアイドルでないスレッドの実行に費やす時間の割合を表します。CPU使用率(%)」は、プロセッサ・アクティビティの最も重要なインジケータです。


表2-45 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
80

	
95

	
CPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムの負荷が高くなっていることを示します。この値が常に高い場合には、システム負荷の軽減を検討してください。





2.22.8 空き論理メモリー(%)

このメトリックは、システム内で論理的に解放されているメモリーを表します(ファイルシステムのバッファに使用されているメモリーは除く)。このメモリーは解放可能な状態ですが、すぐには利用できない場合があります。


表2-46 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
論理的な空きメモリーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









データ・ソース

Linux: /proc/meminfo

AIX: libperfstat


ユーザーの処理

値が異常に低い場合(履歴データを基準に判定する)、システムのRAMが不足していることを示し、理由としては、次の1つ以上が考えられます。1つ目は、計画されている数を超えるプロセスがシステムで実行されている場合です。2つ目は、プロセスで予想よりも多くのメモリーを使用している場合です。3つ目の理由は、特定のプロセスで何度もメモリー・リークが発生している場合です。





2.22.9 空きメモリー(%)

このメトリックは、合計メモリーから現在アクティブなメモリーが消費された後に残る使用可能なメモリーを表します。


表2-47 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
空きメモリーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

Linux OSの場合、この値は常に0%に近い可能性があります。ユーザーが利用できる実際の空きメモリーは、空き論理メモリー(%)を参照してください。このメトリックの値に基づいて、ユーザーはなんらかの処理を実行する必要があります。





2.22.10 空きメモリー

このメトリックは、メモリーの空き容量をKB単位で表します。


表2-48 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
未定義

	
未定義

	
空きメモリー・サイズは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回りました。











2.22.11 最長サービス時間(ミリ秒)

このメトリックは、すべてのディスクの平均サービス時間の最大値を表します。単位はミリ秒です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	使用不可










2.22.12 メモリー・ページ・スキャン率/秒

UNIXベースのシステムの場合、このメトリックはページ・スティーリング・デーモンがスキャンした1秒当たりのページ数を表します。

Windowsの場合、このメトリックはハード・ページ・フォルトを解決するためにページをディスクから読み取ったまたはディスクに書き込んだ率です。このメトリックは、システム全体のパフォーマンスを低下させるようなフォルトの最も重要なインジケータです。


表2-49 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ページ・スキャン率は%value%/秒で、警告(%warning_threshold%/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%/秒)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

この数値が0(ゼロ)または0に近い場合は、システムに十分なメモリーがあります。スキャン率が常に高い場合は、メモリーを追加すると非常に効果的です。






2.22.13 メモリー使用率(%)

このメトリックは、使用済メモリーの量を、全メモリーの割合として表します。


表2-50 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
80

	
95

	
メモリー使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

Linux OSの場合、この値は常に100%に近い可能性があります。ユーザーが利用できる実際の空きメモリーは、空き論理メモリー(%)を参照してください。このメトリックの値に基づいて、ユーザーはなんらかの処理を実行する必要があります。






2.22.14 ページ転送率

このメトリックは、ハード・ページ・フォルトを解決するために、ディスクに対してページの読取りや書込みが行われる率を表します。このメトリックは、システム全体の遅延を招くフォルトを示す主要なインジケータです。ページ数でカウントされます。このカウントには、(通常アプリケーションが要求する)ファイル・システム・キャッシュにおけるフォルトや、キャッシュされないメモリー・マップ・ファイルに対するフォルトを解決するために取得されたページが含まれます。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


データ・ソース

このメトリックのデータソースは、Windowsのパフォーマンス・カウンタです。


ユーザーの処理

転送率が高い場合は、メモリーが競合しています。メモリーを追加すると効果があります。






2.22.15 実行キューの長さ(1分平均)

このメトリックは、直前の間隔で実行され、メモリーに存在した平均プロセス数を表します。このメトリックにより、実行キューを調べます。

このメトリックは、Windowsでは使用できません。


表2-51 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPU負荷(長さが平均で1分を超えている実行キュー)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール







ユーザーの処理

UNIXのuptimeコマンドまたはtopコマンドを使用して、システム上の負荷を調べます。また、topコマンドおよびps -efコマンドにより、使用するCPU時間が多すぎるプロセスを調べます。少数のプロセスのそれぞれに多くのCPU時間がかかるのではなく、1つ以上のプロセスのインスタンス数の多さに問題がある可能性があることに注意してください。過度のCPU時間を使用するプロセスを削除します。






2.22.16 実行キューの長さ(5分平均)

このメトリックは、直前の間隔で実行され、メモリーに存在した平均プロセス数を表します。このメトリックにより、実行キューを調べます。

このメトリックは、Windowsでは使用できません。


表2-52 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPU負荷(長さが平均で5分を超えている実行キュー)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール







ユーザーの処理

UNIXのuptimeコマンドまたはtopコマンドを使用して、システム上の負荷を調べます。また、topコマンドおよびps -efコマンドにより、使用するCPU時間が多すぎるプロセスを調べます。少数のプロセスのそれぞれに多くのCPU時間がかかるのではなく、1つ以上のプロセスのインスタンス数の多さに問題がある可能性があることに注意してください。過度のCPU時間を使用するプロセスを削除します。






2.22.17 実行キューの長さ(15分平均)

このメトリックは、直前の間隔で実行され、メモリーに存在した平均プロセス数を表します。このメトリックにより、実行キューを調べます。

このメトリックは、Windowsでは使用できません。


表2-53 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
CPU負荷(長さが平均で15分を超えている実行キュー)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール







ユーザーの処理

UNIXのuptimeコマンドまたはtopコマンドを使用して、システム上の負荷を調べます。また、topコマンドおよびps -efコマンドにより、使用するCPU時間が多すぎるプロセスを調べます。少数のプロセスのそれぞれに多くのCPU時間がかかるのではなく、1つ以上のプロセスのインスタンス数の多さに問題がある可能性があることに注意してください。過度のCPU時間を使用するプロセスを削除します。





2.22.18 スワップ空き(KB)

このメトリックは、使用可能なスワップ領域の空き容量をKB単位で表します。


表2-54 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
空きスワップは%value%KBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回りました。












2.22.19 スワップ使用率(%)

UNIXベースのプラットフォームの場合、このメトリックは直前の間隔で使用したスワップ・メモリーの割合を表します。

Windowsの場合、このメトリックは使用されたページ・ファイル・インスタンスの割合を表します。


表2-55 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
80

	
95

	
スワップ使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	Windows APIおよびパフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

UNIXベースのプラットフォームの場合は、UNIXのtopコマンドまたはSolarisのswap -lコマンドを使用してスワップの使用状況を調べます。スワップ・ファイルを作成し、そのファイルをシステム・スワップ・プールに追加すると、既存のファイル・システムに追加のスワップを追加できます。(UNIX OSに関するドキュメントを参照してください。)スワップが/tmpにマウントされている場合は、/tmp内の不要なファイルを削除することで領域を開放できます。ファイル・システム・スワップを追加できない場合、または十分な領域を開放できない場合は、スワップ・プールにRAWディスク・パーティションを追加して、スワップを追加する必要があります。手順は、UNIXのドキュメントを参照してください。

Windowsの場合は、ページ・ファイルの使用状況をチェックして、現在の制限では不十分な場合はページ・ファイルを追加します。





2.22.20 スワップ使用量

UNIXベースのプラットフォームの場合、このメトリックは直前の間隔でのスワップ・メモリーの使用量を表します。

Windowsの場合、このメトリックはページ・ファイル・インスタンスの使用量を表します。


表2-56 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
80

	
95

	
スワップ使用量は%value%KBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.22.21 処理合計

このメトリックは、システムで現在実行しているプロセスの合計数を表します。このメトリックは、システムで実行している処理数をチェックします。


表2-57 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プロセス数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムの負荷が高くなっていることを示します。この値が常に高い場合には、いくつかのプロセスを停止してシステム負荷を軽減することを検討してください。





2.22.22 合計スワップ

プロセスによって割り当てることができるページ・ファイル領域の合計容量。ページング・ファイルはすべてのプロセスで共有されるため、ページング・ファイルの領域が不足すると、プロセスがメモリーを割り当てられなくなります。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


データ・ソース

パフォーマンス・データ・カウンタとWindows APIのGlobalMemoryStatusEx


ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムがディスクとの間でデータを移動するスワップが多発していることを示します。ディスクへのアクセスは比較的低速なので、通常はシステムの速度が低下します。理由としては、次の1つ以上が考えられます。

	
システムで多くのプロセスが実行され、限られたRAMに対して競合が発生しているために、さらにスワップの原因になっている。ユーザーは、いくつかのプロセスを停止して負荷の軽減を試みることができます。


	
1つのプロセスが予測以上のメモリーを占有し、使用可能メモリーが不足している。




通常、このような問題はRAMを追加することで解決される。





2.22.23 ユーザー合計

このメトリックは、現在、システムにログインしているユーザーの合計数を表します。このメトリックは、システム上の実行ユーザー数を調べます。


表2-58 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
未定義

	
未定義

	
ユーザー数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計
	HP	pstat_getdynamic()、pstat_getprocessor()、pstat_getproc()、pstat_getstatic()、getutent()、pstat_getvminfo()の各システム・コール
	Linux	uptime、free、getconf、ps、iostat、sar、wの各OSコマンド、/proc/stat
	HP Tru64	table()システム・コール、uptime、vmstat、psrinfo、ps、who、swaponの各OSコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()、getutent()、getproc()、sysconf()の各システム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムの負荷が高くなっていることを示します。この値が常に高い場合には、システムからアクティブ・ユーザーを制限または削除してシステム負荷を軽減することを検討してください。





2.22.24 使用済スワップ(KB)

このメトリックは、使用されたページ・ファイル・インスタンスのサイズ(KB)を表します。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


データ・ソース

パフォーマンス・データ・カウンタとWindows APIのGlobalMemoryStatusEx。


ユーザーの処理

値が異常に高い場合(履歴データを基準に判定する)は、システムがディスクとの間でデータを移動するスワップが多発していることを示します。ディスクへのアクセスは比較的低速なので、通常はシステムの速度が低下します。理由としては、次の1つ以上が考えられます。

	
システムで多くのプロセスが実行され、限られたRAMに対して競合が発生しているために、さらにスワップの原因になっている。ユーザーは、いくつかのプロセスを停止して負荷の軽減を試みることができます。


	
1つのプロセスが予測以上のメモリーを占有し、使用可能メモリーが不足している。




通常、このような問題はRAMを追加することで解決される。







2.23 ログ・ファイル・モニター

「ログ・ファイル・モニター」メトリック・カテゴリでは、ファイル内容に1つ以上のperlパターンが出現していないかどうかについて、1つ以上のログ・ファイルを監視できます。また、ログ・ファイルで無視するperlパターンも指定できます。最後のスキャン後に追加された新しい内容に対しては定期的なスキャンが実行されます。無視パターンと一致する行が最初に無視され、指定した一致パターンに行が一致すると、パターンごとに1つのレコードが管理リポジトリにアップロードされます。このパターンに一致する行の数に対して、しきい値を設定できます。所定のファイル内でファイル・ローテーションが行われます。


2.23.1 ログ・ファイル・パターン一致内容

このメトリックは、このファイルがコンテンツ・アップロード用に明確に登録されている場合は、実際のコンテンツを返します。そうでない場合は、指定されたパターンと一致した行数を返します。

監視しないファイルまたはディレクトリの名前は、EMDROOT/sysman/config/lfm_efilesファイルにリストできます。内容をManagement Repositoryにアップロードするファイルまたはディレクトリの名前は、EMDROOT/sysman/config/lfm_ifilesファイルにリストできます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ユーザー指定のperlパターンが出現しているかどうかについてファイルをスキャンするOracle提供のperlプログラム。


ユーザーの処理

なし。





2.23.2 ログ・ファイル・パターン一致行数

このメトリックは、このファイル内で指定されたパターンに一致する行の数を戻します。特定のログ・ファイル名、perlでのパターンの一致、およびperlでのパターンの無視について、この列に警告またはクリティカルのしきい値を設定すると、このログ・ファイルに指定された基準の監視が開始されます。


表2-59 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%log_file_message%は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ログ・ファイル名」オブジェクト、「Perlでのパターンの一致」オブジェクト、「Perlでのパターンの無視」オブジェクトおよび「タイム・スタンプ」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ログ・ファイル名」オブジェクト、「Perlでのパターンの一致」オブジェクト、「Perlでのパターンの無視」オブジェクトおよび「タイム・スタンプ」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ログ・ファイル名」オブジェクト、「Perlでのパターンの一致」オブジェクト、「Perlでのパターンの無視」オブジェクトおよび「タイム・スタンプ」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

ユーザー指定の基準についてログ・ファイルを監視するOracle提供のperlプログラム。


ユーザーの処理

なし。







2.24 AIXのLPARパフォーマンス

このメトリック・カテゴリは、IBM AIXシステムの論理区画(LPAR)のパフォーマンスに関する情報を提供します。


2.24.1 ユーザー%

このメトリックは、ユーザー・レベル(アプリケーション)の実行で使用された処理能力を、使用可能な処理能力の割合として表します。


表2-60 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
AIX 5.3.0.0、6.1.0.0、7.1.0.0

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
LPARパフォーマンス・メトリックに対するユーザー・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.24.2 SYS%

このメトリックは、システム・レベル(カーネル)の実行で使用された処理能力を、使用可能な処理能力の割合として表します。


表2-61 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
LPARパフォーマンス・メトリックに対するSYSモードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.24.3 待機%

このメトリックは、パーティションがアイドル状態で、かつ未処理ディスクI/Oリクエストがあったときに使用されなかった処理能力を、使用可能な処理能力の割合として表します。


表2-62 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
LPARパフォーマンス・メトリックに対する待機モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.24.4 アイドル%

このメトリックは、パーティションがアイドル状態で、かつ未処理ディスクI/Oリクエストがなかったときに使用されなかった処理能力を、使用可能な処理能力の割合として表します。


表2-63 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
LPARパフォーマンス・メトリックに対するアイドル・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.24.5 消費された物理プロセッサ

このメトリックは、消費された物理プロセッサの数を表します。


表2-64 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
消費された物理プロセッサは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.24.6 消費された権限(%)

このメトリックは、消費されたLPARのCPU権限の割合を表します。


表2-65 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
消費された権限は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













2.25 メモリー・デバイス

「メモリー・デバイス」メトリック・カテゴリは、システムに構成されたメモリー・デバイスのステータスを監視します。


2.25.1 バンク・ロケーション

このメトリックは、メモリー・デバイスがあるバンクの場所の名前(該当する場合)を表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: memoryDeviceStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.5)


ユーザーの処理

なし。





2.25.2 場所

このメトリックは、メモリー・デバイスがある場所の名前(たとえば、DIMM A)を表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: memoryDeviceStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.5)


ユーザーの処理

なし。






2.25.3 メモリー・ステータス

このメトリックは、メモリー・デバイスのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、メトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-66 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
バンク・ロケーション%MemoryBankLocation%およびロケーション%MemoryLocation%のメモリーのステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.5)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%MemoryStatus%です









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ」オブジェクトおよび「索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ」オブジェクトおよび「索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ」オブジェクトと「索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: memoryDeviceStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.5)


ユーザーの処理

なし。





2.25.4 サイズ

このメトリックは、メモリー・デバイスのサイズ(KB)を表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: memoryDeviceSize (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.14)


ユーザーの処理

なし。





2.25.5 タイプ

このメトリックは、メモリー・デバイスのタイプを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: memoryDeviceSize (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.50.1.14)


ユーザーの処理

なし。







2.26 メッセージとセマフォ・アクティビティ

「メッセージとセマフォ・アクティビティ」メトリック・カテゴリは、監視対象のホスト・システムのメッセージとセマフォ・アクティビティに関する情報を提供します。


2.26.1 msgrcv()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたmsgrcvシステム・コールの回数を表します。msgrcvシステム・コールは、あるキューからユーザー定義の別のキューにメッセージを読み込みます。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	ipcsコマンド
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.26.2 semop()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたsemopシステム・コールの回数を表します。semopシステム・コールは、セマフォ・セットでセマフォ操作を実行するために使用します。


データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	ipcsコマンド
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。







2.27 ネットワーク・インタフェース

このメトリック・カテゴリは、ネットワーク・インタフェースに関連したメトリックを記述しています。


2.27.1 ネットワーク・インタフェース衝突(%)

このメトリックは、1秒当たりの衝突回数を表します。このメトリックは、le0、*(すべてのネットワーク・インタフェース)などのネットワーク・デバイス名パラメータで指定したネットワーク・インタフェースでの衝突率を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX	15分ごと







表2-67 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース衝突(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold% (%%))またはクリティカル(%critical_threshold% (%%))のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	netstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。






2.27.2 ネットワーク・インタフェース結合使用率(%)

このメトリックは、全二重ネットワーク接続のネットワークとの間での読取りおよび書込みに使用するネットワーク帯域幅の割合を表します。


表2-68 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	netstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.3 ネットワーク・インタフェース入力エラー(%)

このメトリックは、ハードウェアまたはネットワークのエラーが原因で失敗した受信に対して、デバイス上で発生した1秒当たりの入力エラー数を表します。このメトリックは、le0、*(すべてのネットワーク・インタフェース)などのネットワーク・デバイス名パラメータで指定したネットワーク・インタフェースでの入力エラー率を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX	15分ごと







表2-69 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース入力エラー(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold% (%%))またはクリティカル(%critical_threshold% (%%))のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	netstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.4 ネットワーク・インタフェース出力エラー(%)

1秒当たりの出力エラー数を表します。このメトリックは、le0、*(すべてのネットワーク・インタフェース)などのネットワーク・デバイス名パラメータで指定したネットワーク・インタフェースでの出力エラー率を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのバージョン	15分ごと







表2-70 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース出力エラー(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold% (%%))またはクリティカル(%critical_threshold% (%%))のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	netstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.5 ネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)

このメトリックは、特定のインタフェースから読み取られる1秒当たりのMB量を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX	15分ごと







表2-71 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	IBM AIX	perfstatシステム・コール







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.6 ネットワーク・インタフェース読取り使用率(%)

このメトリックは、ネットワークからの読取りに使用されるネットワーク帯域幅の使用量を、合計読取り容量の割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX	15分ごと







表2-72 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース読取り使用率(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold% (%%))またはクリティカル(%critical_threshold% (%%))のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	IBM AIX	perfstatシステム・コール







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。






2.27.7 ネットワーク・インタフェース合計エラー率(%)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースで発生した、1秒当たりの合計エラー数を表します。ネットワーク・インタフェースで発生した読取りおよび書込みエラー率です。


表2-73 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・エラー率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

ネットワーク・インタフェース入力エラー(%)とネットワーク・インタフェース出力エラー(%)の合計として計算されます。


ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。






2.27.8 ネットワーク・インタフェース合計I/Oレート(MB/秒)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの合計I/Oレートを表します。ネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)とネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)の合計として計算されます。


表2-74 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワークI/O速度は%value%MB/秒で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ネットワーク・インタフェース名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

ネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)とネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)の合計として計算されます。


ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.9 ネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)

このメトリックは、特定のインタフェースに書き込まれる1秒当たりのMB量を表します。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX、Windows	15分ごと







表2-75 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	netstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。





2.27.10 ネットワーク・インタフェース書込み使用率(%)

このメトリックは、ネットワークへの書込みに使用されるネットワーク帯域幅の使用量を、合計読取り容量の割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX、Windows	15分ごと







表2-76 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース書込み使用率(%%)は%value%で、警告(%warning_threshold% (%%))またはクリティカル(%critical_threshold% (%%))のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(kstat)
	HP	netstat、lanscanおよびlanadminコマンド
	Linux	netstatコマンドおよび/proc/net/dev
	HP Tru64	該当なし
	IBM AIX	perfstatシステム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

OSのnetstat -iコマンドを使用して、インタフェースのパフォーマンスを調べます。また、OSのgrep -iコマンドを使用してduplexという語を検索し、多重設定に関係するメッセージがないかシステム・メッセージを調べます。







2.28 ネットワーク・インタフェース結合

このメトリック・カテゴリは、結合されているネットワーク・インタフェース・カードに関連します。スレーブ・インタフェース・カードには、結合カードと同じ情報があります。


2.28.1 結合名

結合の名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.28.2 結合モード

結合のモード。Balance-albにできます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.28.3 結合オプション

結合のオプション/プロパティ。"miimon=100 max_bonds=4"などの形です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.28.4 プライマリ・スレーブ

結合のプライマリ・スレーブ。結合のプライマリ・スレーブであるネットワーク・インタフェース・カード。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.28.5 セカンダリ・スレーブ

セカンダリ・スレーブのカンマ区切りリスト。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと











2.29 ネットワーク・インタフェース数

このメトリック・カテゴリは、非結合と結合の両方のインタフェース・カードを含む、ネットワーク・インタフェース・カードに関連します。スレーブ・インタフェース・カードには、結合カードと同じ情報があります。


2.29.1 ブロードキャスト・アドレス

ローカル・エリア・ネットワークのブロードキャスト・アドレス。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.2 デフォルトのゲートウェイ

このホストに構成されているデフォルト・ゲートウェイ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.3 説明

ネットワーク・インタフェース・カードの説明。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.4 DHCPが有効

このメトリックは、このネットワーク・インタフェース・カード(NIC)に設定されているIPアドレスが動的か静的かを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.5 フラグ

ネットワーク・インタフェース・カードのフラグ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.6 ホスト名別名

これは、このネットワーク・インタフェース・カードに対応するホストの別名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

arp


ユーザーの処理

なし。





2.29.7 IPアドレス

このネットワーク・インタフェース・カードに関連付けられたIPアドレス。IPV4アドレスと想定されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし





2.29.8 IPV6アドレス

IPV6アドレスのカンマ区切りのリストです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.9 MACアドレス

ネットワーク・インタフェース・カードのハードウェア・アドレス。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.10 ネットマスク

サブネット・マスクのinetアドレスです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.11 最大送信ユニット

このネットワーク・インタフェース・カードから送信される最大パケット・サイズ。単位はバイトです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。





2.29.12 名前

ネットワーク・インタフェース・カード名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ifconfig


ユーザーの処理

なし。







2.30 ネットワーク・インタフェース・サマリー

「ネットワーク・インタフェース・サマリー」メトリック・カテゴリは、すべてのネットワーク・インタフェースに関する情報を提供します。


2.30.1 すべてのネットワーク・インタフェース読取り速度(MB/秒)

このメトリックは、すべてのネットワーク・インタフェースから読み取られる1秒当たりのMB量を表します。


表2-77 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
合計ネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。











2.30.2 すべてのネットワーク・インタフェース合計I/Oレート(MB/秒)

このメトリックは、すべてのネットワーク・インタフェースの合計I/Oレートを表します。すべてのネットワーク・インタフェース書込み速度(MB/秒)とすべてのネットワーク・インタフェース読取り速度(MB/秒)の合計として計算されます。


表2-78 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
合計ネットワーク・インタフェース読取り/書込み(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。











2.30.3 すべてのネットワーク・インタフェース書込み速度(MB/秒)

このメトリックは、すべてのインタフェースに書き込まれる1秒当たりのMB量を表します。


表2-79 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%keyvalue%のネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%MB/秒)またはクリティカル(%critical_threshold%MB/秒)のしきい値を超えています。













2.31 オペレーティング・システム

このメトリック・カテゴリには、オペレーティング・システムのサマリー情報が含まれます。1つのホストにつき1行です。


2.31.1 アドレス長(ビット)

OSのアドレス長。32ビットまたは64ビットです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.2 ベース・バージョン

OSのベース・バージョン。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







ユーザーの処理

なし。





2.31.3 DBマシン・メンバー

ホストがデータベース・マシン・メンバーである場合、この列の値は1です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.4 デフォルトのOS実行レベル

ホストで実行しているOSのデフォルト実行レベル。OSを起動すると、この実行レベルで起動されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.5 ディストリビューション・バージョン

Linuxのみに適用されます。OSのディストリビューション・バージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.6 最大スワップ領域(MB)

OSで利用可能な最大スワップ領域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし





2.31.7 名前

OSの名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/enterprise-release (OELの場合)

/etc/redhat-release (redhatの場合)

/etc/UnitedLinux-release

/etc/SuSE-release


ユーザーの処理

なし。





2.31.8 プラットフォームID

プラットフォームのID番号です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.9 更新レベル

このOSの最新更新レベル。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

uname -a


ユーザーの処理

なし。





2.31.10 ベンダー名

これは、OSベンダー名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/etc/enterprise-release (OELの場合)

/etc/redhat-release (redhatの場合)

/etc/UnitedLinux-release


ユーザーの処理

なし。







2.32 オペレーティング・システム・コンポーネント

このメトリックには、パッチ、バンドル、パッケージなどのOSコンポーネントに関する情報が格納されます。


2.32.1 説明

コンポーネントの説明


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

なし。





2.32.2 インストール日

コンポーネントのインストール日。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

なし。





2.32.3 名前

OSコンポーネントの名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

なし。





2.32.4 タイプ

OSコンポーネントのタイプ。パッチ、バンドル、パッケージのいずれかです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

なし。





2.32.5 バージョン

コンポーネントのバージョン。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

なし。







2.33 オペレーティング・システム・プロパティ

このメトリックでは、OPEN_MAX、セマフォ値、kernel.pid_maxなどOSのプロパティがリストされます。


2.33.1 名前

OPEN_MAXなどのOSの構成変数の名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/getconf、ulimit





2.33.2 ソース

プロパティ情報のソースです。/sbin/sysctlまたは/usr/bin/getconfのようになります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/getconf、ulimit





2.33.3 値

プロパティの値です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/getconf、ulimit







2.34 オペレーティング・システム登録ソフトウェア

このメトリックには、OSに登録されているすべてのソフトウェアの詳細が含まれます。


2.34.1 説明

ベンダーによるソフトウェアの説明。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.2 ID

ホストにインストールされているソフトウェアのID。NT/Windowsにのみ適用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.3 インストール日

ソフトウェアのインストール日。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.4 インストール場所

ソフトウェアのインストール・ディレクトリ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.5 メディア・タイプ

インストールした製品のインストールまたはディストリビューション・ソース。たとえば、パッケージ名、バンドリング・アプリケーション、ディストリビューションなどです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.6 名前

インストールされているソフトウェアの名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.7 ベンダー名

ソフトウェアを供給したベンダー名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.8 ベンダー固有の情報

ソフトウェアに関するすべて


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.9 バージョン

ベンダーによるソフトウェアの説明。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.10 仮想マシン

製品がインストールされるSolarisゾーン名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.11 親製品識別子

インストールされた製品の親ID。Sun Service Tag製品の分類に適用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.12 製品の親名

インストールされた製品の説明的な親名。Sun Service Tag製品の分類に適用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.34.13 ソフトウェア・アーキテクチャ

アプリケーションがSolaris SPARC(64ビット)などで実行するように設計されているCPU/OSアーキテクチャ。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

/bin/rpm


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。







2.35 オペレーティング・システムULIMIT

このメトリック・カテゴリには、オペレーティング・システムのulimit関連の詳細が含まれます。


2.35.1 コアダンプ(ブロック)

プロセスでセグメント化エラーなど予期しないエラーが発生したとき残されるコア・ファイルのサイズを制限します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.2 時間(秒)

プロセスが停止するまでに使用できる最大CPU時間。CPU時間は、CPUが実際にプロセッサ命令の実行に費やした合計時間で、プログラムの実行時間の合計よりはるかに少なくなる場合がほとんどです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.3 データ

malloc、calloc、C++の"new"、および高級言語における大部分のオブジェクト作成など、ヒープにプロセスが割り当てることのできるメモリー量を制限します。KB単位で指定します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.4 ファイル(ブロック)

プロセスが作成できるファイルの最大サイズ。値は512KB(1ブロック)単位です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.5 ファイルなし(記述子)

一度に開くことのできるファイルの最大数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.6 スタック

C、C++、その他多くの言語におけるローカル変数などのように、プロセスがスタックで割り当てることのできるメモリー量を制限します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.35.7 仮想メモリー

プロセスに割り当てることができる最大メモリー。これには、スタック、ヒープおよびメモリー・マップ・ファイルを含むすべてのタイプのメモリーが含まれます。この制限を超えるメモリーの割当ては、メモリー不足エラーで失敗します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと











2.36 Oracle Engineered Systems

このメトリック・カテゴリは、Solaris Engineered Systemsに関する情報を提供します。これらの構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

Oracle Engineered Systemsの構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。




	
注意:

これらのメトリックは、Solarisホストでのみサポートされます。
これらのすべてのメトリックについて構成履歴が無効になりますが、構成比較は行うことができます。













2.36.1 エンジニアド・システム識別子

このメトリックは、Oracle Engineered Systemの識別子を表します。これは、製造時に指定されたエンジニアド・システムのシリアル番号です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

oes/id Oracle Solaris Service Management Facility (SMF)サービスからのrack/serial_numberプロパティです。


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.36.2 エンジニアド・システム名

このメトリックは、Oracle Engineered Systemsの名前と、オプションでビルドIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

oes/id SMFサービスからのoes/typeプロパティおよびconfiguration/buildプロパティです。


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.36.3 エンジニアド・システム・バージョン

このメトリックは、このエンジニアド・システムに関連付けられているハードウェアまたはソフトウェアのバージョン、リビジョンまたは他の詳細を表すことができます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

oes/id SMFサービスからのoes/node、configuration/nameおよびconfiguration/domain_typeのプロパティです。


ユーザーの処理

これは情報メッセージです。







2.37 ページング・アクティビティ

「ページング・アクティビティ」メトリック・カテゴリは、システムのページング・アクティビティの量を提供します。


2.37.1 アクティブ・ページ

このメトリックは、アクティブ・ページの数を表します。


表2-80 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
アクティブなページは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











2.37.2 アドレス変換ページ・フォルト/秒

このメトリックは、1秒当たりのhat_fault()によるマイナー・ページ・フォルトを表します。このメトリックは、cpu_stat0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、フォルト数を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfo()システム・コール
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.3 キャッシュ・フォルト/秒

キャッシュ・フォルト/秒は、要求されたページがファイル・システム・キャッシュに見つからず、メモリー内の別の場所から(ソフト・フォルト)、あるいはディスクから(ハード・フォルト)取得する必要があってフォルトが発生する率です。ファイル・システム・キャッシュは、最近使用されたデータ・ページをアプリケーションのために格納する物理メモリー領域です。キャッシュ・アクティビティは、多くのアプリケーションI/O操作の信頼できるインジケータです。このメトリックは、各操作で発生したページ・フォルト数にかかわりなく、フォルト数を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.4 copy-on-writeフォルト/秒

copy-on-writeフォルト/秒は、物理メモリーの別の場所からコピーすることで解決したページを書込みしようとして発生するページ・フォルトの率です。ページが書き込まれるときのみコピーされ、それ以外ではページは共有されるので、このデータ共有方法は合理的です。このメトリックは、各操作でコピーされたページ数にかかわりなく、コピー数を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

情報のみ





2.37.5 ゼロ要求フォルト/秒

ゼロ要求フォルト/秒は、フォルトを解決するためにゼロ埋込みページが必要とされる率です。ゼロでクリアされたページとは、以前のデータが格納されずにゼロが埋め込まれたページで、同じメモリー領域を使用した前のプロセスによって格納されたデータをプロセスが参照しないようにするWindowsのセキュリティ機能です。Windowsは、ゼロでクリアされたページのリストを保持してこのプロセスを高速化します。このメトリックは、フォルトを処理するために取得されたページ数にかかわりなく、フォルト数を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.6 ページ・フラッシュを伴うigetsの割合(%)

このメトリックは、igetによって、対応する再利用可能なページを持つ空きリストから削除されたUFS inodeの割合を表します。これらのページはフラッシュされるので、プロセスから再要求できません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.7 ページ・フォルト/秒

ページ・フォルト/秒は、1秒当たりにフォルトが発生するページ数の平均です。1回のフォルト操作でフォルトの対象となるページは1つのみで、これはページ・フォルト操作の数とも同じであるため、1秒当たりにフォルトが発生するページ数で測定されます。このメトリックには、ハード・フォルト(ディスク・アクセスを必要とする場合)と、ソフト・フォルト(フォルト対象のページが物理メモリー内の別の場所で見つかった場合)の両方が含まれます。多くのプロセッサでは、大量のソフト・フォルトを処理しても、それほど影響はありません。ただし、ディスクへのアクセスが必要なハード・フォルトでは、深刻な遅延が発生する可能性があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.8 ソフトウェア・ロック・リクエストからのページ・フォルト

このメトリックは、1秒当たりの保護違反の数を表します。保護違反は、アクセスしてはいけないメモリーにプログラムがアクセスしようとした場合に発生し、セグメント違反信号を受け取り、コア・ファイルがダンプされます。このメトリックは、cpu_stat0、*(システム上のすべてのCPU)などのホストCPUパラメータで指定されたCPUについて、フォルト数を調べます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	perfstatシステム・コール







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.9 ページイン・リクエスト/秒

UNIXベースのシステムの場合、仮想メモリー・マネージャが1秒間にページインした(フォルト・メモリー参照を解決するためにディスクから読み込んだ)ページ数を表します。ページアウトと同様に、この統計情報は、仮想メモリー・マネージャによって発生した実I/Oの量です。このメトリックは、cpu_stat0または* (システム内のすべてのCPU)など、ホストCPUのパラメータで指定されたCPUについて読取りページインの数をチェックします。Windowsの場合、このメトリックは、ハード・ページ・フォルトを解決するためにディスクが読み取られた率です。このメトリックは、各操作で取得されるページ数には関係なく、読取り操作の回数を示します。ハード・ページ・フォルトは、ワークセットにも物理メモリーにもなく、ディスクから取得する必要がある仮想メモリー内のページをプロセスが参照した場合に発生します。このメトリックは、システム全体の遅延を引き起こす様々な障害の主要なインジケータです。これには、ファイル・システム・キャッシュ(通常アプリケーションによってリクエストされる)やキャッシュされないマップ・メモリー・ファイルの障害を満たすための読取り操作も含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.10 ページアウト・リクエスト/秒

UNIXベースのシステムの場合、1秒当たりのディスクへの書出しページ数です。このメトリックは、cpu_stat0または* (システム内のすべてのCPU)など、ホストCPUのパラメータで指定されたCPUについて書込みページアウトの数をチェックします。Windowsの場合、このメトリックは、物理メモリーの領域を解放するためにディスクにページが書き込まれた率です。物理メモリーで変更された場合のみページがディスクに書き出されるので、通常はコードではなくデータを保持します。このメトリックは、各操作で書き出されたページ数にかかわりなく、書出し操作を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	HP Tru64	vmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.11 ページインされたページ/秒

UNIXベースのシステムでは、1秒当たりにページインされたページ数(フォルト・メモリー参照を解決するためのディスクからの読取り)を表します。このメトリックは、cpu_stat0または* (システム内のすべてのCPU)など、ホストCPUのパラメータで指定されたCPUについてページインされたページの数をチェックします。Windowsの場合、このメトリックは、ハード・ページ・フォルトを解決するためにディスクからページが読み取られる率です。ハード・ページ・フォルトは、プロセスが作業セットまたは物理メモリー内の他の場所にない仮想メモリー内のページを参照し、ディスクから取得する必要がある場合に発生します。ページがない場合、読込み操作を最大限に活用するため、システムは隣接した複数のページをメモリーに読み込もうとします。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Sun Solaris、AIX、HP-UX、Windows	15分ごと







表2-81 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ページ・インされたページ/秒は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	Linux	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.12 ページアウトしたページ/秒

UNIXベースのシステムの場合、仮想メモリー・マネージャが1秒間に書き出したページ数を表します。ページアウトと同様に、この統計情報は、仮想メモリー・マネージャによって発生した実I/Oの量です。このメトリックは、cpu_stat0または* (システム内のすべてのCPU)など、ホストCPUのパラメータで指定されたCPUについてページアウトされたページの数をチェックします。Windowsの場合、このメトリックは、物理メモリーの領域を解放するためにディスクにページが書き込まれた率です。物理メモリーで変更された場合のみページはディスクに書き戻されるので、通常はコードではなくデータを保持します。ページ出力の割合が高い場合は、メモリーが不足している可能性があります。Windowsでは、物理メモリーが不足すると、領域を開放するためにディスクに書き出されるページ数が増加します。


表2-82 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ページアウトされたページ数/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfo()システム・コール
	Linux	sarコマンド
	HP Tru64	vmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.13 ページ・スティーリング・デーモンによって空きリストに置かれるページ数/秒

このメトリックは、ページアウト・デーモン(ページ・スティーリング・デーモンとも呼ばれる)によって未使用と判別され、空きページ・リストに置かれたページ数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfoシステム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。





2.37.14 ページ・スティーリング・デーモンによってスキャンされたページ数/秒

このメトリックは、ページ・スティーリング・デーモンがスキャンした1秒当たりのページ数を表します。


表2-83 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ページインされたページ数/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル統計(class misc cpu_stat)
	HP	pstat_getvminfo()システム・コール
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コールおよびvmstatコマンド
	IBM AIX	oracle_kstat()システム・コール
	Windows	該当なし







ユーザーの処理

この数値が0(ゼロ)または0に近い場合は、システムに十分なメモリーがあります。この数値が常に高い場合は、メモリーを追加すると非常に効果的です。





2.37.15 遷移フォルト/秒

遷移フォルト/秒は、同じページを共有する別のシステムに使用されていたページ、変更済ページ・リストやスタンバイ・リストにあったページ、またはページ・フォルトの発生時にディスクに書き込まれていたページの検出により、ページ・フォルトが解決される率です。ページは、追加のディスク・アクティビティを発生させずに復元されます。各操作では1ページのみフォルトされ、遷移フォルト数はフォルトされたページ数と等しいため、フォルト数で数えられます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

これは情報メッセージです。







2.38 PCIデバイス

「PCIデバイス」メトリックは、PCIデバイスのステータスを監視します(PCI: Peripheral Component Interconnect)。


2.38.1 説明

Dell PCIデバイスの説明的な名前


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: pCIDeviceDescriptionName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.80.1.9)


ユーザーの処理

なし。





2.38.2 製造業者

Dell Peripheral Component Interconnect (PCI)デバイスの製造会社の名前。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: pCIDeviceManufacturerName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.80.1.8)


ユーザーの処理

なし。






2.38.3 PCIデバイスのステータス

Dell PCIデバイスのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-84 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%の%PCIDeviceIndex%のPCIDevice(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.80.1.5)のステータスは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%PCIDeviceStatus%です









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクト、「PCIデバイス索引」オブジェクトおよび「システム・スロット索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクト、「PCIデバイス索引」オブジェクトおよび「システム・スロット索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクト、「PCIデバイス索引」オブジェクトおよび「システム・スロット索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: PCIDeviceStatus (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.80.1.5)


ユーザーの処理

なし。







2.39 物理配列ディスクの詳細

このメトリック・カテゴリは、配列ディスクの状態に関する情報を提供します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.39.1 配列ディスクの複合重大度ステータス

このメトリックは、配列ディスクの状態の重大度を表します。これは、配列ディスクとそのコンポーネントの複合ステータスです。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-85 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux Dell PowerEdge

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理デバイスの配列ディスク・ロールアップ・ステータス・コード(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10893.1.20.130.4.1.23)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%ArrayDiskRollUpStatus%です













2.40 物理デバイス・コントローラ

このメトリック・カテゴリは、コントローラの状態に関する情報を提供します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.40.1 コントローラの重大度ステータス

このメトリックは、コントローラの状態の重大度を表します。これは、コントローラとそのコンポーネントの複合ステータスです。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-86 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
Linux Dell PowerEdge

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
物理デバイス・コントローラのステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10893.1.20.130.1.1.37)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%ControllerRollUpStatus%です













2.41 電源

「電源」メトリックは、ホスト・システムに存在する様々な電源のステータスを監視します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.41.1 場所

このメトリックは、電源がある場所の名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: powerSupplyLocationName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.12.1.8)


ユーザーの処理

なし。





2.41.2 出力(10分の数ワット)

このメトリックは、電源の最大継続出力ワット量を10分の1ワット単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: powerSupplyOutputWatts (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.12.1.6)


ユーザーの処理

なし。






2.41.3 電源のステータス

このメトリックは、電源のステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-87 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%の電源%PSIndex%のステータスは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクトおよび「電源索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクトおよび「電源索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクトと「電源索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: powerSupplyStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.12.1.5)


ユーザーの処理

なし。







2.42 プロセス - 上位

「上位プロセス(Top Processes)」メトリック・カテゴリは、メモリーを多く消費する10プロセスとCPU時間を多く消費する10プロセスを含む最高20プロセスのリストです。プロセスは、メモリーの消費順にリストされます。


2.42.1 コマンドと引数

このメトリックは、コマンドとそのすべての引数を表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo args
	HP	psコマンド、たとえばps -efo args
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo args
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo args
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo args
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

なし。





2.42.2 上位プロセスのCPU時間

このメトリックは、CPU使用時間(秒)を表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo time
	HP	psコマンド、たとえばps -efo time
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo time
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo time
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo time
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

なし。





2.42.3 上位プロセスのCPU使用率(%)

このメトリックは、プロセスによって使用されたCPU時間の割合を表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo pcpu
	HP	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo pcpu
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo pcpu
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo pcpu
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

なし。





2.42.4 上位プロセスのメモリー使用率(%)

このメトリックは、プロセスのメモリー使用率を表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	HP	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo pmem
	Windows	パフォーマンス・データ・カウンタ







ユーザーの処理

なし。





2.42.5 物理メモリー使用量(KB)

このメトリックは、使用されている物理メモリーの容量(KB)を表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	カーネル・メモリー構造体(class vminfo)
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	カーネル・メモリー構造体(class vminfo)
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

なし。





2.42.6 プロセス・ユーザーID

このメトリックは、プロセスを所有するユーザー名、つまり報告されるプロセスのユーザーIDを表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo user
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo user
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo user
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo user
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

なし。





2.42.7 仮想メモリー使用量(KB)

このメトリックは、仮想メモリー内のプロセスの合計サイズをKB単位で表します。


データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド、たとえばps -efo vsz
	HP	psコマンド、たとえばps -efo vsz
	Linux	psコマンド、たとえばps -efo vsz
	HP Tru64	psコマンド、たとえばps -efo vsz
	IBM AIX	psコマンド、たとえばps -efo vsz
	Windows	Windows API







ユーザーの処理

なし。







2.43 プロセス、inode、ファイル表の統計

「プロセス、inode、ファイル表の統計」メトリック・カテゴリは、プロセス、inodeおよびファイル表のステータスに関する情報を提供します。


2.43.1 ファイル表のオーバーフローの発生

このメトリックは、システム・ファイル表がオーバーフローした回数、すなわち、データ収集のために選択されたサンプリング期間に、OSによって表内に使用可能なエントリが見つからなかった回数を表します。

OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.2 inode表のオーバーフローの発生

このメトリックは、inode表がオーバーフローした回数を表します。これは、inode表の使用可能なエントリをOSが見つけれらなかった回数です。

OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.3 Inode表の最大サイズ

このメトリックは、inode表の最大サイズを表します。

OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.4 プロセス表の最大サイズ

このメトリックは、プロセス表の最大サイズを表します。

OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.5 システム・ファイル表の最大サイズ

このメトリックは、システム・ファイル表の最大サイズを表します。

OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.6 割り当てられたディスクの割当てエントリの数

このメトリックは、割り当てられたディスクの割当てエントリの数を表します。


表2-88 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
割り当てられたディスクの割当てエントリの数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.7 キューされたRTシグナルの数

このメトリックは、キュー済RTシグナル数を表します。


表2-89 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
キューされたRTシグナルの数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.8 割当されたスーパー・ブロック・ハンドラの数

このメトリックは、割当て済スーパー・ブロック・ハンドラ数を表します。


表2-90 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
割当て済スーパー・ブロック・ハンドラは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.9 使用されたファイル・ハンドラの数

このメトリックは、システム・ファイル表の現在のサイズを表します。


表2-91 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
使用されたファイル・ハンドラ数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.10 割り当てられたディスクの割当てエントリの割合

このメトリックは、割り当てられたディスクの割当てエントリを、キャッシュされた割当て可能なディスクの割当てエントリの最大数の割合として表します。


表2-92 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
未定義

	
未定義

	
割当て済ディスク割当て制限エントリは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.11 割当されたスーパー・ブロック・ハンドラの割合

このメトリックは、Linuxカーネルが割当てできるスーパー・ブロック・ハンドラの最大数に対する割当て済スーパー・ブロック・ハンドラの割合を表します。


表2-93 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
未定義

	
未定義

	
割当て済ディスク割当て制限エントリは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.12 キューされたRTシグナルの割合

このメトリックは、キュー済RTシグナルの割合を表します。


表2-94 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
キューされたRTシグナルは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.13 使用されたファイル・ハンドラの割合

このメトリックは、Linuxカーネルが割当てできるファイル・ハンドルの最大数に対する、使用済ファイル・ハンドルの割合を表します。


表2-95 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
使用されたファイル・ハンドラは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Linux	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.14 プロセス表のオーバーフローの発生

このメトリックは、プロセス表がオーバーフローした回数、すなわち、OSによって5秒間でプロセス表エントリが見つからなかった回数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.15 Inode表のサイズ

このメトリックは、inode表の現在のサイズを表します。


表2-96 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
Inode表のサイズは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.43.16 プロセス表のサイズ

このメトリックは、プロセス表の現在のサイズを表します。


メトリック・サマリー

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド











2.44 プロセッサ

「プロセッサ」メトリック・カテゴリは、ホスト内の各CPUの状態を監視します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.44.1 ファミリ

このメトリックは、Dellプロセッサ・デバイスのファミリを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: processorDeviceFamily (81.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.30.1.10)


ユーザーの処理

なし。





2.44.2 メーカー

このメトリックは、Dellプロセッサの製造業者名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: processorDeviceManufacturerName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.30.1.8)


ユーザーの処理

なし。






2.44.3 プロセッサのステータス

このメトリックは、Dellプロセッサ・デバイスのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-97 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%のプロセッサ%ProcessorIndex%のステータスは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクトおよび「プロセッサ索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクトおよび「プロセッサ索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクトと「プロセッサ索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: processorDeviceStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.30.1.5)


ユーザーの処理

なし。





2.44.4 速度(MHz)

このメトリックは、Dellプロセッサ・デバイスの現行の速度をメガヘルツ(MHz)で表します。0(ゼロ)の値は、速度が不明であることを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: processorDeviceCurrentSpeed (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.30.1.12)


ユーザーの処理

なし。





2.44.5 バージョン

このメトリックは、Dellプロセッサ・デバイスのバージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: processorDeviceVersionName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1100.30.1.16)


ユーザーの処理

なし。







2.45 プログラム・リソース使用率

「プログラム・リソース使用率」メトリック・カテゴリは、柔軟なリソース監視機能を提供します。キー値に固有のしきい値を設定して、監視するプログラムの基準を指定する必要があります。キー値の列のプログラム名および所有者の値により、システム内のリソース使用率を監視するための一意の基準を定義します。

デフォルトでは、このメトリックで追跡されるプログラムはありません。キー値に固有のしきい値設定の一環としてキー値を入力し、監視および追跡の基準を定義します。


2.45.1 PIDのリスト

このメトリックは、Solarisでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド
	Windows	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.2 プログラムの最大CPU時間累積(分)

このメトリックは、プログラム名と所有者のキー値基準に一致する最もアクティブなプロセスにより蓄積された最大CPU時間を表します。


表2-98 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プログラム名が%prog_name%、所有者が%owner%のプロセス%prog_max_cpu_time_pid%で、CPU時間の累積が%prog_max_cpu_time%分になりました。この継続時間は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.3 プログラムの最大CPU使用率(%)

このメトリックは、最後のスキャン以降に、プログラム名と所有者のキー値基準に一致する単一プロセスにより消費された最大CPU使用率を表します。


表2-99 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プログラム%prog_name%を実行するプロセス%prog_max_cpu_util_pid%は、%prog_max_cpu_util%%% CPUを使用しています。このパーセントは、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.4 プログラムの最大プロセス数

このメトリックは、キー値の基準(プログラム名および所有者)と一致する現在のプロセス数をフェッチします。プロセスの最大数が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を超えないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として利用できます。


表2-100 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%prog_max_process_count%個のプロセスが、プログラム名''%prog_name%''、所有者''%owner%''で一致しました。これは、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.5 プログラムの最大常駐メモリー(MB)

このメトリックは、プログラム名および所有者のキー値の基準と一致する1つのプロセスによって占有された最大常駐メモリーを表します。指定されたキー値の基準(プログラム名および所有者)を超える最大値を監視する、警告またはクリティカルのしきい値として利用できます。


表2-101 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プロセス%prog_max_rss_pid% (プログラム名''%prog_name''、所有者''%owner%'')が%prog_max_rss% MBの常駐メモリーを使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.6 プログラムの最小プロセス数

キー値の基準(プログラム名および所有者)と一致する現在のプロセス数をフェッチします。プロセスの最小数が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を下回らないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として利用できます。

次の表は、メトリックの値が収集され、デフォルトのしきい値と比較される頻度を示しています。「通知前の発生の連続回数」列は、しきい値との比較の結果が連続して何回TRUEとなればアラートが生成されるかを示しています。


表2-102 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%prog_min_process_count%個のプロセスが、プログラム名''%prog_name%''、所有者''%owner%''で一致しました。これは、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.7 プログラムの累積CPU時間合計(分)

このメトリックは、プログラム名と所有者のキー値基準に一致するすべてのアクティブなプロセスにより蓄積された合計CPU時間を表します。


表2-103 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
%prog_max_process_count%個のプロセス(プログラム名''%prog_name%''、所有者''%owner%'')が見つかり、CPU時間の累積が%prog_total_cpu_time%分になりました。この継続時間は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。






2.45.8 プログラムのCPU使用率の合計(%)

このメトリックは、最後の収集以降に、プログラム名と所有者のキー値基準に一致するすべてのアクティブなプロセスにより使用されたCPU時間の割合を表します。


表2-104 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プロセス%prog_max_process_count% (プログラム名''%prog_name%''、所有者''%owner%'')が%prog_total_cpu_util%%%時間CPUを使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「プログラム名」オブジェクトおよび「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド







ユーザーの処理

なし。







2.46 リモート・アクセス・カード

「リモート・アクセス・カード」メトリック・カテゴリは、リモート・アクセス・カードのステータスを監視します。

このメトリック・カテゴリは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.46.1 DHCP設定

このメトリックは、ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)の情報を取得するために動的ホスト構成プロトコル(DHCP)を使用したかどうかを判別します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessNICCurrentInfoFromDHCP (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.33)


ユーザーの処理

なし。





2.46.2 ゲートウェイ・アドレス

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)・ハードウェアが提供するオンボードのネットワーク・インタフェース・カード(NIC)で現在使用されているゲートウェイのIPアドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessNICCurrentGatewayAddress (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.32)


ユーザーの処理

なし。





2.46.3 IPアドレス

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)ハードウェアで提供されるオンボード・ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)で現在使用されているインターネット・プロトコル(IP)アドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessNICCurrentIPAddress (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.30)


ユーザーの処理

なし。





2.46.4 LAN設定

このメトリックは、リモート・アクセス・ハードウェアのLocal Area Network(LAN)設定を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessLANSettings (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.15)


ユーザーの処理

なし。





2.46.5 ネットワーク・マスク・アドレス

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)・ハードウェアが提供するオンボードのネットワーク・インタフェース・カード(NIC)で現在使用されているサブネット・マスクを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessLANSettings (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.15)


ユーザーの処理

なし。





2.46.6 製品名

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)機能を提供する製品の名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessProductInfoName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.7)


ユーザーの処理

なし。





2.46.7 リモート・アクセス・カードのステータス

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)・ハードウェアの状態を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessStateSettings (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.5)


ユーザーの処理

なし。






2.46.8 リモート・アクセス・カードのステータス

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)・ハードウェアのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-105 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
リモート・アクセス・カードのステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.6)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%RACStatus%です。









データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.6)


ユーザーの処理

なし。





2.46.9 バージョン

このメトリックは、リモート・アクセス(RAC)機能を提供する製品のバージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: remoteAccessVersionInfoName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.1700.10.1.9)


ユーザーの処理

なし。







2.47 レスポンス

このメトリックは、ホストのステータス(稼働中または停止中)を表します。


2.47.1 ステータス

このメトリックは、ホストが使用可能かどうかを示します。様々な理由により、ホストが使用できない場合があります。たとえば、ネットワークが停止していたり、ホストが停止しているためにホスト上の管理エージェントが停止していることがあります。







2.48 Reliable Datagram Socketsプロトコル層のレスポンス

このメトリック・カテゴリは、Reliable Datagram Sockets (RDS)プロトコル層のステータスを提供します。


2.48.1 ステータス

このメトリックは、RDS pingユーティリティを使用してホストに接続できるかどうかを表します。


表2-106 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
0

	
ホスト%target%でのRDS (Reliable Datagram Sockets) pingに失敗しました。













2.49 サービス

この項では、Windowsサービスのメトリックについて詳しく説明します。


2.49.1 サービスの名前

このメトリックは、管理されている機能を示すサービスの一意識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.2 サービスを実装するサービス・バイナリ・ファイルへの完全修飾パス

このメトリックは、サービスを実装するサービス・バイナリ・ファイルへの完全修飾パスを表します。たとえば、C:\Windows\Oracle\monitor.sysなどです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.3 サービスの説明

このメトリックは、オブジェクトの説明を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.4 サービスの表示名

このメトリックは、サービスの表示名を表します。この文字列の長さは、最大で256文字です。サービス・コントロール・マネージャでは名前の大/小文字の区別が保持されます


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.5 サービスのプロセス識別子

このメトリックは、サービスのプロセス識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.6 開始モード

このメトリックは、Windowsベースのサービスの開始モードを表します。有効な値は、「ブート」、「システム」、「自動」、「手動」、「無効」です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.7 サービスを実行するアカウント名

このメトリックは、サービスを実行するアカウントの名前を表します。サービス・タイプによっては、アカウント名がDomainName\Usernameの形式になることがあります


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.8 サービス開始済

このメトリックは、サービスが開始したかどうかを表します。使用可能な値は、trueおよびfalseです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









2.49.9 ベース・サービスの現在の状態

このメトリックは、ベース・サービスの現在の状態を表します。有効な値は次のとおりです。

	
停止中


	
開始保留中


	
停止保留中


	
実行中


	
再開保留中


	
一時休止保留中


	
一時休止


	
不明





表2-107 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
サービスの状態: (%name%)は(%state%)で、警告のしきい値(%warning_threshold%)またはクリティカルのしきい値(%critical_threshold%)に一致しています











2.49.10 サービスの現在のステータス(使用可と使用不可)

オブジェクトの現在のステータス。これには、サービスによって示された使用可と使用不可の両方のステータスが含まれます。有効な値は次のとおりです。

	
OK


	
エラー


	
低下


	
不明


	
障害予知


	
開始中


	
停止中


	
サービス





表2-108 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
サービスのステータス: (%name%)は(%status%)で、警告のしきい値(%warning_threshold%)またはクリティカルのしきい値(%critical_threshold%)に一致しています













2.50 Solaris仮想化技術

この項では、Solaris仮想化技術に関連するメトリック・カテゴリおよびメトリックに関する情報を説明します。

これらのはメトリックでは、次のSolaris仮想化技術をサポートします。

	
ゾーン

	
非グローバル・ゾーン


	
グローバル・ゾーン





	
仮想ボックス

ゲストOSとして実行しているSolaris


	
Oracle VM for x86

domU


	
Oracle VM for SPARC (Logical Domains (LDOMs))

	
ゲスト


	
制御


	
I/O


	
サービス


	
ルート








2.50.1 Solaris仮想化技術メトリックの有効化

Solaris仮想化メトリックは、オラクル社認定の監視テンプレートを使用して、スケジュールされた収集を有効化または無効化します。デフォルトでは、これらのメトリックは無効で、収集されません。

監視テンプレートの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。

Solaris仮想化の構成メトリックを有効にするには、次の手順を実行します。

	
Cloud Controlコンソールから、「設定」、「セキュリティ」、「権限委任」の順に選択します。このページでは、各ホストの権限委任を手動で設定することも、権限委任設定テンプレートを作成することもできます。

各ホストに権限委任を設定するには、適切なSUDOコマンド(/usr/local/bin/sudoなど)を入力してSUDO設定を有効にする必要があります。




	
注意:

SUDO設定では、LD_LIBRARY_PATH環境変数をrootに設定する必要があります。








	
「設定」、「セキュリティ」、「監視資格証明」の順に選択します。このページから、「ホスト」ターゲット・タイプを選択し、「監視資格証明の管理」をクリックします。


	
特権ホスト監視資格証明の資格証明が設定されている各エントリについて、エントリを選択して「資格証明の設定」をクリックします。使用する資格証明を指定するように要求されます。実行権限エントリのためにはsudoを、別名実行エントリのためにはrootを追加します。


	
「テストと保存」をクリックします。


	
次に、「エンタープライズ」メニューから、「監視」、「監視テンプレート」の順に選択します。


	
「オラクル社認定のテンプレートを表示」を選択し、「ターゲット・タイプ」リストから、「ホスト」を選択します。


	
結果から、「オラクル社認定 - Solarisホスト仮想化メトリックの有効化」を選択して、「適用」をクリックします。


	
「コピー先ターゲット」の下の「追加」をクリックして必要なホスト・ターゲットを選択し、次に、「選択」、「OK」の順にクリックします。








2.50.2 Solaris OVM for SPARCの構成

このメトリック・カテゴリでは、Solaris OVM for SPARCの構成メトリックに関する情報を提供します。

これらの構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

Solaris OVM for SPARCの構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。





2.50.2.1 CPU数

このメトリックは、このドメインで使用できるCPU数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

Logical Domains Managerユーティリティ(ldm(1M))のコマンドライン・インタフェースを使用して取得されるncpuフィールド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.2 ドメイン・タイプ

このメトリックは、論理ドメインが実行できる役割のリストを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

virtinfo(1M)ユーティリティを使用して取得されるDOMAINROLEフィールド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.3 ドメインの一意識別子

このメトリックは、ldm (1M)ユーティリティからのドメイン名またはvirtinfo (1M)ユーティリティを使用して取得されるDOMANUUIDフィールドを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm (1M)ユーティリティからのドメイン名またはvirtinfo (1M)ユーティリティを使用して取得されるDOMAINUUIDフィールド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.4 IOタイプ

このメトリックは、ドメインによって使用されるすべてのIOタイプのカンマ区切りリストを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm(1M)ユーティリティを使用して取得される一意なIOタイプのカンマ区切りリスト。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.5 使用された超特大フレーム

このメトリックは、1または0を示します。1は、仮想スイッチ(VSW)または仮想ネットワーク(VNET)のネットワーク・デバイスのいずれかが、1500より大きな最大転送単位(MTU)を持つことを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm(1M)ユーティリティによって取得されるMTU値に基づくチェック。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.6 最大CPUコア

このメトリックは、ドメインに割り当てることが可能なコアの最大数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm(1M)ユーティリティを使用して取得されるmax-coresプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.7 移行モード

このメトリックは、移行モードのタイプを表します。genericまたはnativeのいずれかです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm(1M)ユーティリティを使用して取得されるcpu-archプロパティのgenericまたはnativeの値。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.8 シリアル番号

このメトリックは、virtinfo(1M)ユーティリティによって取得されるシャーシのシリアル番号を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

virtinfo(1M)ユーティリティを使用して取得されるDOMAINCHASSISフィールド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.2.9 割当て当たりの総CPU

このメトリックは、CPUコアが仮想CPUではなくドメインに割り当てられることを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

ldm(1M)ユーティリティを使用して取得されるwhole-coreプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ







2.50.3 Solarisゾーンの構成

このメトリック・カテゴリは、Solarisゾーンの構成メトリックに関する情報を提供します。

これらの構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

Solarisゾーンの構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。





2.50.3.1 割当済CPU (cpu.sys_id)

このメトリックは、ゾーンによって使用されるプロセッサ・セットの、システムによって割り当てられたプロセッサ・セットIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

pooladm(1M)コマンドによって取得される、使用されるpsetのcpu.sys_idプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.2 CPU容量制限

このメトリックは、ゾーンで使用できるCPUリソースの容量に関する絶対的な制限を制御するための値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるcapped-cpu/ncpusプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.3 現在のCPU数(pset.size)

このメトリックは、ゾーンによって使用されるプロセッサ・セットの現在のCPU数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

pooladm(1M)コマンドによって取得される、使用されるpsetのpset.sizeプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.4 ホスト名

このメトリックは、ゾーンのホスト名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

hostOSD::getHostName()


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.5 IPタイプ

このメトリックは、ゾーンによって使用されるIPタイプを表します。非グローバル・ゾーンに対しては、2つのIPタイプが利用できます。

	
shared-IP


	
exclusive-IP





	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zoneadm(1M)。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.6 ロックされたメモリー制限(MB)

このメトリックは、非グローバル・ゾーンのプロセスによって使用されるロックされたメモリーを制御するための値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるcapped-memory/lockedプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.7 最大許容CPU数(pset.max)

このメトリックは、ゾーンによって使用されるプロセッサ・セットに割り当てることができるプロセッサ数の制限を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

pooladm(1M)コマンドによって取得される、使用されるpsetのpset.maxプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.8 最大許容プロセス数

このメトリックは、非グローバル・ゾーンのプロセスの最大数を制御するための値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるmax-processesプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.9 専用CPU数

このメトリックは、非グローバル・ゾーンの稼働時に、その専用となるシステム・プロセッサの数を指定する値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるdedicated-cpu/ncpusプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.10 物理メモリー制限(MB)

このメトリックは、非グローバル・ゾーンのプロセスによって使用される物理メモリーの消費を規制するための値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるcapped-memory/physicalプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.11 プロセッサ・セット名

このメトリックは、ゾーンによって現在使用されているリソース・プール内のプロセッサ・セットの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

pooladm(1M)コマンドによって取得される、使用されるプール名のpset名。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.12 リソース・プール名

このメトリックは、ゾーンによって使用されるリソース・プールの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるpoolプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.13 スワップ・メモリー制限(MB)

このメトリックは、非グローバル・ゾーンによって使用されるスワップ領域を制御するための値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるcapped-memory/swapプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.14 ゾーン・ブランド

このメトリックは、ゾーンのブランドを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zoneadm(1M)。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.15 ゾーン名

このメトリックは、ゾーンの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

zoneadm(1M)


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.16 ゾーン特権の制限

このメトリックは、この非グローバル・ゾーンの特権のリストを表します。非グローバル・ゾーンでは、プロセスは特権のサブセットに制限されます。特権を制限することにより、他のゾーンに影響を及ぼす可能性のある操作をゾーンが実行するのを防ぐことができます。特権セットは、ゾーン内の特権付きユーザーの能力を制限します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zonecfg(1M)ユーティリティによって取得されるlimitprivプロパティ。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.17 ゾーンの状態

このメトリックは、ゾーンのステータス(実行中、構成済、準備済およびインストール済など)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

zoneadm(1M)。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.3.18 ゾーンの一意識別子

このメトリックは、smbios(1M)ユーティリティからのゾーン全体で一意な識別子(UUID)、ゾーン名、または一意識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「Solaris仮想化技術メトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

smbiosユーティリティからのゾーンUUID、ゾーン名またはUUID。

zoneadm(1M)またはsmbios(1M)のUUID


ユーザーの処理

情報のみ







2.50.4 SolarisゾーンSMFサービスの構成

このメトリック・カテゴリは、SolarisゾーンSMFサービスの構成メトリックに関する情報を提供します。

これらの構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

SolarisゾーンSMFサービスの構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。





2.50.4.1 ゾーンSMFサービスFMRI

このメトリックは、すべての実行中のゾーンの、無効状態のサービスを除く、各Oracle Solarisサービス管理機能(SMF)サービスの障害管理リソース識別子(FMRI)列を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

zlogin(1)コマンドとともに使用されるsvcs(1)コマンド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.4.2 ゾーンSMFサービスの状態

このメトリックは、すべての実行中のゾーンの、無効状態のサービスを除く、各SMFサービスの「状態」列を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

zlogin(1)コマンドとともに使用されるsvcs(1)コマンド。


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.4.3 ゾーンの一意識別子

このメトリックは、smbios(1M)ユーティリティからのゾーンUUID、ゾーン名、または一意識別子を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

smbiosからのゾーンUUID、ゾーン名またはUUID。

zoneadm(1M)またはsmbios(1M)のUUID


ユーザーの処理

情報のみ







2.50.5 仮想化技術

このメトリック・カテゴリは、仮想化技術メトリックに関する情報を提供します。システムで検出される仮想化技術に関する一般的な情報を収集します。

これらの構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

仮想化技術の構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。





2.50.5.1 仮想化技術の詳細

このメトリックは、選択された仮想化技術に関連付けられているハードウェアまたはソフトウェアのバージョン、リビジョンまたは他の情報を表すことができます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

ldm(1M)、smbios(1M)、zoneadm(1M)


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.5.2 仮想化技術識別子

このメトリックは、仮想化技術の接頭辞が先頭にあるUUIDまたは他の一意識別子を表すことができます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

smbios(1M)ユーティリティ、ゾーン名またはUUID、Oracle VM for SPARCドメインUUIDまたはドメイン名からの、仮想化技術名が接頭辞としてあるUUID。

smbios(1M)、zoneadm(1M)、virtinfo(1M)、ldm(1M)


ユーザーの処理

情報のみ





2.50.5.3 仮想化技術名

このメトリックは、仮想化技術名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

スクリプト統計データ、zoneadm(1M)、ldm(1M)


ユーザーの処理

情報のみ









2.51 ストレージ管理SNMPエージェントのステータス情報

このメトリック・カテゴリは、ストレージ管理SNMPエージェント関する情報を提供します。


2.51.1 サブシステムのグローバルな状態(DellStatusコード)

このメトリックは、ストレージ管理ソフトウェアによって管理されるサブシステムのグローバルな状態の情報を表します。


表2-109 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
グローバル・ストレージ管理データ・グループのステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10893.1.20.110.13)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%AgentGlobalSystemStatus%です













2.52 ストレージ・エリア・ネットワーク

このメトリック・カテゴリは、ストレージ・エリア・ネットワークの構成メトリックに関する情報を提供します。構成メトリックは、Cloud Controlコンソールの「すべてのメトリック」ページで利用できません。

ストレージ・エリア・ネットワークの構成メトリックを表示するには、次の手順を実行します。

	
Cloud Control UIから、ホスト・ターゲット・タイプを選択します。


	
ターゲット・タイプ名を右クリックして、「構成」、「最新収集」の順に選択します。

メトリックが、「最新の構成」の下に表示されます。




	
注意:

これらのメトリックは、LinuxホストおよびSolarisホストでのみサポートされます。
デフォルトでは、これらのメトリックは無効で、収集されません。













2.52.1 ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化

ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックは、オラクル社認定の監視テンプレートを使用して、スケジュールされた収集を有効化または無効化します。デフォルトでは、これらのメトリックは無効です。

監視テンプレートの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。

これらの構成メトリックを有効にするには、次の手順を実行します。

	
Cloud Controlコンソールから、「設定」、「セキュリティ」、「権限委任」の順に選択します。このページでは、各ホストの権限委任を手動で設定することも、権限委任設定テンプレートを作成することもできます。

各ホストに権限委任を設定するには、適切なSUDOコマンド(/usr/local/bin/sudoなど)を入力してSUDO設定を有効にする必要があります。


	
「設定」、「セキュリティ」、「監視資格証明」の順に選択します。このページから、「ホスト」ターゲット・タイプを選択し、「監視資格証明の管理」をクリックします。


	
特権ホスト監視資格証明の資格証明が設定されている各エントリについて、エントリを選択して「資格証明の設定」をクリックします。使用する資格証明を指定するように要求されます。実行権限エントリのためにはsudoを、別名実行エントリのためにはrootを追加します。


	
「テストと保存」をクリックします。


	
次に、「エンタープライズ」メニューから、「監視」、「監視テンプレート」の順に選択します。


	
「オラクル社認定のテンプレートを表示」を選択し、「ターゲット・タイプ」リストから、「ホスト」を選択します。


	
結果から、「SANメトリック用のオラクル社認定のテンプレート - 有効」を選択して、「適用」をクリックします。


	
「コピー先ターゲット」の下の「追加」をクリックして必要なホスト・ターゲットを選択し、次に、「選択」、「OK」の順にクリックします。








2.52.2 サポートされているファイバ・チャネル

このメトリックは、ファイバ・チャネル・プロトコルがサポートされているかどうかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/classディレクトリから









2.52.3 サポートされているiSCSI

このメトリックは、Internet Small Computer System Interface (iSCSI)プロトコルがサポートされているかどうかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm list initiator-nodeコマンド
	Linux	/etc/initiatorname.iscsiファイル









2.52.4 マルチパス・ソフトウェア

このメトリックは、マルチパス・ソフトウェアの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	powermtコマンドまたはmpathadmコマンド
	Linux	powermtコマンドまたはmultipathコマンド









2.52.5 HBAポート

このメトリック・サブカテゴリは、ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)のデバイスに関する情報を提供します。


2.52.5.1 ポート名(WWPN)

このメトリックは、ファイバ・チャネル・ファブリックのポートに割り当てられているワールド・ワイド・ポート名(WWPN)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.2 ファブリック名

このメトリックは、SANファブリックの名前を表します。SANファブリックを使用すると、ファイバ・チャネル・スイッチング技術を使用して、任意のサーバーを任意のストレージ・デバイスに接続することができます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.3 最大フレーム・サイズ

このメトリックは、ファイバ・チャネル・フレームの最大フレーム・サイズを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.4 モデルの説明

このメトリックは、HBAのモデルの説明を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.5 ノード名(WWNN)

このメトリックは、ファイバ・チャネル・ファブリックのノードに割り当てられているワールド・ワイド・ノード名(WWNN)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.6 ポートID

このメトリックは、HBAのポートIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.7 ポートの状態

このメトリックは、HBAのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.8 ポート・タイプ

このメトリックは、ファイバ・チャネル・ポートのタイプを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.9 速度

このメトリックは、HBAの速度を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.10 サポートされているクラス

このメトリックは、HBAによってサポートされるクラスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.11 サポートされている速度

このメトリックは、HBAによってサポートされる速度を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.12 ターゲットIDバインド・タイプ

このメトリックは、ターゲットIDのバインド・タイプと各ポートのバインド方法を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	sysfs、/sys/class/fc_host/host*/から









2.52.5.13 ベンダー

このメトリックは、HBAの製造業者またはベンダーを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfo hba-portコマンド
	Linux	lspci -vmm コマンド











2.52.6 iSCSIイニシエータ

このメトリック・サブカテゴリは、ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)のデバイスに関する情報を提供します。


2.52.6.1 プロパティ名

このメトリックは、IQN (iSCSI修飾名)などのプロパティ名のタイプを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm list initiator-nodeコマンド
	Linux	/etc/initiatorname.iscsiファイル









2.52.6.2 プロパティ値

このメトリックは、プロパティ名の値を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm list initiator-nodeコマンド
	Linux	/etc/initiatorname.iscsiファイル











2.52.7 SANデバイス

このメトリック・カテゴリは、ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)のデバイスに関する情報を提供します。これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。




	
注意:

これらのメトリックは、LinuxホストおよびSolarisホストでのみサポートされます。








2.52.7.1 ディスク・パス

このメトリックは、SANデバイスへのディスク・パスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm / fcinfo コマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.2 LUN

このメトリックは、論理ユニット番号(LUN)を表します。LUNは、ストレージ・アレイによってコンピュータ・システムに提供されるディスクです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm / fcinfo コマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.3 LUN UUID

このメトリックは、LUNに割り当てられている一意なIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	mpathadmまたはpowermtおよびinquiry.ppコマンド
	Linux	multipathまたはpowermtおよびscsi_idコマンド









2.52.7.4 SANプロトコル

このメトリックは、SANプロトコルを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm / fcinfo コマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.5 擬似ディスク・パス

このメトリックは、使用可能なすべてのI/Oパスの間でI/O操作を共有し、それらの操作のバランスを取ることを容易にするために、マルチパス化によって使用される疑似デバイスへのパスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	mpathadmまたはpowermtコマンド
	Linux	multipathまたはpowermtコマンド









2.52.7.6 ストレージ・サーバーIQN

このメトリックは、ストレージ・サーバーのiSCSI修飾名(IQN)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadmコマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.7 ストレージ・サーバーWWNN

このメトリックは、ストレージ・サーバーに割り当てられているワールド・ワイド・ノード名(WWNN)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfoコマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.8 ストレージ・サーバーWWPN

このメトリックは、ストレージ・サーバーのワールド・ワイド・ポート名(WWPN)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	fcinfoコマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ









2.52.7.9 ベンダー

このメトリックは、SANデバイスのベンダーまたは製造業者を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	有効な場合、24時間ごと。詳細は、「ストレージ・エリア・ネットワークのメトリックの有効化」を参照してください。







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	iscsiadm / fcinfo コマンド
	Linux	/sys/class/ ディレクトリ













2.53 記憶域サマリー

「記憶域サマリー」メトリックは、ホスト・ターゲットの記憶域データの概要をまとめて表したものです。これらのメトリックは、管理エージェントによってOracle Management Repositoryに収集およびアップロードされた様々なメトリックから導出されます。これらのメトリックは、管理エージェントが管理リポジトリに記憶域データを移入するたびに算出されます。ユーザーが「記憶域詳細」ページを使用して手動でホストの記憶域データをリフレッシュすると、常にこの収集操作が自動的に起動されます。


2.53.1 割当て済のASMストレージ(GB)

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)インスタンスからOracleデータベースに割り当てられた記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.2 ASMストレージ・メトリック収集エラー

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)ターゲットのメトリックに関する記憶域のメトリック収集エラー数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.3 ASMストレージのオーバーヘッド(GB)

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)ターゲットの記憶域のオーバーヘッドを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.4 未割当てのASMストレージ(GB)

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)ターゲットで、データベースに割当て可能な記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.5 データベースの空き記憶域(GB)

このメトリックは、ホストのデータベースで使用可能な空き記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.6 データベース記憶域メトリック収集エラー

このメトリックは、ホストのデータベースの記憶域に関するメトリックのメトリック収集エラーを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.7 データベースの使用済記憶域(GB)

このメトリックは、ホストのデータベースで使用可能な空き記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.8 割当て済のディスク・ストレージ(GB)

このメトリックは、ホストの使用可能な全ディスク記憶域から割り当てられた記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.9 未割当てのディスク・ストレージ(GB)

このメトリックは、ホストのディスクで割当て可能な記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.10 ホスト記憶域メトリック収集エラー

このメトリックは、ホスト・ターゲットの記憶域に関するメトリック収集エラーの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.11 サマリーが作成されたホスト

このメトリックに使用される値:

	
1: このホスト記憶域の算出に成功した場合(部分的エラーを伴うことあり)


	
0: なんらかの理由(重要な記憶域メトリック・データの収集に失敗したなど)により記憶域の算出に失敗した場合





	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.12 ローカル・ファイルシステムの空き記憶域(GB)

このメトリックは、ホストの個別のすべてのローカル・ファイルシステムにおける、空き記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.13 ローカル・ファイルシステムの使用済記憶域(GB)

このメトリックは、ホストの個別のすべてのローカル・ファイルシステムにおける、使用済領域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.14 サマリーが作成されたASMインスタンスの数

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)インスタンスの合計数を表し、記憶域データがこのホストの記憶域サマリーを計算するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.15 サマリーが作成されたデータベースの数

このメトリックは、データベースの合計数を表し、記憶域データがこのホストの記憶域サマリーを計算するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.16 その他のマッピング・エラー

このメトリックは、未監視のサーバーのマッピング・エラーを除く、ホストの記憶域メトリックのマッピングの問題を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.17 ASMインスタンスの合計数

このメトリックは、ホストの自動ストレージ管理(ASM)インスタンスの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.18 データベースの合計数

このメトリックは、ホストのデータベースの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.19 割当て済の合計記憶域(GB)

このメトリックは、ホストで使用可能なホスト参照可能ディスク記憶域から割り当てられた記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.20 合計空き記憶域(GB)

このメトリックは、ホストの割当て済の合計記憶域から使用可能な空き記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.21 合計記憶域のオーバーヘッド(GB)

このメトリックは、ホストの記憶域に関連するオーバーヘッドを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.22 未割当ての合計記憶域(GB)

このメトリックは、ホストの割り当てられていない記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.23 合計使用済記憶域(GB)

このメトリックは、ホストのファイルシステムおよびデータベースで使用済の記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.24 未監視のNFSサーバーのマッピング・エラー

このメトリックは、未監視のNetwork File Systems (NFS)サーバーによる記憶域のマッピングの問題の合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.25 割当て済のボリューム記憶域(GB)

このメトリックは、ホストの使用可能なボリュームから割り当てられた記憶域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.26 ボリューム記憶域のオーバーヘッド(GB)

このメトリックは、ホストのボリュームの記憶域オーバーヘッドを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.27 未割当てのボリューム記憶域(GB)

このメトリックは、ホストのボリュームで割当て可能な記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.28 書込み可能NFSの空き記憶域(GB)

このメトリックは、ホストにマウントされた個別のすべての書込み可能なNFSで使用可能な空き領域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。





2.53.29 書込み可能NFSの使用済記憶域(GB)

このメトリックは、ホストにマウントされたすべての書込み可能なNFSで使用済の記憶域を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	24時間ごと、またはユーザーが記憶域詳細ページから記憶域データを手動でリフレッシュした時点







データ・ソース

これらのメトリックは、LinuxおよびSolarisホストでのみ使用可能です。


ユーザーの処理

これらのメトリックの算出方法の詳細は、Enterprise Managerオンライン・ヘルプの記憶域の計算式に関するトピックを参照してください。オンライン・ヘルプには、ASM、データベース、ディスク、ファイル・システム、ボリュームおよび記憶域詳細に関する情報も含まれます。







2.54 記憶域サポート

このメトリック・カテゴリを使用すると、監視中のOSがサポートされているかどうか判別できます。監視中の記憶域エンティティ(ディスク/ファイルシステム/ボリューム)が許容範囲内で、管理エージェントのパフォーマンスに影響を及ぼさない場合、ユーザーに通知することもできます。


2.54.1 サポート

このメトリックを使用すると、サポートされるOSまたは監視する記憶域エンティティの数によって収集を有効または無効にできます。

サポートされるOSはLinux、Solaris、AIXおよびHPUXです。

EMAgent/sysman/emd/emagent_storage.configにある構成ファイルで、監視する記憶域エンティティの最大数が100に設定されています。この構成ファイルで、監視対象のディスク/ファイル/ボリュームの数を増やすことができます。記憶域エンティティの数が100を超えると、管理エージェントのレスポンス時間が長くなります。


データ・ソース

使用不可


ユーザーの処理

構成ファイル(emagent/sysman/emd/emagent_storage.config)を編集し、監視するディスク、ファイルシステムおよびボリュームを追加します。







2.55 スワップ領域ステータス

「スワップ領域ステータス」メトリック・カテゴリは、システム上のスワップ・メモリーのステータスを提供します。


2.55.1 空きスワップ領域

このメトリックは、スワップ領域内の割当済でない1Kブロックの数を表します。


表2-110 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
24時間ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
スワップ空きサイズは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。









複数のしきい値

このメトリックでは、各「スワップ・ファイル」オブジェクトに異なる警告のしきい値およびクリティカルのしきい値を設定できます。警告またはクリティカルのしきい値が「スワップ・ファイル」オブジェクトに対して現在設定されている場合、それらのしきい値をこのメトリックのメトリック詳細ページに表示できます。各「スワップ・ファイル」オブジェクトの警告のしきい値またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、しきい値の編集ページを使用します。「しきい値の編集」ページへのアクセスの詳細は、「しきい値の編集」を参照してください。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	スワップ
	HP	swapinfo
	Linux	/proc/swaps
	HP Tru64	swapon
	IBM AIX	lsps







ユーザーの処理

UNIXのtopコマンドまたはSolarisのswap -lコマンドを使用してスワップの使用状況を調べます。スワップ・ファイルを作成し、そのファイルをシステム・スワップ・プールに追加すると、既存のファイル・システムに追加のスワップを追加できます。(UNIX OSに関するドキュメントを参照してください。)スワップが/tmpにマウントされている場合は、/tmp内の不要なファイルを削除することで領域を開放できます。ファイル・システム・スワップを追加できない場合、または十分な領域を開放できない場合は、スワップ・プールにRAWディスク・パーティションを追加して、スワップを追加する必要があります。手順は、UNIXのドキュメントを参照してください。





2.55.2 スワップ・サイズ

このメトリックは、スワップ・ファイルのサイズを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと







データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	スワップ
	HP	swapinfo
	Linux	/proc/swaps
	HP Tru64	swapon
	IBM AIX	lsps







ユーザーの処理

なし。







2.56 切替え/スワップ・アクティビティ

「切替え/スワップ・アクティビティ」メトリック・カテゴリは、システムの切替えおよびスワップ・アクティビティに関するメトリック・レポートを表示します。


2.56.1 プロセス・コンテキストの切替え/秒

このメトリックは、1秒当たりのプロセス・コンテキストの切替え数を表します。


表2-111 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
プロセス・コンテキストの切替え/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.56.2 スワップイン転送/秒

このメトリックは、1秒当たりにスワップインで転送された容量(512バイト単位)を表します。


表2-112 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
スワップイン転送/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.56.3 スワップアウト転送/秒

このメトリックは、1秒当たりにスワップアウトで転送された容量(512バイト単位)を表します。


表2-113 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
スワップイン転送/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.56.4 システム・スワップイン/秒

このメトリックは、1秒当たりのプロセス・スワップイン数を表します。


表2-114 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
システム・スワップイン/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.56.5 システム・スワップアウト/秒

このメトリックは、1秒当たりのプロセス・スワップアウト数を表します。


表2-115 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
システム・スワップアウト/秒が%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	sarコマンド
	IBM AIX	sarコマンド






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。







2.57 システムBIOS

「システムBIOS」メトリック・カテゴリは、Dell PoweredgeのLinuxシステムのBIOSステータスを監視します(BIOS: Basic Input/Output System)。


2.57.1 製造業者

このメトリックは、システムBIOS (Basic Input/Output System)の製造業者名を表します。このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: systemBIOSManufacturerName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.300.50.1.11)


ユーザーの処理

なし。





2.57.2 サイズ

このメトリックは、システムBIOS (基本入出力システム)のイメージ・サイズ(KB)を表します。0(ゼロ)の値は、サイズが不明であることを示します。このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: systemBIOSSize (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.300.50.1.6)


ユーザーの処理

なし。






2.57.3 システムBIOSのステータス

このメトリックは、このシャーシにおけるシステムBIOSのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-116 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%の%BiosIndex%のBIOSのステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.300.50.1.5)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%BiosStatus%です









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクトおよび「システムBIOS索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクトおよび「システムBIOS索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクトと「システムBIOS索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: systemBIOSStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.300.50.1.5)


ユーザーの処理

なし。





2.57.4 バージョン

このメトリックは、システムBIOS (Basic Input/Output System)のバージョン名を表します。このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: systemBIOSVersionName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.300.50.1.8)


ユーザーの処理

なし。







2.58 システム・コール

「システム・コール」メトリック・カテゴリは、5秒間の間に実行されたシステム・コールに関する統計情報を提供します。


2.58.1 読取りシステム・コールによって転送される文字数/秒

このメトリックは、読取りシステム・コール(ブロック・デバイスのみ)によって1秒当たりに転送された文字数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.2 書込みシステム・コールによって転送される文字数/秒

このメトリックは、書込みシステム・コール(ブロック・デバイスのみ)によって1秒当たりに転送された文字数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.3 exec()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたexec()システム・コール数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.4 fork()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたfork()システム・コール数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.5 read()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたread()システム・コール数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.6 システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたシステム・コールの回数を表します。この値にはすべてのタイプのシステム・コールが含まれます。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。





2.58.7 write()システム・コール/秒

このメトリックは、1秒当たりに実行されたwrite()システム・コール数を表します。


データ・ソース

このメトリック・カテゴリのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。また、データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。結果は基本的に、この5秒間にスワップされたプロセス数を5で割った値です。


ユーザーの処理

なし。







2.59 システム・ステータス

このメトリック・カテゴリは、グローバル・システム・ステータスに関する情報を提供します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.59.1 グローバル・システム・ステータス(DellStatusコード)

このメトリックは、システムの管理ソフトウェアによって監視されているすべてのシャーシのグローバル・システム・ステータスを表します。


表2-117 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
システム状態のステータス(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.200.10.1.2)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%GlobalSystemStatus%です













2.60 温度

「温度」メトリック・カテゴリは、温度プローブの冷熱状態を監視します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.60.1 現在の温度

このメトリックは、温度プローブの現行の計測値を表します。値は、温度を摂氏0.1度単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: temperatureProbeReading (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.20.1.6)


ユーザーの処理

値が異常に高い場合は、システムの作業負荷が高く、過熱状態であることを示しています。システムが過熱するときは、ファンの冷却が不十分な可能性があります。





2.60.2 場所

このメトリックは、温度プローブがある場所の名前の説明を表します。たとえば、CPU温度やシステム温度などの値になります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: temperatureProbeLocationName (1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.20.1.8)


ユーザーの処理

なし。






2.60.3 温度プローブのステータス

このメトリックは、温度プローブのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-118 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
4

	
5

	
シャーシ%ChassisIndex%のプローブ%ProbeIndex%の温度(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.20.1.5)は %TemperatureReading%(C)です。ステータスは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%TemperatureStatus%です









複数のしきい値

このメトリックでは、「シャーシ索引」オブジェクトおよび「温度プローブ索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「シャーシ索引」オブジェクトおよび「温度プローブ索引」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「シャーシ索引」オブジェクトと「温度プローブ索引」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

SNMP MIBオブジェクト: temperatureProbeStatus(1.3.6.1.4.1.674.10892.1.700.20.1.5)


ユーザーの処理

温度プローブのステータスを示します。プローブが失敗するときは、物理的に確認するか、取り替える必要があります。







2.61 合計ディスク使用量

このメトリック・カテゴリは、ディスク領域の使用量に関する情報を提供します。


2.61.1 使用可能な合計ディスク領域 (すべてのローカル・ファイルシステム)

このメトリックは、すべてのローカル・ファイルシステムの空きディスク領域の合計量(MB)を表します。


表2-119 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
TotalDiskUsage %keyValue%の使用可能な領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。











2.61.2 使用可能な合計ディスク容量(%) (すべてのローカル・ファイルシステム)

このメトリックは、すべてのローカル・ファイルシステムの空きディスク領域の合計の割合を表します。


表2-120 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
TotalDiskUsage %keyValue%の使用可能な領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を下回っています。













2.62 TTYアクティビティ

このメトリックは、TTYデバイス・アクティビティを表します。


2.62.1 受信文字割込み数/秒

このメトリックは、1秒当たりの受信文字割込み数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。





2.62.2 canon()で処理される入力文字

このメトリックは、1秒当たりにcanon()によって処理された入力文字数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。





2.62.3 モデム割込み率/秒

このメトリックは、モデム割込み率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。





2.62.4 送信文字割込み数/秒

このメトリックは、1秒当たりの送信文字割込み数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。





2.62.5 TTY出力文字数/秒

このメトリックは、1秒当たりの出力文字数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。





2.62.6 TTY RAW入力(文字/秒)

このメトリックは、1秒当たりのRAW入力文字数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5秒ごと







データ・ソース

次のホストの場合:


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	sarコマンド
	HP	sarコマンド
	Linux	該当なし
	HP Tru64	table()システム・コール
	IBM AIX	sarコマンド
	Windows	該当なし






OSによってメンテナンスされる累積アクティビティ・カウンタのサンプリングには、OSのsarコマンドが使用されます。データは、5秒間に1回の割合でシステム・カウンタをサンプリングすることにより取得されます。


ユーザーの処理

なし。







2.63 ユーザー

「ユーザー」メトリック・カテゴリは、監視対象のシステム上に現在あるユーザーに関する情報を提供します。


2.63.1 ログイン数

このメトリックは、特定のユーザー名のユーザーがホスト・ターゲットにログインした回数を表します。


表2-121 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ログオン数は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

Solaris、HP、Linux、HP Tru64およびIBM AIXの場合、ユーザーがログインしている回数はOSのwコマンドから取得されます。

Windowsの場合、この情報はWindows APIから取得されます。


ユーザーの処理

なし。







2.64 ユーザー定義メトリック

「ユーザー定義メトリック(User Defined Metrics)」(UDM)により、独自のスクリプトを実行できます。独自のスクリプトによって戻されたデータをしきい値と比較して、事前定義メトリックのアラートと同様の重大度アラートを生成できます。UDMは、Oracle9i 管理エージェントのUDE機能に似ています。


2.64.1 ユーザー定義数値メトリック

値のデータ型がNUMBERの場合、このメトリックに値が入ります。値がSTRING型の場合、この値は""です。


データ・ソース

ユーザー定義のスクリプト


ユーザーの処理

なし。





2.64.2 ユーザー定義文字列メトリック

値のデータ型がSTRINGの場合、このメトリックに値が入ります。値がNUMBER型の場合、この値は""です。


データ・ソース

ユーザー定義のスクリプト


ユーザーの処理

なし。







2.65 仮想ディスクの詳細

このメトリック・カテゴリは、仮想ディスクの重大度ステータスに関する情報を提供します。

このメトリック・カテゴリは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.65.1 仮想ディスクの複合重大度ステータス(DellStatusコード)

このメトリックは、仮想ディスクの状態の重大度を表します。これは、仮想ディスクとそのコンポーネントの複合ステータスです。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-122 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
論理デバイスの仮想ディスク・ロールアップ・ステータス・コード(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10893.1.20.140.1.1.19)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%VirtualDiskRollUpStatus%です













2.66 仮想化

このメトリック・カテゴリは、仮想化の構成メトリックに関する情報を提供します。収集されるメトリックの値は、プラットフォームによって異なります。


2.66.1 Sparc上のOracle Solarisおよびx86上のOracle Solaris

次のプロパティは、Solarisプラットフォームで収集されます。収集は、実装されている仮想化技術のタイプにより異なります。


	プロパティ名	プロパティ値	説明
	仮想	はい
いいえ

不明

	このホストが物理ハードウェアまたは仮想ハードウェアのいずれで実行しているかを表します
	仮想プロセッサ	サイト固有	割り当てられた仮想プロセッサの数を表します
	ゾーン名	グローバル・ゾーンのすべてのゾーン名のリスト
非グローバル名

	グローバル・ゾーンのすべーてのゾーン名のリストまたは非グローバル名を表します。
	Logical Domains Manager	サイト固有	Logical Domain Managerのバージョン番号を表します
	ドメイン名	サイト固有	カンマ区切りのドメイン名のリストを表します
	dedicated-cpu	True
False

	dedicated-cpuリソースを使用します(システム・プロセッサのサブセットが、非グローバル・ゾーンの稼働時に、その専用となるかどうかを表します)
	capped-cpu	True
False

	capped-cpuリソースを使用します(プロジェクトまたはゾーンで使用できるCPUリソースの容量に関する絶対的な制限を表します)
	ncpus	サイト固有	CPUの数または範囲を表します
	プール名	サイト固有	プール名
	pset.min	サイト固有	このプロセッサ・セットの最小CPU数を表します
	pset.max	サイト固有	このプロセッサ・セットの最大CPU数を表します
	cpu.sys_id	サイト固有	CPUのsys_idを表します
	プール名リスト	サイト固有	プール名のリストを表します
	pset名リスト	サイト固有	プロセッサ・セットのリストを表します









2.66.2 IBM AIX

次のプロパティは、IBM AIXで収集されます。


	バージョン	プロパティ名	プロパティ値
	5.3 - 6.0	仮想	はい
いいえ

不明


	5.3 - 6.0	ノード名	サイト固有
	5.3 - 6.0	パーティション名	サイト固有
	5.3 - 6.0	パーティション番号	サイト固有
	5.3 - 6.0	タイプ	サイト固有
	5.3 - 6.0	モード	サイト固有
	5.3 - 6.0	使用可能容量	サイト固有
	5.3 - 6.0	パーティション・グループID	サイト固有
	5.3 - 6.0	共有プールID	サイト固有
	5.3 - 6.0	オンライン仮想CPU	サイト固有
	5.3 - 6.0	システムのアクティブな物理CPU	サイト固有
	5.3 - 6.0	プール内のアクティブなCPU	サイト固有
	5-3 - 6.1以上	WPARキー	サイト固有
	5-3 - 6.1以上	WPAR構成済ID	サイト固有
	5-3 - 6.1以上	WPAR最大論理CPU数	サイト固有
	5-3 - 6.1以上	WPAR最大仮想CPU数	サイト固有
	5-3 - 6.1以上	WPAR CPU割合制限	サイト固有









2.66.3 Microsoft Windows

次のプロパティは、Microsoft Windowsで収集されます。


	プロパティ名	プロパティ値	説明
	仮想	はい
いいえ

不明

	このホストが物理ハードウェアまたは仮想ハードウェアのいずれで実行しているかを表します
	モデル	サイト固有	モデル(HVM domUなど)の詳細を表します
	仮想マシン	サイト固有	仮想マシンのタイプ(Xenなど)を表します









2.66.4 Linux

次のプロパティは、Linuxで収集されます。


	プロパティ名	プロパティ値	説明
	仮想	はい
いいえ

不明

	このホストが物理ハードウェアまたは仮想ハードウェアのいずれで実行しているかを表します











2.67 電圧プローブ

このメトリック・カテゴリは、電圧プローブに関する情報を提供します。

このメトリック・カテゴリは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。


2.67.1 電圧プローブのステータス(DellStatusProbeコード)

このメトリックは、電圧プローブのステータスを表します。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-123 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
電圧プローブのステータス・コード(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.20.1.5)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。ステータス・メッセージは%VoltageProbeStatus%です











2.67.2 電圧プローブの読取りの値(ミリボルト)

このメトリックは、電圧プローブの読取りの値を表します。この値は、プローブが読み取る電圧をミリボルト単位で表す整数です。

このメトリックは、Dell PoweredgeのLinuxシステムでのみ使用可能です。

次の表は、このメトリックの有効な値とその意味を示しています。


	メトリック値	意味(SNMP MIBによる)
	1	その他(次のいずれにも該当しない場合)
	2	不明
	3	正常
	4	警告
	5	クリティカル
	6	リカバリ不能







表2-124 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
電圧プローブの読取りのステータス・コード(オブジェクト識別子: 1.3.6.1.4.1.674.10892.1.600.20.1.6)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













2.68 Windowsのイベント・ログ

このメトリックの目的は、使用可能なすべてのWindows NTイベント・ログ・ファイルから、種類がエラーまたは警告であるエントリを収集することです。クリティカル・アラートまたは警告アラートは、システムおよびセキュリティ・イベントのログ・ファイル・エントリに対してのみ生成されます。

注意: ログ・ファイルは継続的に増加するため、このメトリックでは、最後の収集時刻以降にログ・ファイルに書き込まれたログ・イベントのみが出力されます。つまり、timeGenerated(イベントが生成された時刻)が最後の収集時刻より後のレコードから、ログ・ファイルの最後のレコードまでが出力されます。初めてこのメトリックが収集された場合は、現在の日付で生成されたイベントのみが出力されます。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


2.68.1 カテゴリ

このメトリックは、監視対象のオブジェクトに定義されたログ名、ソースおよびイベントIDに一致するイベントのすべてのカテゴリのリストを表します。イベントの実際のタイプは、Windowsイベント・ログ・メッセージに記述されています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	15分ごと







データ・ソース

Windows Management Instrumentation (WMI)


ユーザーの処理

なし。





2.68.2 日付-時間

メトリックでイベント・ログをスキャンする時刻です。このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	15分ごと







データ・ソース

Windows Management Instrumentation (WMI)


ユーザーの処理

なし。





2.68.3 Windowsのイベント・ログ・メッセージ

このメトリックは、監視対象オブジェクトに指定されたログ名、ソースおよびイベントIDに一致するイベントのダイジェストです。前述のフィルタ処理を実行すると、これらのイベントがログ名、ソース、イベントID、カテゴリ、ユーザーでグループ化され、エラー・イベントおよび警告イベントの数が表示されます。イベントの詳細は次の形式で表示されます。

[ログ名:ソース:イベントID:カテゴリ:ユーザー: :]

例: [Application:Symantec AntiVirus:2: : :error=2:] [Application:Symantec AntiVirus:3: : ::warning =1 ]

監視対象オブジェクトに設定した基準を満たすイベントの正確なメッセージを確認するには、Microsoft Windowsのイベント・ビューアを使用してください。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


表2-125 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
3.0以上

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
メッセージは次の形式です。Logfile:Sourcename:EventCode:CategoryString:User:ErrorCount:WarningCount [%message%]









データ・ソース

Windows Management Instrumentation (WMI)


ユーザーの処理

なし。





2.68.4 イベントID

これは、監視対象オブジェクトのイベントIDに定義した文字列に一致するPerlのパターンです。イベントの実際のイベントIDは、Windowsイベント・ログ・メッセージに記録されます。このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	3.0以上	15分ごと







データ・ソース

Windows Management Instrumentation (WMI)


ユーザーの処理

なし。






2.68.5 Windowsのイベント重大度

このメトリックは、イベントの重大度を表します。有効な値は、警告およびエラーです。

このメトリックは、Windowsでのみ使用可能です。


表2-126 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	キー	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
ログ・ファイル: system

	
15分ごと

	
警告

	
エラー

	
X1User[%user%]:カテゴリ[%categorystring%]:説明[%message%]









複数のしきい値

このメトリックでは、「ログ名」オブジェクト、「ソース」オブジェクトおよび「イベントID」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が現在すべての「ログ名」オブジェクト、「ソース」オブジェクトおよび「イベントID」オブジェクトの一意の組合せに対して設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「メトリック詳細」ページで確認できます。

「ログ名」オブジェクト、「ソース」オブジェクトおよび「イベントID」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の編集」ページを使用します。


データ・ソース

WMIのオペレーティング・システム・クラス。


ユーザーの処理

なし。







2.69 ゾンビ・プロセス

「ゾンビ・プロセス」メトリック・カテゴリは、様々なUNIXシステムで孤立したプロセスを監視します。


2.69.1 ゾンビ状態のプロセスの割合

このメトリックは、システムで現在ゾンビ状態にある実行中のすべてのプロセスの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド
	HP Tru64	psコマンド
	IBM AIX	psコマンド
	Windows	psコマンド







ユーザーの処理

なし。





2.69.2 ゾンビ状態のプロセス(%)

このメトリックは、システムで現在ゾンビ状態にある実行中のすべてのプロセスの割合を表します。


表2-127 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
15分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
全プロセスの%value%%%はゾンビ状態にあり、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









データ・ソース

このメトリックのデータソースには、次のものが含まれます。


	ホスト	データ・ソース
	Solaris	psコマンド
	HP	psコマンド
	Linux	psコマンド







ユーザーの処理

なし。














3 OMSおよびリポジトリ


OMSとリポジトリ、Oracle Management Service、OMSコンソールおよびOMSプラットフォーム・ターゲットは、Oracle Enterprise Manager Management Service(OMS)およびManagement Repositoryの監視に便利なメトリックを提供します。


3.1 アクティブ・エージェント

このメトリック・カテゴリには、アクティブ・エージェントに関する情報が含まれます。


3.1.1 アクティブなエージェントの数

リポジトリ内のアクティブなエージェントの数。この数が0の場合、Enterprise Managerではどの外部ターゲットも監視していません。予期しない状況である場合は、問題が発生している可能性があります。


データ・ソース

mgmt_current_availability表でステータスが稼働中となっているエージェントの数。


ユーザーの処理

エージェントが1つも実行されていない場合、エージェントが停止した原因を特定し、必要に応じて修正した後に再起動します。エージェントの停止原因に関連する可能性のある情報は、エージェントの$ORACLE_HOME/sysman/logディレクトリ内のログ・ファイルに含まれます。







3.2 アクティブ・ローダーのステータス

このカテゴリは、スループットや過去1時間に処理された行数など、ローダーの使用状況とパフォーマンスに関する情報を提供します。


3.2.1 過去1時間に処理された行数

これは、処理された行数です。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表。


ユーザーの処理

この数値が長期にわたって増加し続けている場合は、ユーザーは管理サービスを追加するか、この管理サービスに対するローダー・スレッド数を増やすことを検討します。ローダー・スレッド数を増やすには、emoms.propertiesファイルのem.loader.threadPoolSizeエントリを追加または変更します。スレッド数のデフォルトは2です。2から10の間の値が一般的です。





3.2.2 最近1時間での合計ローダー・ランタイム(秒)

このメトリックは、最近1時間のローダー・スレッドの実行時間を秒単位で表します。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表。


ユーザーの処理

この数値が「ローダー・スループット(行/時間)」メトリックとともに継続して増加している場合、 「ローダー・スループット(行/時間)」 メトリックに関するヘルプ項目の「ユーザー処理」に示されている処理を実行します。この数値は増加しているがローダー・スループットは増加していない場合は、プロセスによる高いCPU使用率、管理リポジトリ・データベースでのデッドロック、プロセッサ・メモリーの問題など、リソースの制約を調べます。







3.3 アクティブな管理サーブレット

このメトリック・カテゴリには、アクティブな管理サーブレットのカテゴリに関する情報が含まれます。


3.3.1 処理された通知

最後の10分間に管理サービスによって配信された通知の合計数。メトリックは10分間隔で収集され、アラートは生成されません。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表。


ユーザーの処理

処理された通知の数が数日間増加し続けている場合は、管理サービスを追加することを検討します。





3.3.2 ページ・ヒット(/分)

これは、1分当たりのEMコンソール・アクセスの平均数を示します。メトリックは10分間隔で収集され、アラートは生成されません。


データ・ソース

このメトリックは、管理リポジトリでmgmt_oms_parameters表の次の問合せを使用して取得します。


SELECT value FROM mgmt_oms_parameters 
where name='loaderOldestFile'



ユーザーの処理

なし。







3.4 エージェント・ステータス

このメトリック・カテゴリには、エージェント・ステータスに関する情報が含まれます。


3.4.1 エージェントの再起動数

エージェントが過去24時間以内に再起動された回数。


データ・ソース

次のように導出されます。


(SELECT t.target_name, COUNT(*) down_count
  FROM mgmt_availability a, mgmt_targets t
  WHERE a.start_collection_timestamp = a.end_collection_timestamp
    AND a.target_guid = t.target_guid
    AND t.target_type = MGMT_GLOBAL.G_AGENT_TARGET_TYPE
    AND a.start_collection_timestamp > SYSDATE-1
  GROUP BY t.target_name)



ユーザーの処理

この回数が多い場合、エージェント・ログを調べて、再起動を引き起こすシステム状態が存在しているかどうかを確認します。エージェントが再起動を繰り返す場合、再起動問題が発生しているエージェントのターゲットに「データをアップロードしないターゲット」メトリックも設定できます。再起動問題は、システムのリソース制約や構成上の問題に原因がある可能性があります。







3.5 構成

このメトリック・カテゴリには、構成に関する情報が含まれます。


3.5.1 管理者数

Enterprise Managerに対して定義されている管理者の数。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_created_users表。





3.5.2 グループ数

Enterprise Managerに対して定義されているグループの数。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_targets表。


ユーザーの処理

「すべてのターゲット」ページの表示に問題がある場合は、ロール数およびグループ数を確認します。





3.5.3 ロール数

Enterprise Managerに対して定義されているロールの数。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_roles表。


ユーザーの処理

「すべてのターゲット」ページの表示に問題がある場合は、ロール数およびグループ数を確認します。





3.5.4 ターゲット数

Enterprise Managerに対して定義されているターゲットの数。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_targets表。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.5.5 使用リポジトリ表領域

これは、現在管理リポジトリ表領域が使用している合計MB数です。


データ・ソース

管理リポジトリ内のdba_data_files表。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.5.6 ターゲットの追加率(過去1時間)

ターゲットが作成される割合。通常、ターゲットの追加率は、EMがインストールされた直後に最大となり、新規エージェントが追加されるたびに一時的に増加します。この割合が不自然に増加している場合、異常なエージェントまたは管理者アクティビティが存在しないかどうかを調べ、ターゲットが適切に稼働していることを確認します。また、不要なグループが作成されていないかどうかを調べます。


データ・ソース

このメトリックは、mgmt_target表の現在のターゲット数(最新のサンプリングで取得されたターゲット数)から導出されます。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.5.7 リポジトリ表領域の合計

管理リポジトリ表領域に割り当てられた合計MB。必ず使用済の領域以上になります。


データ・ソース

管理リポジトリ内のdba_free_space表。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.5.8 ユーザーの追加率(過去1時間)

ユーザーが作成される割合。ターゲットの追加率は低く抑える必要があります。この割合が不自然に増加している場合、異常な管理者アクティビティが存在しないかどうかを調べます。


データ・ソース

このメトリックは、mgmt_created_users表の現在のユーザー数(最新のサンプリングで取得されたユーザー数)から導出されます。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。







3.6 DBMSジョブ・ステータス

このメトリック・カテゴリには、DBMSジョブ・ステータスに関する情報が含まれます。


3.6.1 DBMSジョブ無効スケジュール

このメトリックは、スケジュールが無効なDBMSジョブにフラグを立てます。1時間より前または1年より後にスケジュールされると、スケジュールは無効とマークされます。スケジュールが無効な場合、そのジョブは深刻な状況になります。


データ・ソース

管理リポジトリ内のuser_schedule_jobs表。


ユーザーの処理

なし。





3.6.2 DBMSジョブ処理時間(最近1時間の割合)

最近1時間にジョブが実行中だった割合です。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表。


ユーザーの処理

このメトリックの値が50%より大きい場合は、ジョブに問題がある可能性があります。「システム・エラー」ページで、ジョブによってエラーがレポートされていないかを調べます。アラート・ログで、ジョブ関連のアラートを調べます。





3.6.3 DBMSジョブの稼働/停止

停止状態は、dbms_jobの中断状態と同じです。上矢印の場合は、中断していません。


データ・ソース

「中断」列は、管理リポジトリ内のall_users表から取得されます。


ユーザーの処理

DBMSジョブの失敗の原因を特定します。失敗の原因を特定し、修正したら、dbms_job.runコマンドを使用して、ジョブを再起動します。

DBMSジョブの失敗の原因を特定するには、次の手順を実行します(myjobを表示された停止ジョブの名前に置き換えます)。

	
表内の行から停止中のDBMSジョブ名をコピーします。次の例では、停止中のDBMSジョブ名はyourDBMSjobnameです。


	
リポジトリ所有者としてデータベースにログインします。


	
次のSQL文を発行します。


select dbms_jobname 
  from mgmt_performance_names 
  where display_name='yourDBMSjobname';


	
dbms_jobnameがmyjobの場合、次のSQL文を発行します。


select job
  from all_jobs
  where what='myjob';


	
戻されたジョブIDを使用して、アラート・ログおよびトレース・ファイルでこのジョブIDに対するORA-12012メッセージを探し、問題の特定および修正を試みます。




次のデータベース・コマンドを使用すると、ジョブを手動で再起動できます。

execute dbms_job.run (jobid);





3.6.4 DBMSジョブ・スループット/秒

配信された1秒当たりの通知数(最近1時間の平均)。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。







3.7 イベント・ステータス

このメトリック・カテゴリは、イベント・システムの状態を追跡するリポジトリ・メトリックに関する情報を提供します。




	
注意:

イベント・システムは、イベントを処理するためにデータベース・キュー表(em_event_bus_table)内にキューを維持し、その対応するデータベース・ビューはaq$em_event_bus_tableです。








3.7.1 平均イベント・デキュー時間(ミリ秒)

このメトリックは、イベント・キューからメッセージをデキューするために費やした時間の平均を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'DequeueTime'のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

平均イベント・デキュー時間が1時間を超える期間で定常的に大きい場合、その値はデータベース・キュー表(em_event_bus_table)のメンテナンスが必要であることを示している可能性があります。





3.7.2 平均イベント処理時間(秒)

このメトリックは、インシデント・ルールをイベント、インシデントまたは問題に適用するために費やした時間の平均を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'ProcessingTime'のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

平均イベント処理時間が、1時間を超える期間で継続して増加している場合は、必要ないまたは最新ではないインシデント・ルールを削除します。管理リポジトリ・データベースに存在するすべての操作の問題を修正します。管理サービスを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。





3.7.3 イベント・キュー問合せ時間(秒)

このメトリックは、イベント・バス(aq$em_event_bus_table)を問い合せるために費やした時間の平均を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'QueryTime'のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

平均イベント・キュー問合せ時間が1時間を超える期間で定常的に大きい場合、その値はデータベース・キュー表(em_event_bus_table)のメンテナンスが必要であることを示している可能性があります。





3.7.4 平均イベント・キュー待機時間(秒)

このメトリックは、イベント、インシデントまたは問題が、インシデント・ルールを適用するためにキューから取り出されるまでイベント・キューで待機した時間の平均を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'Latency'のエントリから取得されます


ユーザーの処理

平均待機時間が、継続して増加している場合は、必要ないまたは最新ではないインシデント・ルールを削除します。管理リポジトリ・データベースに存在するすべての操作の問題を修正します。管理サービスを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。





3.7.5 イベント・システム稼働/停止

このメトリックは、イベント・システムのステータスを表します。イベント・キューに処理待ちのイベントが存在するにもかかわらず、5分を超える期間でイベントが処理されない場合、イベント・システムは停止しています。そうでない場合、イベント・システムは稼働しています。


データ・ソース

このメトリックのデータは、aq$em_event_bus_tableビューおよびem_event_bus_queues表のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

管理サービスを再起動します。これにより、問題が解決することがあります。





3.7.6 リスナーが無効なキュー

存在しない管理サービスに割り当てられているイベント・キューがある場合、このメトリックは正の数を表します。それ以外の場合、値は0です。


データ・ソース

このメトリックのデータは、em_event_bus_queues、em_event_coordinatorsおよびmgmt_failover_tableのエントリから取得されます。


ユーザーの処理

値が30分を超える期間で継続して正である場合、Oracle Management Serviceを再起動すると、問題が解決することがあります。





3.7.7 リスナーのないキュー

管理サービスに割り当てられていないイベント・キューがある場合、このメトリックは正の値を表します。それ以外の場合、値は0です。


データ・ソース

このメトリックのデータは、em_event_bus_queues、em_event_coordinatorsおよびmgmt_failover_tableのエントリから取得されます。


ユーザーの処理

値が30分以上の期間で継続して正である場合、Oracle Management Serviceを再起動すると、問題が解決することがあります。





3.7.8 合計保留イベント

このメトリックは、イベント・キューで処理待ちとなっているイベントの数を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、aq$em_event_bus_tableのエントリで、consumer_nameがADMで始まらず、msg_stateがREADYであるものから取得されます。


ユーザーの処理

値が30分以上の期間で継続して高い場合、イベントが大量に発生しており、問題は一時的である可能性があります。管理リポジトリ・データベースに存在するすべての操作の問題を修正します。Oracle Management Serviceを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。





3.7.9 処理されたイベント合計(過去1時間)

このメトリックは、イベント・キューで処理待ちとなっているイベントの現在の合計数を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、aq$em_event_bus_tableのエントリで、consumer_nameがADMで始まらず、msg_stateがREADYであるものから取得されます。


ユーザーの処理

値が継続して高止まりしている場合、イベントが大量に発生した可能性があります。Oracle Management Serviceを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。







3.8 イベントのパフォーマンス

このメトリック・カテゴリは、各キュー・タイプのイベント・システムのパフォーマンスを追跡するリポジトリ・メトリックに関する情報を提供します。

	
キュー・タイプHは、高い優先度のキューを表します。高い優先度のキューは、ターゲットの可用性イベントを処理するために使用されます。


	
キュー・タイプMは、中程度の優先度のキューを表します。中程度の優先度のキューは、CRITICALまたはWARNINGなど、喚起を必要とする重大度を持つメトリック・アラートなどのイベントを処理するために使用されます。


	
キュー・タイプLは、低い優先度のキューを表します。低い優先度のキューは、単に情報を提供することを目的とするイベントを処理するために使用されます。





3.8.1 イベント処理時間(最近1時間の割合)

このメトリックは、特定のキュー・タイプのキューからの負荷を処理するために経過したCPU時間の割合を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'ProcessingTime'のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

値が継続して高止まりしている場合、イベントが大量に発生した可能性があります。Oracle Management Serviceを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。





3.8.2 処理されたイベント(過去1時間)

このメトリックは、特定のキュー・タイプのイベント・システム・キューで処理待ちとなっているイベントの現在の数を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_system_performance_log where name= 'ProcessingTime'のエントリから取得されます。


ユーザーの処理

値が継続して高止まりしている場合、イベントが大量に発生した可能性があります。Oracle Management Serviceを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。





3.8.3 保留イベント数

このメトリックは、特定のキュー・タイプのイベント・システム・キューで処理待ちとなっているイベントの現在の数を表します。


データ・ソース

このメトリックのデータは、aq$em_event_bus_tableのエントリで、consumer_nameが特定のキュー・タイプ値で始まり、msg_stateがREADYであるものから取得されます。


ユーザーの処理

値が継続して高止まりしている場合、イベントが大量に発生した可能性があります。Oracle Management Serviceを追加して、イベント・システムの能力を増強する必要があります。







3.9 エージェント(emctl)により開始された期限切れブラックアウト

このメトリック・カテゴリは、Enterprise Managerコマンドライン・ユーティリティ(emctl)により開始された期限切れブラックアウトに関する情報を提供します。


3.9.1 ブラックアウト名

このメトリックは、ブラックアウトの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









3.9.2 エージェントURL

このメトリックは、ホストにインストールされている管理エージェントのURLを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









3.9.3 影響を受けるターゲットの数

このメトリックは、期限切れブラックアウトの影響を受けるターゲットの数を表します。


表3-1 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
1時間ごと

	
0

	
定義なし

	
url %emd_url%のエージェントに、(%target_count%)ターゲットが影響を受ける期限切れのブラックアウト(%blackout_name%)があります。













3.10 インシデント

このメトリック・カテゴリには、インシデント・ターゲットの情報が含まれます。


3.10.1 アラート・ログ・エラーのトレース・ファイル(Alert Log Error Trace File)

アラート・ログ・エラーのトレース・ファイルは、このインシデントを生成する問題が発生した場合に生成される関連付けられたサーバー・トレース・ファイルの名前です。追加のトレース・ファイルが生成されなかった場合、このフィールドは空です。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと







データ・ソース

アラート・ログ・エラーのトレース・ファイル名は、データベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

ユーザーが発生した問題の詳細情報をこのファイルで参照するため、アラート・ログ・エラーのトレース・ファイル名が提供されます。





3.10.2 アラート・ログ名

現在のXMLアラート・ログ・ファイルの完全指定された(ディレクトリ・パスを含む)名前。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

最新(現在)のログ・ファイルに対してOMS ADR_HOME/alertディレクトリを検索して、この名前を取得します。


ユーザーの処理

ユーザーが発生した問題の詳細情報をこのファイルで参照するため、アラート・ログ・ファイル名が提供されます。





3.10.3 診断インシデント

診断インシデントは、Enterprise Managerの使用中にOMSプロセスで発生した問題(クリティカル・エラー)の1回の発生です。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

診断インシデントを説明するテキストは、データベース・メッセージおよびエラーの発生順のリストを格納する自動診断リポジトリ(ADR)に格納されるXMLファイルのデータベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。





3.10.4 ECID

実行コンテキストID(ECID)は、アプリケーション・サーバーを介して移動する場合のリクエストを追跡します。この情報は、単一のタスクを実行する単一のユーザーに検出された関連する問題の関連付けに使用できるため、診断目的に役立ちます。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

ECIDは、データベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。サポート・ワークベンチを使用して問題をパッケージ化する場合、追加の問題をパッケージに関連付けて含めるため、サポート・ワークベンチでECIDを使用します。





3.10.5 影響

発生した問題の影響を査定するオプションのフィールド(空の場合があります)。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

影響は、データベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

このフィールドは、情報を表示するのみです。診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。





3.10.6 インシデントID

インシデントIDは、診断インシデント(問題の1回の発生)を一意に識別する数値です。

次の表は、メトリックの値が収集される頻度を示しています。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと







データ・ソース

インシデントIDは、データベース・アラート・ログから抽出されます。


ユーザーの処理

診断インシデントは通常ソフトウェア・エラーを示し、Enterprise Managerサポート・ワークベンチを使用してOracleに報告する必要があります。問題は、同じインシデントの1回以上の発生です。サポート・ワークベンチを使用する場合、インシデントIDを使用して、パッケージ化してOracleに送信する正しい問題を選択できます。コマンドライン・ツールADRCIを使用する場合も、インシデントの表示コマンドとともにインシデントIDを使用して、インシデントの詳細を取得できます。







3.11 ジョブ・ディスパッチャ・パフォーマンス

このメトリック・カテゴリには、ジョブ・ディスパッチャのパフォーマンスに関する情報が含まれます。


3.11.1 ジョブ・ディスパッチャ処理時間(最近1時間の割合)

ジョブ・ディスパッチャは、必要に応じてジョブのスケジューリングを行います。これは定期的に起動して、ジョブを実行する必要があるかどうかを調べます。ジョブ・ディスパッチャがしきい値レベルを超えて実行している場合は、ジョブ・ロードの処理に問題があります。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_system_performance_log表の、最近1時間にジョブが実行された時間の合計を1時間で割り、100を掛けてパーセントで表します。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.11.2 ジョブ・ステップ/秒

ジョブ・ディスパッチャが処理した1秒当たりのジョブ・ステップの数(10分ごとにサンプリングした最近1時間の平均)。


データ・ソース

管理リポジトリ内のmgmt_job_execution表。


ユーザーの処理

このメトリックは情報を表示するのみです。







3.12 クリア済メトリック収集エラー/日

このメトリック・カテゴリは、日ごとにクリアされるメトリック収集エラーに関する情報を提供します。


3.12.1 クリア済エラー件数

このメトリックは、その日にクリアされたメトリック収集エラーの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	毎日











3.13 レポート済メトリック収集エラー/日

このメトリック・カテゴリは、日ごとにレポートされるメトリック収集エラーに関する情報を提供します。


3.13.1 レポート済エラー件数

このメトリックは、日ごとにレポートされたメトリック収集エラーの数を表します。


表3-2 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
毎日

	
定義なし

	
定義なし

	
メトリック収集エラー数%value%が警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













3.14 通知配信パフォーマンス

このメトリック・カテゴリは、使用中の通知方法の様々なパフォーマンス測定値をレポートするリポジトリ・メトリックに関する情報を提供します。サポートされる通知方法を、次に示します。

	
EMAIL


	
OSCMD


	
PLSQL


	
SNMP


	
SNMPV3 (リリース12c (12.1.0.4以上))


	
JAVA


	
TICKET





3.14.1 平均通知時間(秒)

このメトリックは、この問題がEnterprise Managerに発行されたときから通知が配信されるまでに費やされた時間の平均を秒単位で表します。

データ・ソース

	
このメトリックのデータは、em_notify_requests表およびem_notify_deliveries表から取得されます(リリース12c (12.1.0.4以上))。


	
このメトリックのデータは、name=method_name||_OMS_SECONDSであるmgmt_system_performance_logのエントリから取得されます




ユーザー・アクション

平均通知時間が徐々に長くなっている場合は、指定した通知方法が期待どおりに動作していることを確認します。必要ないまたは最新ではないすべてのインシデント・ルールを削除します。





3.14.2 通知処理時間(最近1時間の割合)

このメトリックは、通知システムが通知を送信する処理でアクティブであったCPU (経過時間)の割合を表します。

ユーザー・アクション

	
このメトリックのデータは、em_notify_requests表およびem_notify_deliveries表から取得されます(リリース12c (12.1.0.4以上))。


	
このメトリックのデータは、name=method_name||DELIVERY_MILLISであるmgmt_system_performance_logのエントリから取得されます(12c (12.1.0.4)より前のすべてのリリース)。




ユーザー・アクション

通知の処理時間が徐々に長くなっている場合は、通知方法が期待どおりに動作していることを確認します。必要ないまたは最新ではないすべてのインシデント・ルールを削除します。





3.14.3 処理された通知(過去1時間)

このメトリックは、過去1時間に管理サービスによって配信された通知の合計数を表します。

データ・ソース

	
このメトリックのデータは、em_notify_requests表およびem_notify_deliveries表から取得されます(リリース12c (12.1.0.4以上))。


	
このメトリックのデータは、name=method_name||DELIVERY_MILLISであるmgmt_system_performance_logのエントリから取得されます(12c (12.1.0.4)より前のすべてのリリース)。




ユーザー・アクション

処理された通知の数が数日間増加し続けている場合は、管理サービスを追加することを検討します。





3.14.4 保留通知数

このメトリックは、配信が保留されている通知の合計数を表します。

データ・ソース

	
このメトリックのデータは、em_notify_requests表およびem_notify_deliveries表から取得されます(リリース12c (12.1.0.4以上))。


	
このメトリックのデータは、consumer_nameがmethod_name%であるようなaq$em_notify_qtableから取得されます(12c (12.1.0.4)より前のすべてのリリース)。




ユーザー・アクション

保留されている通知の数が増加し続けている場合は、操作の問題を修正します。管理サービスを追加して、通知システムの能力を増強する必要があります。







3.15 通知ステータス

これは、通知システムがクリティカル状態と判断すると、範囲外通知を送信しようとする管理エージェント・メトリックです。通知システムは、その配信ワークロードを管理するためにデータベース・キュー表(em_notify_qtable)を使用し、対応するデータベース・ビューはAQ$EM_NOTIFY_QTABLEであることに注意してください。


3.15.1 通知の稼働/停止

次の条件のいずれかが存在すると、メトリックの値は、停止中です。それ以外の場合は稼働中です。

	
500を超える通知が1時間を超えて完了待ちとなっている


	
高度な通知デバイスが1時間を超えて通知を処理しておらず、後で通知を再試行する要求を行っている





表3-3 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
停止中

	
%Message%








データ・ソース

	
500を超える通知が1時間を超えて完了待ちとなっている場合、データはaq$em_notify_qtableから取得されます。


SELECT count(1)
 FROM aq$em_notify_qtable
WHERE msg_state='READY'
 AND consumer_name not like 'ADM%'
 AND consumer_name not like 'RCA1'
 AND enq_time <= sysdate - (1/24);


	
高度な通知デバイスが1時間を超えて通知を処理しておらず、後で通知を再試行する要求を行っている場合、データはem_notify_requeue表から取得されます。


  SELECT count(1)
        FROM (SELECT device_id, min(insertion_timestamp) as first_ts
            FROM EM_NOTIFY_REQUEUE
           GROUP BY device_id) a
WHERE a.first_ts > sysdate - (1/24);




ユーザー・アクション

	
保留通知数が大きい場合、通知方法が期待どおりに稼働していることを確認します。必要ないまたは最新ではないすべてのインシデント・ルールを削除します。管理サービスを追加して、通知システムの能力を増強する必要があります。


	
高度な通知方法が後での通知の再試行を要求している場合、原因となった問題を解決して、再試行が要求されないようにします。










3.16 全体ステータス

このメトリック・カテゴリは、管理リポジトリの全体的なステータスに関する情報を提供します。


3.16.1 過去10分間の全体バックオフ・リクエスト数

このメトリックは、過去10分間のバックオフ・リクエストの数を表します。


表3-4 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
定義なし











3.16.2 全体アップロードのバックログ(ファイル数)

このメトリックは、アップロードのバックログに存在するファイルの数を表します。


表3-5 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
定義なし











3.16.3 過去1時間にローダーによって処理された全行数

このメトリックは、過去1時間にデータ・ローダーによって処理された行の数を表します。


表3-6 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
定義なし











3.16.4 全体アップロードのバックログ(MB)

このメトリックは、アップロードのバックログのサイズ(MB)を表します。


表3-7 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
定義なし











3.16.5 未モニターのターゲット(%)

このメトリックは、監視されていないターゲットの割合を表します。


表3-8 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
25

	
50

	
定義なし











3.16.6 全体アップロード速度(MB/秒)

このメトリックは、管理リポジトリにデータをアップロードする速度を表します。


表3-9 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
定義なし













3.17 保留中のモニタリング・ジョブ

このメトリック・カテゴリは、保留中の監視ジョブに関する情報を提供します。


3.17.1 保留中のテンプレート適用

このメトリックは、ターゲットへの適用が保留されているテンプレートの数を表します。

監視テンプレートの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。


表3-10 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
保留中のテンプレート適用ジョブ数%value%が警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています











3.17.2 保留中のメトリック拡張のデプロイ

このメトリックは、保留中のメトリック拡張のデプロイの数を表します。

メトリック拡張の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。


表3-11 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
保留中の拡張デプロイメント・ジョブ数%value%が警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













3.18 リポジトリ収集パフォーマンス

このメトリック・カテゴリには、リポジトリ収集のパフォーマンスに関する情報が含まれます。各データは、収集ワーカーと呼ばれるリポジトリ・データベース内のバックグラウンドDBMSジョブによって収集されます。リポジトリのメトリックは、長期実行と短期実行のメトリックに分類されます。これらはタスク・クラス(短期タスク・クラスと長期タスク・クラス)と呼ばれます。いくつかの収集ワーカー(デフォルトは1)は短期タスク・クラスを処理し、別のいくつかの収集ワーカー(デフォルトは1)は長期タスク・クラスを処理します。「リポジトリ収集パフォーマンス」メトリックは、各タスク・クラスのリポジトリ・メトリック収集のパフォーマンス・データを測定します。このメトリックは、リポジトリ・メトリックの1つであるため、収集ワーカーによって収集されます。


3.18.1 平均収集時間(秒)

最近10分間に収集ワーカーが稼働していた合計時間を秒単位で表します。これは、リポジトリ収集サブシステムに対する負荷を示します。負荷が高い場合、収集の数が増加しているか、一部のメトリックで処理を完了するのに長い時間を要していると考えられます。このメトリックを「処理された収集」メトリックと関連付けて把握し、収集の数が増加しているか、メトリックの処理に長い時間を要しているかを判断する必要があります。

データ・ソース

このメトリックのデータは、job_name=MGMT_COLLECTION.Collection Subsystemという条件を満たすmgmt_system_performanceログのエントリから取得されます。





3.18.2 処理された収集

最近10分間に処理された収集の合計数。

データ・ソース

このメトリックのデータは、job_name=MGMT_COLLECTION.Collection Subsystemという条件を満たすmgmt_system_performanceログのエントリから取得されます。





3.18.3 実行待機中の収集

このメトリックの収集時点で実行を待機していた収集の合計数。この値が増加している場合、収集ワーカーが不足しているため、その数を増やす必要があります。実行待機中の収集は、システム起動時の初期段階では多く存在する可能性がありますが、その後は0(ゼロ)に近づいていくのが普通です。

データ・ソース

このメトリックのデータは、収集のすべてのリストを保持するmgmt_collection_tasks表のエントリから取得されます。

ユーザー・アクション

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.18.4 収集ワーカー数

収集を処理しているワーカーの合計数。

データ・ソース

このメトリックのデータは、mgmt_collection_workers表のエントリから取得されます。

ユーザー・アクション

このメトリックは情報を表示するのみです。





3.18.5 収集ワーカー間の合計スループット

すべての収集ワーカーによって1秒当たりに処理された収集の合計数。

データ・ソース

このメトリックのデータは、job_name=MGMT_COLLECTION.Collection Subsystemという条件を満たすmgmt_system_performanceログのエントリから取得されます。

ユーザー・アクション

このメトリックは情報を表示するのみです。







3.19 リポジトリ収集タスク・パフォーマンス

このメトリックは、リポジトリ収集タスクのパフォーマンスに関する情報を提供します。


3.19.1 実行時間(秒)

このメトリックは、収集タスクの実行時間を秒単位で表します。


表3-12 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
10分ごと

	
定義なし

	
定義なし

	
ターゲット・タイプ%task_target_type%のタスクID/メトリック%metric_name%の実行期間は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。













3.20 リポジトリ・ジョブ・ディスパッチャ

このメトリック・カテゴリには、リポジトリ・ジョブ・ディスパッチャに関する情報が含まれます。


3.20.1 ジョブ・ステップ・バックログ

すべてのディスパッチャがビジーだったために、スケジュールの準備はできているがスケジュールできなかったジョブ・ステップの数。

この数が徐々に増加している場合は、ジョブ・スケジューラがワークロードに対応できていないことを示します。

ユーザー・アクション

このメトリックは、予定されているスケジュール時間がすでに経過してしまったジョブ・ステップ(実行準備は整っているがまだ実行されていないジョブ・ステップ)の合計数を示します。この数値のグラフが長期にわたって徐々に増加している場合は、次のいずれかの処理を行う必要があります。

	
web.xmlファイルのem.jobs.shortPoolSize、em.jobs.longPoolSizeおよびem.jobs.systemPoolSizeプロパティを大きくします。web.xmlファイルは、様々なタイプのジョブ・ステップを処理するために割り当てるスレッド数を指定します。ショート・プール・サイズは、ロング・プール・サイズより大きくします。


	プロパティ	デフォルト値	推奨値	説明
	em.jobs.shortPoolSize	10	10 50	実行時間が15分未満のステップ
	em.jobs.longPoolSize	8	8 - 30	実行時間が15分を超えるステップ
	em.jobs.systemPoolSize	8	8 - 20	内部ジョブ(エージェントのpingなど)






	
別のホスト上で新しい管理アービスを追加します。


	
ジョブ・ステップの内容を調べ、効率が上がるかどうかを確認します。










3.21 リポジトリ操作ステータス

このメトリック・カテゴリは、管理リポジトリの操作ステータスに関する情報を提供します。リポジトリのメトリックは、長期実行と短期実行のメトリックに分類されます。


3.21.1 リポジトリ・ジョブ・スケジューラのステータス

このメトリックは、リポジトリ・ジョブ・スケジューラのステータスを表します。


表3-13 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
定義なし

	
停止中

	
リポジトリ・ジョブ・スケジューラは%value%です











3.21.2 長時間実行中のメトリック収集ステータス

このメトリックは、長時間実行中のメトリック収集のステータスを表します。


表3-14 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
一部稼働中

	
停止中

	
長時間実行中のメトリック収集ステータスは%value%です











3.21.3 短時間実行中のメトリック収集ステータス

このメトリックは、短時間実行中のメトリック収集のステータスを表します。


表3-15 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
一部稼働中

	
停止中

	
短時間実行中のメトリック収集ステータスは%value%です













3.22 リポジトリ・セッション

このメトリック・カテゴリには、リポジトリ・セッションに関する情報が含まれます。


3.22.1 リポジトリ・セッション数

管理サービスと管理リポジトリ・データベースの間のセッション件数。

データ・ソース

gv$sessionシステム・ビュー。

ユーザー・アクション

このメトリックは情報を表示するのみです。







3.23 レスポンス

このページは、Enterprise Managerが稼働中か停止しているかを示します。停止していた期間の履歴情報も含まれます。


3.23.1 ステータス

このメトリックは、Enterprise Managerが稼働中かまたは停止中かを表示します。有効な電子メール・アドレスでoracle_emrepターゲットを監視するエージェントを構成している場合、Enterprise Managerが停止したときに電子メール通知を受信できます。

次の表は、メトリックの値が収集され、デフォルトのしきい値と比較される頻度を示しています。


表3-16 メトリック・サマリー表

	ターゲットのリリース	評価および収集頻度	アップロード頻度	演算子	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	通知前の発生の連続回数	アラート・テキスト
	
すべてのリリース

	
5分ごと

	
アップロードなし

	
=


	
定義なし

	
0

	
1

	
%Message%









データ・ソース

sysman/admin/scripts/emrepresp.pl


ユーザー・アクション

このメトリックは、次の項目を確認します。

	
管理リポジトリ・データベースが稼働していてアクセス可能かどうか。

管理リポジトリ・データベースが停止している場合は、起動します。「ユーザー名またはパスワードが無効です」というエラーが表示された場合、oracle_emrepターゲットの名前およびパスワードが、リポジトリ所有者の名前およびパスワードと同じであることを確認します。


	
1つ以上の管理サービスが実行中かどうか。

管理サービスが実行中でない場合は、開始します。


	
「リポジトリ・メトリック」のDBMSジョブが実行中かどうか。

DBMSジョブが停止中であるか、無効なスケジュールが割り当てられている場合、「DBMSジョブの無効なスケジュール」メトリックの「ユーザーの処理」で説明している処理を実行し、ジョブを再起動します。










3.24 サービスの初期化エラー

このカテゴリは、ローダーやイベントなどのサービスで発生した初期化エラーに関する情報を提供します。


3.24.1 サービス・ステータス

OMSの起動時にOMSサービス(ローダー、通知、PingRecorderなど)の初期化に失敗すると、このメトリックが生成されます。現在、このメトリックを使用しているのはLoaderサービスのみです。

このメトリックにはキー列が2つと、キーなし列が1つあります。

	
キー列は管理サービスとサービス名です。キーの値により、初期化に失敗したサービス・インスタンスが一意に識別されます。


	
キーなし列はサービス・ステータスです。この列により、サービスが問題なく実行されているかどうかがわかります。また、OMS起動時にエラーが発生していないかどうかもわかります。

















4 Oracleホーム


Oracleホーム・ディレクトリ・メトリックは、各メトリックに関する説明、収集の統計、データソース、複数のしきい値(該当する場合)およびユーザー処理の情報を提供します。


4.1 パッチで修正されたバグ

パッチは1つ以上のバグ修正で構成されます。このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリに適用されたパッチに含まれるすべてのバグ修正を収集します。


4.1.1 バグ番号

このメトリックは、パッチのバグ番号を表します。1つのパッチには、修正された複数のパッチがあることもあります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.1.2 バグの説明

このメトリックは、パッチ内のバグの簡単な説明を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.1.3 パッチID

このメトリックは、1つ以上のバグ修正を含むパッチ番号を表します。パッチIDは、複数のパッチで同じ場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.1.4 パッチ言語

これは、パッチの言語です。通常はen (英語)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.1.5 パッチUPI

これは、一意のパッチ識別子です。パッチによっては、パッチIDが同じでパッチ識別子が異なる場合があります。これはパッチ・アドバイザを発行するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.2 コンポーネント依存性

Oracleホーム内のコンポーネントは、他のコンポーネントに依存する場合があります。このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリ内のコンポーネント間における依存性の情報を収集します。


4.2.1 コンポーネント名

これは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントの内部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.2.2 コンポーネント・バージョン

これは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントのベース・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.2.3 依存先の名前

これは、同一または別のOracleホームにインストールされている依存コンポーネントの内部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.2.4 依存先バージョン

これは、同一または別のOracleホームにインストールされている依存コンポーネントのベース・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.2.5 依存先ホームGUID

これは、依存コンポーネントがインストールされるOracleホームのホーム・グローバル一意識別子です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.3 コンポーネント・インストール・タイプ

インストールされる各コンポーネントには、それぞれインストール・タイプがあります。その情報が製品のインストールによって作成され、このメトリックで収集されます。


4.3.1 コンポーネント名

これは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントの内部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.3.2 コンポーネント・バージョン

これは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントのベース・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.3.3 名前ID

これは、インストール・タイプ名IDです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.3.4 説明ID

これは、インストール・タイプ説明IDです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.3.5 インストール・タイプ名

これは、インストールのタイプ(基本、EEなど)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.4 CRSノード・リスト

このメトリックは、クラスタ・インストールに参加しているノードのノード情報を収集します。


4.4.1 ノード

このメトリックは、CRSクラスタ内のノードを構成するノード・ホストの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.5 パッチの影響を受けるファイル

各パッチは1つ以上のコンポーネントに影響を与え、各コンポーネントは多くのファイルで構成されています。このメトリックは、このパッチをOracleホーム・ディレクトリに適用することよって影響を受ける様々なファイルに関する情報を収集します。


4.5.1 コンポーネント名

このメトリックは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントの内部名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.5.2 コンポーネント・バージョン

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリにインストールされているコンポーネントのベース・バージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.5.3 ファイル名

このメトリックは、パッチによって影響を受けるファイルの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.5.4 パッチID

このメトリックは、1つ以上のバグ修正を含むパッチ番号を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.5.5 パッチ言語

このメトリックは、パッチの言語を表します。通常はen (英語)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.5.6 パッチUPI

このメトリックは、一意のパッチ識別子(UPI)を表します。パッチによっては、パッチIDが同じでパッチ識別子が異なる場合があります。これはパッチ・アドバイザを発行するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.6 Oracleホームのクローニング・プロパティ

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリのクローニングとプロビジョニングに後で使用されるすべてのプロパティを収集します。


4.6.1 プロパティ名

これは、クローニングに使用するプロパティの名前です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.6.2 プロパティ値

これは、クローン・プロパティ値です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.7 Oracleホームのコンポーネント

Oracleホームのインストールは多くのコンポーネントで構成されます。このメトリックは、インストールされているすべてのコンポーネントについて、そのバージョンやインストール日などの詳細を収集します。


4.7.1 コンポーネント名

このメトリックは、Oracleホームにインストールされているコンポーネントの内部名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.2 コンポーネント・バージョン

これは、Oracleホーム・ディレクトリにインストールされているコンポーネントのベース・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.3 現行バージョン

このメトリックは、コンポーネントの現在の更新バージョンを表します。コンポーネントのバージョンは、「パッチセット・アップデート」または「パッチ・セット」で更新できます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.4 説明

このメトリックは、コンポーネントの簡単な説明を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.5 外部名

このメトリックは、コンポーネントの外部名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.6 インストール場所

このメトリックは、コンポーネントをインストールする場所を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.7 インストーラのバージョン

このメトリックは、インストール時に使用されたインストーラのバージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.8 インストール時間

このメトリックは、インストールの日時を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.9 トップ・レベル・コンポーネント

このメトリックは、トップ・レベル・コンポーネントであるかどうかを表します(0または1)。すべてのOracleホーム・ディレクトリに、1つ以上のトップ・レベル・コンポーネントが存在します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.10 言語

このメトリックは、コンポーネント・インストールでサポートされる言語のリストを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.7.11 最小アンインストーラ・バージョン

このメトリックは、コンポーネントの削除に使用される最小のOUIインストーラを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.8 Oracleホームの依存性

以前のバージョンのOracle Universal Installer (OUI)では、Oracleホーム・ディレクトリ内の1つのコンポーネントが別のOracleホーム・ディレクトリ内の別のコンポーネントに依存することが許容されていました。このメトリックは、この依存性情報を収集します。


4.8.1 依存先ホームの場所

Oracleホーム・ディレクトリ間の依存性の場合、このメトリックは、他のOracleホーム・ディレクトリの場所を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.9 Oracle Home情報

このメトリック・カテゴリは、ARU ID、Oracleホーム・ディレクトリのサイズまたはOUI_IDなど、Oracleホーム・ディレクトリのすべての一般プロパティを収集します。


4.9.1 ARU ID

このメトリックは、Oracleホーム・インストールの自動リリース更新(ARU) IDを表します。ARUからパッチ・アドバイザを発行するとき、これを利用してオペレーティング・システムのプラットフォームとバージョンが特定されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.2 ホームの場所

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリがインストールされる完全なパスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.3 ホーム・ベース

このメトリックは、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ(Oracle Fusion Applications製品の場合)およびコンポジット・ホームの場所(コンポジット・ホームのメンバーの場合)を表します。コンポジット・ホーム・ディレクトリは、コアおよびプラグインのOracleホーム・ディレクトリがインストールされる場所です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.4 ホーム・サイズ

このメトリックは、インベントリで測定されたOracleホームの推定サイズをKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.5 ホーム・タイプ

これは、Oracleホーム・タイプです。OUIでインストールされたOracleホーム・ディレクトリではO、Oracle WebLogicホーム・ディレクトリではWです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.6 インベントリ

これは、Oracleホーム・ディレクトリが登録されている中央インベントリの場所です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.7 クローニング可能

これは、Oracleホーム・ディレクトリがクローニング可能であるかどうかを表します。Oracle WebLogicホーム・ディレクトリは、常にクローニング可能です。OUIでインストールされたOracleホーム・ディレクトリは、その内部のコンポーネントがすべてクローニング可能であればクローニング可能です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.8 CRS

このメトリックは、Cluster Ready Services(CRS)インストールであるかどうかを表します(0または1)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.9 OHグループ

これは、Oracleホーム・ディレクトリをインストールしたユーザーのオペレーティング・システム・グループ名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.10 OHグループID

これは、Oracleホーム・ディレクトリをインストールしたユーザーのオペレーティング・システム・グループIDです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.11 OH所有者

これは、Oracleホーム・ディレクトリをインストールしたユーザーのオペレーティング・システム所有者名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.12 OH所有者グループ

ユーザーが所属するすべてのオペレーティング・システム・グループ名。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.13 OH所有者グループID

ユーザーが所属するすべてのオペレーティング・システム・グループID。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.14 OH所有者ID

これは、Oracleホーム・ディレクトリをインストールしたユーザーのオペレーティング・システム所有者IDです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.15 Oracleベース

これは、Oracleホーム・ディレクトリがインストールされているOracleベースです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.16 OUIホームGUID

これは、OUI Oracleホーム・グローバル一意識別子です。これは、すべてのOracle製品インストールで一意です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.17 OUIホーム名

これは、Oracleホーム・ディレクトリの読取り可能な名前です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.9.18 OUIプラットフォームID

これは、Oracleホーム・ディレクトリのプラットフォームIDです。これはリリース10.1以下で使用されていました。ARU_IDに置き換わりましたが、古いインストールには引き続き有効です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.10 Oracleパッチ

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリに適用されたすべてのパッチを収集します。


4.10.1 説明

これは、パッチの説明です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.2 インストール時間

これは、パッチがインストールされたインストール時間です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.3 インストーラのバージョン

これは、パッチのインストールに使用されたOUIインストーラです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.4 オンラインです

このメトリックは、パッチがオンライン・パッチであるかオフライン・パッチであるかを表します。オンライン・パッチは、稼働中のライブ・データベース・インスタンスに適用できるパッチです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.5 PSUである

このメトリックは、これがパッチセット更新であるかどうかを表します。パッチセット・アップデートは、個別パッチと似ていますが、コンポーネントのマイナー・バージョンを変更することができます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.6 ロールバック可能

このメトリックは、パッチがロールバックできるかどうかを表します(0または1)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.7 パッチID

これは、1つ以上のバグ修正を含むパッチの番号です。このIDは、複数のパッチで同じ場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.8 パッチ言語

このメトリックは、パッチの言語を表します。通常はen (英語)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.9 パッチUPI

これは、一意のパッチ識別子(UPI)です。パッチによっては、パッチIDが同じでパッチ識別子が異なる場合があります。これはパッチ・アドバイザを発行するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.10 プロファイル

プロファイル名は、Oracle Fusion Applicationsのパッチでのみ使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.10.11 XMLインベントリ・ロケーション

これは、Oracleホーム・ディレクトリ内のパッチXMLインベントリ・ロケーションです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.11 Oracleパッチセット

Oracleパッチセットは、各コンポーネントに対する多くのPS_Patch (バージョニング済パッチとも呼ばれます)で構成されます。パッチセットは常に累積的なので、パッチセットのコンポーネントはすべて、そのパッチセットの適用後にバージョン番号が上がります。このメトリックは、その情報を収集します。


4.11.1 説明

これは、パッチセットの簡単な説明です。パッチセットには、1つ以上のバージョニング済パッチが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.2 外部名

これは、パッチセットの外部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.3 インストーラのバージョン

これは、パッチセットのインストールに使用されたOUIインストーラ・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.4 インストール時間

これは、パッチセットのインストール時間です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.5 インベントリの場所

これは、パッチセットのインベントリの場所です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.6 最小アンインストーラ・バージョン

これは、バージョニング済パッチの削除に使用するOUIインストーラの最小バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.7 パッチセット名

これは、パッチセットの内部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.11.8 パッチセット・バージョン

これは、パッチセット・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.12 Oracleバージョニング済パッチ

Oracleパッチセットは、Oracleホーム・ディレクトリにある様々なコンポーネントに対応する多数のバージョニング済パッチで構成されます。このメトリックは、パッチセットとそのバージョンに影響されるすべてのコンポーネントの情報を収集します。


4.12.1 ベース・コンポーネント・バージョン

これは、バージョニング済パッチが適用されるベース・コンポーネント・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.2 説明

これは、バージョニング済パッチの簡単な説明です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.3 外部名

これは、バージョニング済パッチの外部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.4 インストール場所

これは、バージョニング済パッチがインストールされる場所を示すパスです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.5 インストーラのバージョン

これは、インストール時に使用されたOUIインストーラのバージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.6 インストール時間

これは、バージョニング済パッチがインストールされた時間です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.7 言語

このメトリックは、バージョニング済パッチでサポートされている言語を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.8 最小アンインストーラ・バージョン

これは、バージョニング済パッチの削除に使用するOUIインストーラの最小バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.9 パッチセット名

これは、このバージョニング済パッチを含むパッチセットの名前です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.10 パッチセット・バージョン

これは、このバージョニング済パッチを含むパッチセットのバージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.11 VPATCH名

これは、バージョニング済パッチ名(バージョニング済パッチを適用するコンポーネント名と同じにする必要があります)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.12.12 VPATCHバージョン

これは、バージョニング済パッチのバージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.13 パッチが行われたコンポーネント

パッチは多くのバグ修正で構成され、それぞれで様々なコンポーネントが修正されています。このメトリックは、パッチによって修正される様々なコンポーネントの情報を収集します。


4.13.1 コンポーネント名

これは、個別パッチが適用されるコンポーネントの内部名です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.2 コンポーネント・バージョン

これは、パッチが適用されるコンポーネントのベース・バージョンです。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.3 バージョン:自

これはパッチセット・アップデートにのみ存在し、パッチが適用されるコンポーネントのバージョンに対応します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.4 パッチID

このメトリックは、パッチID番号を表します。パッチIDは、複数のパッチで同じ場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.5 パッチ言語

このメトリックは、パッチの言語を表します。通常はen (英語)です。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.6 パッチUPI

このメトリックは、一意のパッチ識別子を表します。パッチによっては、パッチIDが同じでパッチ識別子が異なる場合があります。これはパッチ・アドバイザを発行するときに使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。





4.13.7 バージョン:至

これはパッチセット・アップデート(PSU)にのみ存在し、PSU適用後のコンポーネントの新しいバージョンに対応します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと






データ・ソース

データはインベントリから取得されます。

ユーザー・アクション

なし。







4.14 レスポンス

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリが存在するかどうか、および読取り可能かどうかの、Oracleホーム・ディレクトリの可用性を収集します。


4.14.1 ステータス

このメトリックは、Oracleホーム・ディレクトリが利用可能かどうかを表します。














5 サービス・メトリック


この章では、「サービス」メトリックについて説明します。


5.1 CalDAVメトリック

このメトリックは、カレンダ・サーバー(CALDAV)サービスのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.1.1 [CalDAV]カレンダ・アクセス検証時間

このメトリックは、CalDAV URLへのカレンダ・アクセスの検証にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.2 [CalDAV]イベントの追加時間

このメトリックは、カレンダ・イベントの追加にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.3 [CalDAV]タスクの追加時間

このメトリックは、カレンダ・タスクの追加にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.4 [CalDAV]接続時間

このメトリックは、CalDAVサーバーへの接続にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.5 [CalDAV]コンテンツのリスト時間

このメトリックは、フォルダのコンテンツのリストにかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.6 [CalDAV]イベントの削除時間

このメトリックは、カレンダ・タスクの削除にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.7 [CalDAV]タスクの削除時間

このメトリックは、カレンダ・タスクの削除にかかった時間(ミリ秒単位)です。





5.1.8 [CalDAV]ステータス

このメトリックは、CalDAVサービスを介して作成されたトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.1.9 [CalDAV]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、CalDAVサービスを介して作成されたトランザクションを完了するまでに費やした合計時間を表します。





5.1.10 [CalDAV]イベント週の表示時間(ミリ秒)

このメトリックは、週のカレンダ・イベントをリストするために費やした時間を表します。





5.1.11 [CalDAV]タスク週の表示時間(ミリ秒)

このメトリックは、週のカレンダ・タスクをリストするために費やした時間を表します。





5.1.12 [CalDAV]ステータス・メッセージ

このメトリックは、ステータスの説明を表します。







5.2 「DNSレスポンス」メトリック

次の各項では、「DNSレスポンス」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


ユーザー・アクション

TTL値が小さい場合、より長時間のキャッシュを可能にするようDNSサービスを構成できます。


5.2.1 [DNS]再試行回数

このメトリックは、DNS参照が成功するまでの再試行の合計回数を表します。

ユーザー・アクション

TTL値が小さい場合、より長時間のキャッシュを可能にするようDNSサービスを構成できます。





5.2.2 [DNS]結果数

このメトリックは、DNSリクエストへのレスポンスに複数の応答が含まれている可能性があることを表します。これは、DNSサービスからのレスポンスに含まれる応答数(IPアドレスの数など)を示します。


ユーザー・アクション

結果数が予想していた数と異なる場合、DNSサービスの構成を調べる必要があります。





5.2.3 [DNS]ステータス

このメトリックは、問合せが成功したかどうかを表します。


ユーザー・アクション

詳細は、「結果」メトリックを参照してください。





5.2.4 [DNS]合計接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、DNSサービスへの接続に費やした時間を表します。このメトリックは、TCPプロトコルを使用した問合せで収集されます。


ユーザー・アクション

合計接続時間が長い場合、ネットワークの混雑が問題となっている可能性があります。





5.2.5 [DNS]合計レスポンス時間(ミリ秒)

このメトリックは、DNSサービスからのレスポンスを受信するために費やした合計時間を表します。


ユーザー・アクション

応答前にDNSサーバーで参照を実行する必要があると、レスポンス時間が異常に長くなることがあります。合計レスポンス時間が常に長い場合は、ネットワークが遅くなっているか、DNSサーバーでのレスポンス生成に問題が発生している可能性があります。tracerouteを使用してネットワークの問題を診断してください。





5.2.6 [DNS]TTL(秒)

このメトリックは、DNSリクエストへのレスポンスに複数の応答が含まれている可能性があることを表します。DNSレスポンスの各応答には、クライアントで応答をキャッシュできる秒数を示したTTL(Time To Live)が含まれます。ここでレポートされるTTL値は、DNSレスポンスに含まれるすべての応答のうちの最小TTLです。


ユーザー・アクション

TTL値が小さい場合、より長時間のキャッシュを可能にするようDNSサービスを構成できます。





5.2.7 DNS結果

このメトリックは、DNS問合せの結果を表します。ステータスが停止中となった場合、その理由がここに表示されます。







5.3 「FTPレスポンス」メトリック

このメトリックは、FTPサービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.3.1 [FTP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、FTPサービスへの接続に費やした時間を表します。





5.3.2 [FTP]ダウンロード速度(KB/秒)

このメトリックは、データがFTPサービスからダウンロードされた速度を表します。





5.3.3 [FTP]ダウンロード時間(ミリ秒)

このメトリックは、サービスからファイルをダウンロードするために費やした合計時間を表します。





5.3.4 [FTP]ログイン時間(ミリ秒)

このメトリックは、FTPサービスへのログインに費やした時間を表します。





5.3.5 [FTP]NOOP時間(ミリ秒)

このメトリックは、NOOPの実行に費やした時間を表します。NOOP (操作なし)は、FTPサービスが「OK」ステータスでレスポンスするリクエストです。NOOPに対するレスポンスの生成は最小限の手順で済むため、NOOPはネットワークのラウンドトリップ時間とほぼ同じになります。





5.3.6 [FTP]再試行回数

このメトリックは、テストが成功するまでに要した再試行の回数を表します。





5.3.7 [FTP]ステータス

このメトリックは、すべてのリクエストが正常に完了し、ダウンロード・ファイルがアップロード・ファイルと一致したことを表します。





5.3.8 [FTP]ステータスの説明

このメトリックは、任意のサービス失敗に関する理由の詳細を表します。





5.3.9 [FTP]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、FTPサービスをテストするために費やした合計時間を表します。





5.3.10 [FTP]アップロード時間(ミリ秒)

このメトリックは、ファイルをサービスにアップロードするために費やした時間を表します。





5.3.11 [FTP]アップロード速度(ミリ秒)

このメトリックは、データがFTPサービスからダウンロードされた速度を表します。







5.4 「HTTP RAW」メトリック

次の各項では、「HTTP RAW」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.4.1 HTTP RAW: 接続当たりの時間

このメトリックは、トランザクション内のすべてのページの平均接続時間を測定します。平均接続時間は、合計接続時間を接続数で除算することにより算出されます。接続時間は、レスポンス時間の問題を特定して修正するのに役立つ、トランザクションのフェーズの1つです。


ユーザー・アクション

平均接続時間を一定期間調べることにより、ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、Webアプリケーションのレスポンス時間が遅くなっているかどうかを確認できます。





5.4.2 HTTP RAW: 中断URL数

このメトリックは、トランザクション、ステップまたはステップ・グループによりアクセスされたページのコンテンツを表示する際に発生したエラーの数を測定します。たとえば、GIFイメージやスタイルシートが存在しない場合、このメトリックの値が増加します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、Webアプリケーションにより提供されるページの品質を測定します。たとえば、このメトリックの値が大きい場合、ファイルが移動されているか、アプリケーション内の相対リンクが破損している可能性があります。





5.4.3 HTTP RAW: 中断URL詳細

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





5.4.4 HTTP RAW: 接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクション、ステップまたはステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





5.4.5 HTTP RAW: ページ当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ、ステップ・グループまたはトランザクションのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.4.6 HTTP RAW: HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを個々のフェーズに分解します。各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





5.4.7 HTTP RAW: 非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





5.4.8 HTTP RAW: 認識された最も遅いページ / ページ要素時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションにおいて最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.4.9 HTTP RAW: 1ページ/ページ要素当たりの認識時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.4.10 HTTP RAW: 認識合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.4.11 HTTP RAW: リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、トランザクション内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





5.4.12 HTTP RAW: 行タイプ

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションでメトリックが収集されるかどうかを表します。





5.4.13 HTTP RAW: ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.4.14 HTTP RAW: ステータスの説明

ビーコンがステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはエラーの説明を返します。





5.4.15 HTTP RAW: 合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.4.16 HTTP RAW: 転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





5.4.17 HTTP RAW: 最初のバイトのレスポンス時間

Enterprise Managerでは、各トランザクション、ステップまたはステップ・グループを個々のフェーズに分解します。各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.4.18 HTTP RAW: URL

このメトリックは、ステップに関連付けられているURLを表します。





5.4.19 HTTP RAW: DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。







5.5 「HTTPステップ・グループ」メトリック

次の各項では、「HTTPステップ・グループ」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.5.1 [HTTPステップ・グループ]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。ステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





5.5.2 [HTTPステップ・グループ]中断URL数

このメトリックは、ステップ・グループによりアクセスされたページのコンテンツを表示する際に発生したエラーの数を測定します。たとえば、GIFイメージやスタイルシートが存在しない場合、このメトリックの値が増加します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、Webアプリケーションにより提供されるページの品質を測定します。たとえば、このメトリックの値が大きい場合、ファイルが移動されているか、アプリケーション内の相対リンクが破損している可能性があります。





5.5.3 [HTTPステップ・グループ]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.5.4 [HTTPステップ・グループ]中断URL詳細

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





5.5.5 [HTTPステップ・グループ]ページ当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ・グループのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.5.6 [HTTPステップ・グループ]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





5.5.7 [HTTPステップ・グループ]DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





5.5.8 [HTTPステップ・グループ]非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





5.5.9 [HTTPステップ・グループ]認識された最も遅いページ時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ・グループにおいて最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.5.10 [HTTPステップ・グループ]ページ当たりの認識時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ・グループにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.5.11 [HTTPステップ・グループ]認識合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ・グループをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.5.12 [HTTPステップ・グループ]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。ステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、ステップ・グループ内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





5.5.13 [HTTPステップ・グループ]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.5.14 [HTTPステップ・グループ]ステータスの説明

ビーコンがステップ・グループを正常に実行できない場合、このメトリックはステップ・グループの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.5.15 [HTTPステップ・グループ]接続当たりの時間(ミリ秒)

これは、接続時間をステップ・グループの処理時に確立される接続数で割ったものです。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





5.5.16 [HTTPステップ・グループ]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





5.5.17 [HTTPステップ・グループ]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ・グループを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。







5.6 「HTTPトランザクション」メトリック

次の各項では、「HTTPトランザクション」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.6.1 [HTTPトランザクション]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





5.6.2 [HTTPトランザクション]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.6.3 [HTTPトランザクション]ページ当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をトランザクションのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.6.4 [HTTPトランザクション]非HTML時間(ミリ秒)

このメトリックは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するために費やした時間を表します。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





5.6.5 [HTTPトランザクション]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





5.6.6 [HTTPトランザクション]認識された最も遅いページ時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションの最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.6.7 [HTTPトランザクション]ページ当たりの認識時間(ミリ秒)

トランザクションにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.6.8 [HTTPトランザクション]認識合計時間

このメトリックは、トランザクションをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.6.9 [HTTPトランザクション]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、トランザクション内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





5.6.10 [HTTPトランザクション]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.6.11 [HTTPトランザクション]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.6.12 [HTTPトランザクション]接続当たりの時間(ミリ秒)

これは、接続時間をトランザクションの処理時に確立される接続数で割ったものです。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





5.6.13 [HTTPトランザクション]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションの処理にかかった合計時間を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.6.14 [HTTPトランザクション]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。







5.7 「HTTPユーザー処理」メトリック

次の各項では、「HTTPユーザー処理」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.7.1 [HTTPステップ]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





5.7.2 [HTTPステップ]中断URL数

このメトリックは、ステップによりアクセスされたページのコンテンツを表示する際に発生したエラーの数を測定します。たとえば、GIFイメージやスタイルシートが存在しない場合、このメトリックの値が増加します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、Webアプリケーションにより提供されるページの品質を測定します。たとえば、このメトリックの値が大きい場合、ファイルが移動されているか、アプリケーション内の相対リンクが破損している可能性があります。





5.7.3 [HTTPステップ]中断URLコンテンツ

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





5.7.4 [HTTPステップ]DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





5.7.5 [HTTPステップ]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ要素を分解します。各ステップ要素のパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.7.6 [HTTPステップ]ページ要素当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ要素の数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





5.7.7 [HTTPステップ]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップを分解します。各ステップ要素のパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





5.7.8 [HTTPステップ]非HTML時間(ミリ秒)

このメトリックは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するために費やした時間を表します。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





5.7.9 [HTTPステップ]認識された最も遅いページ要素時間(ミリ秒)

このメトリックは、最も遅いステップ要素をWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはステップを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.7.10 [HTTPステップ]ページ要素当たりの認識時間(ミリ秒)

このメトリックは、各ステップ要素をWebブラウザで処理する場合に予想される平均時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.7.11 [HTTPステップ]認識合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ要素をWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.7.12 [HTTPステップ]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップを個々のフェーズに分解します。ステップの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、ステップ内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





5.7.13 [HTTPステップ]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.7.14 [HTTP]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.7.15 [HTTPステップ]接続当たりの時間(ミリ秒)

このメトリックは、接続時間をステップの処理時に確立される接続数で割ったものを表します。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





5.7.16 [HTTPステップ]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





5.7.17 [HTTPステップ]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





5.7.18 [HTTPステップ]URL

これは、ステップに関連付けられたURLです。







5.8 「ICMPエコー・レスポンス」メトリック

次の各項では、「ICMPエコー・レスポンス」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.8.1 [ICMP Ping]最後のホスト

このメトリックは、最終的な接続先への転送中に正常に到達した最後のノードを表します。


ユーザー・アクション

最後のホストが接続先のノードではない場合は、最後のホストと接続先のノードの間にネットワーク上の問題が存在している可能性があります。ホストが稼働しており、停止しているルーターがないことを確認してください。





5.8.2 [ICMP Ping]ホップ数

このメトリックは、ホストに到達するまでに転送されたネットワーク・ノードの数を表します。


ユーザー・アクション

この数が予想より多い場合は、ネットワーク構成を調べてください。ルーターがパケットを間違ってルーティングしている可能性があります。





5.8.3 [ICMP Ping]ドロップしたパケット(%)

このメトリックは、接続先に到達できなかったパケットの割合を表します。


ユーザー・アクション

パケットがドロップされる理由は、通常、ネットワークの混雑です。混雑の原因を取り除くか、ネットワーク帯域幅をアップグレードしてください。





5.8.4 [ICMP Ping]レスポンス時間(ミリ秒)

このメトリックは、エージェントが、ホストに送信された各pingのレスポンスを受信するまで待機した平均時間を表します。


ユーザー・アクション

レスポンス時間が遅い場合、ネットワークが混雑しているか、パケットがホストに到達するのに時間がかかっている可能性があります。ネットワーク構成を調べてください。レスポンス時間が遅い場合は、ホップ数も多くなるのが普通です。





5.8.5 [ICMP Ping]ステータス

このメトリックは、エージェントからホストに到達可能であることを表します。







5.9 「IMAPレスポンス」メトリック

このメトリックは、IMAPサービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.9.1 [IMAP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、IMAP接続のオープンに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.9.2 [IMAP]ログイン時間(ミリ秒)

このメトリックは、IMAPサービスへのログインに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.9.3 [IMAP]ステータス

このメトリックは、IMAPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.9.4 [IMAP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、IMAPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.9.5 [IMAP]電子メールの読取り時間(ミリ秒)

このメトリックは、電子メール・メッセージの読取りに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.9.6 [IMAP]フォルダのリスト時間(ミリ秒)

このメトリックは、電子メール・フォルダをリストするために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.9.7 [IMAP]タイミング(ミリ秒)

このメトリックは、IMAP接続のオープン、IMAPサービスへのログイン、電子メール・フォルダのリスト表示、および電子メール・メッセージの読取りに費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。





5.9.8 電子メールの削除取消し時間

このメトリックは、電子メールの削除取消しにかかった合計時間(ミリ秒単位)です。





5.9.9 電子メールの削除時間

このメトリックは、電子メールの削除にかかった合計時間(ミリ秒単位)です。







5.10 JDBCレスポンスメトリック

次に、JDBCレスポンスメトリックとその説明を示します。


5.10.1 [JDBC]ステータス

このメトリックは、JDBC接続を介して行われた問合せが成功したかどうかを表します。





5.10.2 [JDBC]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、JDBCを介してデータベースに接続し、問合せを実行するために費やした合計時間を表します。これは、接続時間、準備時間、実行時間、フェッチ時間およびクローズ時間の合計です。





5.10.3 [JDBC]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、データベースに接続するために費やした合計時間を表します。





5.10.4 [JDBC]準備時間(ミリ秒)

このメトリックは、JDBC文を準備するために費やした時間を表します。これには、通常、問合せ内のオブジェクト・タイプのメタデータをフェッチする時間も含まれます。





5.10.5 [JDBC]実行時間(ミリ秒)

このメトリックは、JDBC文を実行するために費やした時間を表します。





5.10.6 [JDBC]フェッチ時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーからデータを取得するために費やした時間を表します。





5.10.7 [JDBC]クローズ時間(ミリ秒)

このメトリックは、接続をクローズするために費やした時間を表します。





5.10.8 [JDBC]フェッチされた行数

このメトリックは、問合せでフェッチされた行の合計数を表します。





5.10.9 [JDBC]行当たりの合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、テスト全体の実行時間をフェッチ行数で割った時間(合計時間をフェッチ行数で割ったもの)を表します。





5.10.10 [JDBC]行当たりのフェッチ時間(ミリ秒)

このメトリックは、各行をフェッチするために費やした時間(フェッチ時間をフェッチ行数で割ったもの)を表します。





5.10.11 [JDBC]ステータスの説明

このメトリックは、ステータスの説明を表します。







5.11 「LDAPレスポンス」メトリック

このメトリックは、LDAPサービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.11.1 [LDAP]アドレス検索時間(ミリ秒)

このメトリックは、LDAPサーバーに対して電子メール・アドレス検索を実行するために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.11.2 [LDAP]ベース検索時間(ミリ秒)

このメトリックは、LDAPサーバーに対してベース検索を実行するために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.11.3 [LDAP]比較時間(ミリ秒)

このメトリックは、LDAPサーバーに対して比較操作を実行するために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。この操作は、LDAPアクティビティへのログインをシミュレートします。





5.11.4 [LDAP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、LDAP接続をオープンするために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.11.5 [LDAP]メッセージ検索時間(ミリ秒)

このメトリックは、LDAPサーバーに対して電子メール・メッセージ検索を実行するために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.11.6 [LDAP]ステータス

このメトリックは、LDAPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.11.7 [LDAP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、LDAPサービスのステータスが「停止中」の場合に、ステータスの詳細な説明を表します。







5.12 「NNTPレスポンス」メトリック

次の表は、「NNTPレスポンス」メトリックとその説明を示しています。


5.12.1 [NNTP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、NNTP接続のオープンに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.12.2 [NNTP]ステータス

このメトリックは、NNTPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.12.3 [NNTP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、NNTPサービスのステータスが「停止中」の場合に、ステータスの詳細な説明を表します。





5.12.4 [NNTP]ニュース記事のポスト時間(ミリ秒)

このメトリックは、NNTPサービスを介してニュース・グループにメッセージをポストするために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.12.5 [NNTP]ニュース記事の取得時間(ミリ秒)

このメトリックは、NNTPサービスからメッセージを取得するために費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.12.6 [NNTP]合計時間

このメトリックは、NNTP接続のオープン、ログイン、メッセージの取得、およびニュース・グループへのメッセージのポストに費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。







5.13 OATS Rawメトリック

このメトリックは、Oracle Application Testing Suite (OATS)トランザクション・サービス・テストと付随するステップのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.13.1 [OpenScript]ステータス

このメトリックは、OATSトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.13.2 [OpenScript]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、OATSトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、本文ダウンロード時間、フォーム合計時間、DNSルックアップ時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。





5.13.3 [OpenScript]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションでサーバーへの接続に費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。





5.13.4 [OpenScript]最初のバイト時間(ミリ秒)

このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。





5.13.5 [OpenScript]本文ダウンロード時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーからページのコンテンツをロードするために費やした時間を表します。





5.13.6 [OpenScript]フォーム合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作を実行するために必要な合計時間を表します。





5.13.7 [OpenScript]フォーム・サーバー時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーでのForms操作に費やした時間を表します。





5.13.8 [OpenScript]フォーム・データベース時間(ミリ秒)

これは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作の実行に必要なデータベース時間です。





5.13.9 [OpenScript] DNSルックアップ時間(ミリ秒)

このメトリックは、DNSルックアップに費やした時間を表します。





5.13.10 [OpenScript]ステータスの説明

このメトリックは、任意のサービス失敗に関する理由の詳細を表します。







5.14 OATSトランザクションメトリック

このメトリックは、OATSトランザクション・サービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.14.1 [OpenScript]ステータス

このメトリックは、OATSトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.14.2 [OpenScript]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、OATSトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、本文ダウンロード時間、フォーム合計時間、DNSルックアップ時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。





5.14.3 [OpenScript]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションでサーバーへの接続に費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。





5.14.4 [OpenScript]最初のバイト時間(ミリ秒)

このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。





5.14.5 [OpenScript]本文ダウンロード時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーからページのコンテンツをロードするために費やした時間を表します。





5.14.6 [OpenScript]フォーム合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作を実行するために必要な合計時間を表します。





5.14.7 [OpenScript]フォーム・サーバー時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーでのForms操作に費やした時間を表します。





5.14.8 [OpenScript]フォーム・データベース時間(ミリ秒)

これは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作の実行に必要なデータベース時間です。





5.14.9 [OpenScript] DNSルックアップ時間(ミリ秒)

このメトリックは、DNSルックアップに費やした時間を表します。





5.14.10 [OpenScript]ステータスの説明

このメトリックは、任意のサービス失敗に関する理由の詳細を表します。







5.15 OATSステップメトリック

このメトリックは、OATSトランザクション・サービス・テストに付随するステップのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.15.1 [OpenScript]ステータス

このメトリックは、OATSトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.15.2 [OpenScript]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、OATSトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、本文ダウンロード時間、フォーム合計時間、DNSルックアップ時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。





5.15.3 [OpenScript]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションでサーバーへの接続に費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。





5.15.4 [OpenScript]最初のバイト時間(ミリ秒)

このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。





5.15.5 [OpenScript]本文ダウンロード時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーからページのコンテンツをロードするために費やした時間を表します。





5.15.6 [OpenScript]フォーム合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作を実行するために必要な合計時間を表します。





5.15.7 [OpenScript]フォーム・サーバー時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーでのForms操作に費やした時間を表します。





5.15.8 [OpenScript]フォーム・データベース時間(ミリ秒)

これは、Commit、Query、Runformなどの特定のForms操作の実行に必要なデータベース時間です。





5.15.9 [OpenScript] DNSルックアップ時間(ミリ秒)

このメトリックは、DNSルックアップに費やした時間を表します。





5.15.10 [OpenScript]ステータスの説明

このメトリックは、任意のサービス失敗に関する理由の詳細を表します。







5.16 「OSレスポンス」メトリック

このメトリックは、カスタム・スクリプトのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.16.1 [カスタム・スクリプト]再試行回数

このメトリックは、スクリプトが正常に実行されるまでに行われた再試行の合計回数を表します。





5.16.2 [カスタム・スクリプト]ステータス

このメトリックは、サービス・テストのステータスを表します。テストが成功すると、スクリプトのリターン・コード0が返されます。





5.16.3 [カスタム・スクリプト]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、スクリプトを実行するために必要な合計時間を表します。





5.16.4 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック1

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された最初の行に対応しています。





5.16.5 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック2

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された2番目の行に対応しています。





5.16.6 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック3

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された3番目の行に対応しています。





5.16.7 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック4

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された4番目の行に対応しています。





5.16.8 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック5

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された5番目の行に対応しています。





5.16.9 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック6

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された6番目の行に対応しています。





5.16.10 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック7

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された7番目の行に対応しています。





5.16.11 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック8

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された8番目の行に対応しています。





5.16.12 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック9

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された9番目の行に対応しています。





5.16.13 [カスタム・スクリプト]カスタム・メトリック10

カスタム・スクリプトの行ごとに数値が生成されます。この列は、スクリプトで生成された最後の行に対応しています。







5.17 「POPレスポンス」メトリック

このメトリックは、POPサービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.17.1 [POP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、POP接続のオープンに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.17.2 [POP]ログイン時間(ミリ秒)

このメトリックは、POPサービスへのログインに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.17.3 [POP]ステータス

このメトリックは、POPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.17.4 [POP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、POPサービスのステータスが「停止中」の場合に、ステータスの詳細な説明を表します。





5.17.5 [POP]電子メールの読取り時間(ミリ秒)

このメトリックは、短い電子メール・メッセージの読取りに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.17.6 [POP]タイミング(ミリ秒)

このメトリック値は、POP接続のオープン、ログイン、および短い電子メール・メッセージの読取りに費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。







5.18 「ポート・チェッカ」メトリック

次の各項では、「ポート・チェッカ」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.18.1 [ポート・チェッカ]ステータス

このメトリックは、エージェントが、予測されたオープン・ポートに正常に接続できたかどうか、または予測されたクローズ・ポートに接続できなかったかどうかを表します。





5.18.2 [ポート・チェッカ]予期せず閉じられたポート

このメトリックは、予期せず閉じられた一連のポートを表します。


ユーザー・アクション

これらのポートをブロックしているファイアウォールがないかどうかを調べます。また、これらのポートでリスニングするサーバーが稼働中であることを確認します。





5.18.3 [ポート・チェッカ]予期せず開かれたポート

このメトリックは、予期せず開かれた一連のポートを表します。


ユーザー・アクション

これらのポートをブロックしているファイアウォールがある場合、ファイアウォール構成を調べてください。







5.19 「SMTPレスポンス」メトリック

このメトリックは、SMTPサービス・テストのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.19.1 [SMTP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、SMTP接続のオープンに費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.19.2 [SMTP]メッセージ配信時間

このメトリックは、電子メールの配信にかかった時間(ミリ秒単位)です。これには送信者による電子メールの開始から、受信者の電子メール・アカウントへの配信までの時間が含まれます。





5.19.3 [SMTP]ステータス

このメトリックは、SMTPサービスの現在のステータス(「稼働中」、「停止中」、「ステータス保留」または「エージェント使用不可」のいずれか)を表します。





5.19.4 [SMTP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、SMTPサービスのステータスが「停止中」の場合に、ステータスの詳細な説明を表します。





5.19.5 [SMTP]電子メールの送信時間(ミリ秒)

このメトリックは、短い電子メール・メッセージの送信に費やした時間(ミリ秒単位)を表します。





5.19.6 [SMTP]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、SMTP接続のオープンおよび短い電子メール・メッセージの送信に費やした合計時間(ミリ秒単位)を表します。







5.20 「SOAPレスポンス」メトリック

次の各項では、「SOAPレスポンス」メトリックとその説明について示します。


5.20.1 [SOAP]レスポンス時間(ミリ秒)

このメトリックは、ビーコンが操作全体を完了するために費やした時間を表します。これには、HTTPリクエストの送信とレスポンスの受信に要した時間が含まれます。





5.20.2 [SOAP]ステータス

このステータスは、0(停止中)または1(起動中)のいずれかです。操作の実行中にビーコンによってエラーが検出されると、ステータスは停止中となります。ステータスが停止中となる可能性があるのは、次の場合です。

	
HTTPエラーが発生した場合


	
HTTPエラーは存在しないが、レスポンスでSOAP障害が発生した場合










5.21 Oracle SQLレスポンス

次の各項では、「Oracle SQLレスポンス」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.21.1 [SQL]クローズ時間(ミリ秒)

このメトリックは、接続をクローズするために費やした時間を表します。


ユーザー・アクション

ネットワーク・パフォーマンスが低下している場合、クローズ時間も遅くなる可能性があります。ネットワーク構成を調べてください。





5.21.2 [SQL]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、データベースに接続するために費やした合計時間を表します。


ユーザー・アクション

ネットワークが混雑している場合、データベースのユーザー認証に障害が発生した場合、またはデータベースの接続割当てに障害が発生した場合、接続時間も遅くなる可能性があります。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.3 [SQL]実行時間(ミリ秒)

このメトリックは、SQL文を実行するために費やした時間を表します。


ユーザー・アクション

データベース・パフォーマンスが低下している場合、実行時間も遅くなります。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.4 [SQL]フェッチ時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーからデータを取得するために費やした時間を表します。


ユーザー・アクション

ネットワーク帯域幅が小さい場合、またはデータベース・パフォーマンスが低下している場合、フェッチ時間も遅くなる可能性があります。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.5 [SQL]行当たりのフェッチ時間(ミリ秒)

このメトリックは、各行をフェッチするために費やした時間(フェッチ時間をフェッチ行数で割ったもの)を表します。1行当たりのフェッチ時間は、しきい値を設定する場合や、異なるOracle SQL Timingテストのパフォーマンスを比較する場合に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、データ転送の問題を特定します。このメトリックの値が大きい場合、クライアントとデータベース間のデータ転送帯域幅が小さすぎます。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.6 [SQL]フェッチされた行数

このメトリックは、問合せでフェッチされた行の合計数を表します。


ユーザー・アクション

フェッチされた行数が予想していた数と異なる場合、データベースの内容を調べてください。結果に予期しない行が含まれると、フェッチ時間と合計時間に影響する可能性があります。





5.21.7 [SQL]準備時間(ミリ秒)

このメトリックは、SQL文を準備するために費やした時間を表します。これには、通常、問合せ内のオブジェクト・タイプのメタデータをフェッチする時間も含まれます。


ユーザー・アクション

ネットワーク・パフォーマンスまたはデータベース・パフォーマンスが低下している場合、準備時間も遅くなる可能性があります。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.8 [SQL]ステータス

このメトリックは、SQL文またはPL/SQL文の実行に成功したかどうかを表します。





5.21.9 [SQL]ステータスの説明

このメトリックは、ステータスの説明を表します。





5.21.10 [SQL]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、データベースに接続し、問合せを実行するために費やした合計時間を表します。これは、接続時間、準備時間、実行時間、フェッチ時間およびクローズ時間の合計です。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、データベース接続性の問題を特定します。他のメトリックを調べて、問題の特定と修正を行います。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.21.11 [SQL]行当たりの合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、テスト全体の実行時間をフェッチ行数で割った時間(合計時間をフェッチ行数で割ったもの)を表します。1行当たりの合計時間は、しきい値を設定する場合や、異なるOracle SQL Timingテストのパフォーマンスを比較する場合に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、データベース接続性の問題を特定します。「合計時間」メトリックと同様に、他のメトリックを調べて、問題の特定と修正を行います。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。







5.22 TNS Pingレスポンス

次の各項では、「TNS Pingレスポンス」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


5.22.1 [TNS]平均レスポンス時間(ミリ秒)

リスナーのこのメトリックは、レスポンス時間(ミリ秒単位)を表します。tnsping "<address>"ユーティリティを使用して計算されます。次に例を示します。


tnsping "( ADDRESS= ( PROTOCOL=TCP ) ( HOST=myhost.us.example.com ) ( PORT=15045 ) )"
 
TNS Ping Utility for Linux: Version 11.2.0.2.0 - Production on 09-SEP-2011 06:43:16
 
Copyright (c) 1997, 2010, Oracle.  All rights reserved.
 
Attempting to contact ( ADDRESS= ( PROTOCOL=TCP ) ( HOST=myhost.us.example.com  ) ( PORT=15045 ) )
OK (2 msec)





5.22.2 [TNS]ドロップしたping(%)

このメトリックは、レスポンスを受信しなかったpingの割合を表します。


ユーザー・アクション

ネットワークが混雑していないことと、データベース負荷が高くないことを確認します。データベースのEnterprise Managerターゲット・インスタンスがある場合は、データベースのホームページを確認してください。





5.22.3 [TNS]ステータス

このメトリックは、データベースがpingに応答するかどうかを表します。







5.23 「WebDAVレスポンス」メトリック

次の各項では、「WebDAVレスポンス」メトリックとその説明について示します。


5.23.1 [WebDAV]ステータス

このメトリックは、WebDAVサービスを介して実行されたトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.23.2 [WebDAV]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVサービスを介して作成されたトランザクションを完了するまでに費やした合計時間を表します。





5.23.3 [WebDAV]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVサービスに接続するために費やした合計時間を表します。





5.23.4 [WebDAV]コレクション作成時間(ミリ秒)

このメトリックは、ファイルのコレクションを作成するために費やした時間を表します。





5.23.5 [WebDAV]コンテンツのリスト時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーに存在するすべてのコンテンツをリストするために費やした時間を表します。





5.23.6 [WebDAV]ファイル作成時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVプロトコルを介して新しいファイルを作成するために費やした時間を表します。





5.23.7 [WebDAV]ファイル読取り時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVプロトコルを介して既存のファイルを読み取るために費やした時間を表します。





5.23.8 [WebDAV]ファイル・ロック時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVプロトコルを介してファイルへの編集アクセスを制限するために費やした時間を表します。





5.23.9 [WebDAV]ファイル・ロック解除時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVプロトコルを介してファイルへの編集アクセス制限を解除するために費やした時間を表します。





5.23.10 [WebDAV]ファイル移動時間(ミリ秒)

このメトリックは、WebDAVプロトコルを介してファイルをあるコレクションから別のコレクションに移動するために費やした時間を表します。





5.23.11 [WebDAV]コレクション削除時間(ミリ秒)

このメトリックは、サーバーから既存のコレクションを削除するために費やした時間を表します。





5.23.12 [WebDAV]ステータス・メッセージ

このメトリックは、ステータスの説明を表します。







5.24 [Webトランザクション]ブラウザ

このメトリックは、Webトランザクションのパフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.24.1 [Webトランザクション(ブラウザ)]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.24.2 [Webトランザクション(ブラウザ)]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.24.3 [Webトランザクション(ブラウザ)]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、トランザクションをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。

ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。







5.25 Webトランザクション(ブラウザ)RAW

このメトリックは、Webトランザクション・サービス・テストとその関連ステップおよびステップ・グループのパフォーマンスを測定するために使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.25.1 [Webトランザクション(ブラウザ)]行タイプ

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションでメトリックが収集されるかどうかを表します。





5.25.2 [Webトランザクション(ブラウザ)]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.25.3 [Webトランザクション(ブラウザ)]ステータスの説明

ビーコンがステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはエラーの説明を返します。





5.25.4 [Webトランザクション(ブラウザ)]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを処理するために費やした時間全体を表します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。

ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。







5.26 Webトランザクション(ブラウザ)ステップ

このメトリックは、トランザクションの各ステップのパフォーマンスを測定するために使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.26.1 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.26.2 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.26.3 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ要素をWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。

ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。







5.27 [Webトランザクション(ブラウザ)] ステップ・グループ

このメトリックは、ステップ・グループのすべてのステップのパフォーマンスを測定するために使用できる一連のメトリックのコンテナです。


5.27.1 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ・グループ]ステータス

このメトリックは、Webトランザクションが成功したかどうかを表します。





5.27.2 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ・グループ]ステータスの説明

ビーコンがステップ・グループを正常に実行できない場合、このメトリックはステップ・グループの実行を妨げているエラーの説明を返します。





5.27.3 [Webトランザクション(ブラウザ)ステップ・グループ]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、ステップ・グループをWebブラウザで表示する場合に予想される時間を表します。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。

ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。







5.28 「XMPPレスポンス」メトリック

次の各項では、「XMPPレスポンス」メトリックとその説明について示します。


5.28.1 [XMPP]ステータス

このメトリックは、XMPPサーバーへの接続が成功したかどうかを表します。





5.28.2 [XMPP]合計時間(ミリ秒)

このメトリックは、XMPPサーバーへの接続を確立し、連絡先をリストするために費やした合計時間を表します。合計時間には、接続時間、ログイン時間および連絡先のリストに費やした時間が含まれます。





5.28.3 [XMPP]接続時間(ミリ秒)

このメトリックは、XMPPサーバーへの接続に費やした時間を表します。





5.28.4 [XMPP]ログイン時間(ミリ秒)

このメトリックは、XMPPサーバーでユーザー資格証明を検証するために費やした時間を表します。





5.28.5 [XMPP]連絡先のリスト時間(ミリ秒)

このメトリックは、ログインしているユーザーのすべての連絡先を表示するために費やした時間を表します。





5.28.6 [XMPP]メッセージの送信時間(ミリ秒)

このメトリックは、XMPPサーバーからメッセージを送信するために費やした時間を表します。





5.28.7 [XMPP]ステータス・メッセージ

このメトリックは、ステータスの説明を表します。














6 Webアプリケーション・メトリック


この章では、「Webアプリケーション」メトリックについて説明します。


6.1 HTTPコンテンツ

次の各項では、「HTTPコンテンツ」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


6.1.1 平均接続時間

このメトリックは、トランザクション内のすべてのページの平均接続時間を測定します。平均接続時間は、合計接続時間を接続数で除算することにより算出されます。接続時間は、レスポンス時間の問題を特定して修正するのに役立つ、トランザクションのフェーズの1つです。


ユーザー・アクション

平均接続時間を一定期間調べることにより、ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、Webアプリケーションのレスポンス時間が遅くなっているかどうかを確認できます。





6.1.2 最初のバイトの平均レスポンス時間

このメトリックは、トランザクション内にあるすべてのページにおける最初のバイトの平均レスポンス時間を測定します。このメトリックは、最初のバイトの合計レスポンス時間を(HTMLまたはコンテンツをフェッチする)リクエスト数で除算することにより算出されます。最初のバイトのレスポンス時間は、レスポンス時間の問題を特定して修正するのに役立つ、トランザクションのフェーズの1つです。


ユーザー・アクション

最初のバイトの平均レスポンス時間を一定期間調べることにより、ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、Webアプリケーションのレスポンス時間が遅くなっているかどうかを確認できます。





6.1.3 平均レスポンス時間

1つのトランザクションが複数のWebページにアクセスすることがよくあります。「平均ページ・レスポンス」メトリックは、単一のトランザクション内にあるページの平均レスポンス時間を測定します。このメトリックは、合計トランザクション時間をトランザクション内のページ数で除算することにより算出されます。たとえば、トランザクションが4つの異なるWebページに接続している場合、このメトリックは、この4つのページのレスポンス時間をトランザクションが実行されるたびに測定します。


ユーザー・アクション

特定のトランザクションが「平均ページ・レスポンス」のしきい値を常に超える場合、「ビーコン・データ」ページを使用して他のビーコンからのトランザクションを一定期間テストします。このデータを使用して、アラートを生成する傾向や特定のビーコンを判別します。「ビーコン・データ」ページは、「トランザクション・パフォーマンス」ページのメトリックの値をクリックして表示します。





6.1.4 ビーコン名

これは、現在のメトリック・データが収集されているビーコンの名前です。





6.1.5 中断コンテンツ

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.1.6 中断数

このメトリックは、トランザクションによりアクセスされたページのコンテンツを表示する際に発生したエラーの数を測定します。たとえば、GIFイメージやスタイルシートが存在しない場合、このメトリックの値が増加します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、Webアプリケーションにより提供されるページの品質を測定します。たとえば、このメトリックの値が大きい場合、ファイルが移動されているか、アプリケーション内の相対リンクが破損している可能性があります。





6.1.7 計算レスポンス時間

このメトリックは、ブラウザなどのクライアントがトランザクション内のすべてのページをフェッチする場合のレスポンス時間の概算を表します。計算レスポンス時間は、各ページのコンテンツ(イメージおよびHTMLスタイルシートなど)が複数スレッドを使用して同時にフェッチされたと仮定して計算されます。


ユーザー・アクション

計算レスポンス時間を使用して、平均的なエンド・ユーザーに対して発生するレスポンス時間を予測します。





6.1.8 接続時間

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間はトランザクションの最初のフェーズであり、すべてのリクエストについてWebサーバーへの接続を確立する際に要する時間を表します。


ユーザー・アクション

接続時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。





6.1.9 コンテンツ時間

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、コンテンツ時間(ページ・コンテンツをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。ページ・コンテンツには、イメージおよびスタイルシートなど、ページのHTMLコード以外のものが含まれます。


ユーザー・アクション

イメージやその他のページ・コンテンツのサイズを縮小することを検討してください。





6.1.10 DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





6.1.11 最初のバイトのレスポンス時間

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。





6.1.12 HTMLのバイト数

このメトリックは、選択したトランザクション中に転送されたデータの量に関する情報を提供します。このメトリックは、トランザクションによってアクセスされるすべてのWebページから転送されたHTMLコードの合計バイト数をトランザクション別に表示します。


ユーザー・アクション

このメトリックは、このトランザクションで確認されたあらゆるパフォーマンス問題の原因の特定に役立ちます。Web Applicationトランザクションのレスポンス時間を比較する場合、HTMLのバイト数を考慮してください。





6.1.13 HTMLコンテンツ

このメトリックは、監視するWebページのコンテンツに関する情報およびレスポンス時間の情報を提供する一連のメトリックのコンテナとして提供されます。





6.1.14 HTTPレスポンス

このメトリックは、Webアプリケーションのトランザクション・パフォーマンスの測定に使用できる一連のメトリックのコンテナです。ユーザーのリクエストに対するページのレスポンス速度を表します。





6.1.15 HTML時間

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツなどの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合は、HTMLコードに問題がある可能性があります。Webアプリケーション・ページのソース・コードをチェックして、HTMLコードのロジックを簡素化または改善する方法を検討してください。





6.1.16 ページ・コンテンツのバイト数

このメトリックは、選択したトランザクション中に転送されたデータの量に関する情報を提供します。このメトリックは、イメージおよびスタイルシートなどのページ・コンテンツのバイト数をトランザクション別に表示します。


ユーザー・アクション

このメトリックは、このトランザクションで確認されたあらゆるパフォーマンス問題の原因の特定に役立ちます。Web Applicationトランザクションのレスポンス時間を比較する場合、合計バイト数を考慮してください。多数のイメージや複雑なスタイルシートが含まれるページの場合、「ページ・コンテンツのバイト数」メトリックの値が高くなります。





6.1.17 ページ・コンテンツ数

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.1.18 リダイレクト数

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.1.19 リダイレクト時間

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、トランザクション内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトに著しく時間がかかる場合、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが原因でレスポンス時間が遅いことを示すアラートが生成される可能性が低くなります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





6.1.20 リクエスト数

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.1.21 最も遅いレスポンス時間

1つのトランザクションが複数のWebページにアクセスすることがよくあります。このメトリックは、トランザクション内の特定のページについて測定した最大レスポンス時間を表示します。最小ページ・レスポンスは、特定のトランザクションに関して特定のビーコンから一定期間監視されます。

このメトリックにはしきい値が設定できます。しきい値を設定すると、メトリックが特定のビーコンから実行され、特定のトランザクションの最小ページ・レスポンスがそのしきい値を超えた場合にアラートが生成されます。





6.1.22 ステータス

このメトリックは、選択したビーコンがこのWebアプリケーション・ターゲットのトランザクションを正常に実行した場合、1を返します。


ユーザー・アクション

トランザクションが失敗した場合、いくつかの原因が考えられます。まず、Webアプリケーションの可用性およびWebアプリケーション・ターゲットのホストの可用性をチェックします。

次に、このビーコンを使用するOracle Management Agentの可用性をチェックします。





6.1.23 ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。


ユーザー・アクション

「すべてのメトリック」ページからメトリックの結果を確認する場合、「ステータスの説明」表の「値」列を確認します。エラーの説明によって、トランザクションが失敗した原因を把握できます。





6.1.24 合計バイト数

このメトリックは、選択したトランザクション中に転送されたデータの量に関する情報を提供します。このメトリックは、トランザクションによってアクセスされるすべてのWebページから転送された合計バイト数をトランザクション別に表示します。


ユーザー・アクション

このメトリックは、このトランザクションで確認されたあらゆるパフォーマンス問題の原因の特定に役立ちます。Web Applicationトランザクションのレスポンス時間を比較する場合、合計バイト数を考慮してください。





6.1.25 合計レスポンス時間

「合計トランザクション時間」は、トランザクションの処理全体に要した時間を表示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイトのレスポンス時間、HTML時間およびコンテンツ時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

「合計レスポンス時間」メトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.1.26 トランザクション名

これは、現在のメトリック・データが収集されているトランザクションの名前です。





6.1.27 転送速度

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





6.1.28 Webアプリケーション

Oracle Enterprise Managerを使用して、Web Applicationのパフォーマンスおよび可用性のメトリックを確認できます。







6.2 HTTPステップ・グループ

次の各項では、「HTTPステップ・グループ」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


6.2.1 [HTTPステップ・グループ]中断URL数

このメトリックは、ステップ・グループによりアクセスされたページのコンテンツを表示する際に発生したエラーの数を測定します。たとえば、GIFイメージやスタイルシートが存在しない場合、このメトリックの値が増加します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、Webアプリケーションにより提供されるページの品質を測定します。たとえば、このメトリックの値が大きい場合、ファイルが移動されているか、アプリケーション内の相対リンクが破損している可能性があります。





6.2.2 [HTTPステップ・グループ]中断URL詳細

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.2.3 [HTTPステップ・グループ]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。ステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





6.2.4 [HTTPステップ・グループ]DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





6.2.5 [HTTPステップ・グループ]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.2.6 [HTTPステップ・グループ]ページ当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ・グループのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.2.7 [HTTPステップ・グループ]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





6.2.8 [HTTPステップ・グループ]非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





6.2.9 [HTTPステップ・グループ]認識された最も遅いページ時間(ミリ秒)

ステップ・グループにおいて最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.2.10 [HTTPステップ・グループ]ページ当たりの認識時間(ミリ秒)

ステップ・グループにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.2.11 [HTTPステップ・グループ]認識合計時間(ミリ秒)

ステップ・グループをWebブラウザで処理する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.2.12 [HTTPステップ・グループ]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ・グループを個々のフェーズに分解します。ステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、ステップ・グループ内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





6.2.13 [HTTPステップ・グループ]ステータス

Webトランザクションが成功したかどうかを示します。





6.2.14 [HTTPステップ・グループ]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





6.2.15 [HTTPステップ・グループ]接続当たりの時間(ミリ秒)

これは、接続時間をステップ・グループの処理時に確立される接続数で割ったものです。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





6.2.16 [HTTPステップ・グループ]合計時間(ミリ秒)

ステップ・グループを処理するのに要した時間全体を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.2.17 [HTTPステップ・グループ]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。







6.3 HTTPトランザクション

次の各項では、「HTTPトランザクション」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


6.3.1 [HTTPトランザクション]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





6.3.2 [HTTPトランザクション]DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





6.3.3 [HTTPトランザクション]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.3.4 [HTTPトランザクション]ページ当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をトランザクションのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.3.5 [HTTPトランザクション]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





6.3.6 [HTTPトランザクション]非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





6.3.7 [HTTPトランザクション]認識された最も遅いページ時間(ミリ秒)

トランザクションにおいて最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.3.8 [HTTPトランザクション]ページ当たりの認識時間(ミリ秒)

トランザクションにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.3.9 [HTTPトランザクション]認識合計時間

トランザクションをWebブラウザで処理する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.3.10 [HTTPトランザクション]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、トランザクション内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





6.3.11 [HTTPトランザクション]ステータス

Webトランザクションが成功したかどうかを示します。





6.3.12 [HTTPトランザクション]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





6.3.13 [HTTPトランザクション]接続当たりの時間(ミリ秒)

これは、接続時間をトランザクションの処理時に確立される接続数で割ったものです。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





6.3.14 [HTTPトランザクション]合計時間(ミリ秒)

トランザクションを処理するのに要した時間全体を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.3.15 [HTTPトランザクション]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。







6.4 HTTPユーザー処理

次の各項では、「HTTPユーザー処理」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


6.4.1 [HTTPステップ]中断URLコンテンツ

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.4.2 [HTTPステップ]接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ要素を分解します。各ステップ要素のパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





6.4.3 [HTTPステップ]DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





6.4.4 [HTTPステップ]最初のバイト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、最初のバイトのレスポンス時間(送信済リクエストの最後のバイトと、発生したすべてのリクエストに対するサーバーが受信したレスポンスの最初のバイトとの間に要した時間)を測定します。これには、ネットワーク待機時間およびサーバーのレスポンス時間が含まれます。


ユーザー・アクション

「接続時間」および「リダイレクト時間」と同様に、このメトリックは、ページ・コンテンツまたはWebアプリケーション・ソフトウェアが(1バイトの情報をブラウザへ転送する際の実時間ではなく)レスポンス時間を遅くした原因であるかどうかを特定する際に役立ちます。最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.4.5 [HTTPステップ]ページ要素当たりの最初のバイト時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ要素の数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.4.6 [HTTPステップ]HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ要素を分解します。各ステップ要素のパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





6.4.7 [HTTPステップ]非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





6.4.8 [HTTPステップ]認識された最も遅いページ要素時間(ミリ秒)

最も遅いステップ要素をWebブラウザで処理する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.4.9 [HTTPステップ]ページ要素当たりの認識時間(ミリ秒)

ステップにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、ステップ・グループの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.4.10 [HTTPステップ]認識合計時間(ミリ秒)

ステップ要素をWebブラウザで処理する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いステップ・グループを特定してから、ステップの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.4.11 [HTTPステップ]リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ要素を分解します。各ステップ要素のパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、ステップ内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





6.4.12 [HTTPステップ]ステータス

Webトランザクションが成功したかどうかを示します。





6.4.13 [HTTPステップ]ステータスの説明

ビーコンがトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





6.4.14 [HTTPステップ]接続当たりの時間(ミリ秒)

これは、接続時間をステップ要素の処理時に確立される接続数で割ったものです。


ユーザー・アクション

一接続当たりの時間が遅い原因は、ページのコンテンツとは関係ありません。多くの場合、ネットワーク速度が遅いか、Webサーバーがビジーであるため適切なタイミングでWebサーバーにリクエストを渡せないことが原因です。HTTPSを使用するトランザクションは通常、HTTPを使用するトランザクションよりも一接続当たりの時間が長くなります。





6.4.15 [HTTPステップ]合計時間(ミリ秒)

ステップを処理するのに要した時間全体を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.4.16 [HTTPステップ]転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





6.4.17 [HTTPステップ]URL

これは、ステップに関連付けられたURLです。







6.5 HTTP RAW

次の各項では、「HTTP RAW」メトリックと、その説明およびユーザーの処理について示します。


6.5.1 HTTP RAW: 中断URL詳細

このメトリックは、現在Oracle Enterprise Managerでは収集されず、内部のみで使用されます。





6.5.2 HTTP RAW: 接続時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクション、ステップまたはステップ・グループの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。接続時間は、サーバーに接続するトランザクションで経過した合計時間です。1回のトランザクションで複数の接続が確立されることもあります。リダイレクトが発生するリクエスト用の接続で経過した時間は、接続時間ではなくリダイレクト時間としてカウントされます。


ユーザー・アクション

長い接続時間の原因は、通常、ネットワークの遅延またはWebサーバーのビジー状態です。また、長い接続時間は、トランザクションで確立される接続が多すぎることも示しています。HTTP永続接続をアプリケーションで有効化していない場合は、永続接続を有効化することを検討してください。





6.5.3 HTTP RAW: DNS時間

このメトリックは、このリリースのEnterprise Managerではサポートされていません。





6.5.4 HTTP RAW: 最初のバイトのレスポンス時間(ミリ秒)

これは、最初のバイト時間をステップ、ステップ・グループまたはトランザクションのページ数で割ったものです。


ユーザー・アクション

ページ当たりの最初のバイト時間が長い場合、エージェントとサービス間のネットワーク待機時間が長くなっている可能性があります。一部のアプリケーションでは、ページの最初のバイトを送信する前にページ全体を生成します。このようなアプリケーションでは、最初のバイト時間が長い場合、サーバーによる各ページの生成に時間がかかっている可能性もあります。





6.5.5 HTTP RAW: HTML時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを個々のフェーズに分解します。各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。このメトリックは、HTML時間(ページのHTMLコードをブラウザに送信する際に要する時間)を測定します。このメトリックには、イメージやその他のページ・コンテンツの送信時間は含まれません。


ユーザー・アクション

HTML時間が遅い場合、アプリケーションが各ページの生成を完了するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。





6.5.6 HTTP RAW: 非HTML時間(ミリ秒)

これは、イメージなどの非HTMLコンテンツをブラウザに転送するのに要した時間です。


ユーザー・アクション

非HTML時間が遅い場合、アプリケーションがイメージを生成するのに長い時間を要している可能性があります。または、HTML時間が遅い場合、エージェントとサービス間のネットワーク帯域幅が小さい可能性もあります。アプリケーションの個別イメージの数を減らすことを検討してください。





6.5.7 HTTP RAW: 認識された最も遅いページ / ページ要素時間(ミリ秒)

ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションにおいて最も遅いページをWebブラウザで表示する場合に予想される時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるページを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いページまたはトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.5.8 HTTP RAW: 1ページ/ページ要素当たりの認識時間(ミリ秒)

ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションにおいて各ページをWebブラウザで表示する場合に予想される平均時間です。このメトリックは、ユーザーの体感に最も近い実用的な測定値であるため、しきい値を設定する際に役立ちます。また、このメトリックは、1ページ当たりを基準に標準化されているため、異なるトランザクションの相対パフォーマンスを比較する場合にも役立ちます。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.5.9 HTTP RAW: 認識合計時間(ミリ秒)

ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを処理するのに要した時間全体を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.5.10 HTTP RAW: リダイレクト時間(ミリ秒)

Enterprise Managerでは、各トランザクションを個々のフェーズに分解します。トランザクションの各フェーズのパフォーマンス・メトリックは、レスポンス時間が遅いことを示すアラートの原因の特定に役立ちます。いくつかのページは、HTTPリクエストを他のページに自動的にリダイレクトします。「リダイレクト時間」は、トランザクション内のすべてのリダイレクトの合計時間を表します。リクエストのリダイレクトに要する時間は、ページのレスポンス時間全体に影響します。


ユーザー・アクション

HTTPリクエストのリダイレクトには時間がかかります。リダイレクトが原因でパフォーマンスの問題が発生する場合、他のHTMLページにユーザーを送信する別の方法を検討してください。





6.5.11 HTTP RAW: ステータス

Webトランザクションが成功したかどうかを示します。





6.5.12 HTTP RAW: ステータスの説明

ビーコンがステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを正常に実行できない場合、このメトリックはトランザクションの実行を妨げているエラーの説明を返します。





6.5.13 HTTP RAW: 接続当たりの時間

このメトリックは、トランザクション内のすべてのページの平均接続時間を測定します。平均接続時間は、合計接続時間を接続数で除算することにより算出されます。接続時間は、レスポンス時間の問題を特定して修正するのに役立つ、トランザクションのフェーズの1つです。


ユーザー・アクション

平均接続時間を一定期間調べることにより、ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、Webアプリケーションのレスポンス時間が遅くなっているかどうかを確認できます。





6.5.14 HTTP RAW: 転送速度(KB/秒)

「転送速度」は、データがWebサーバーからクライアント・ブラウザに転送された速度を表します。これは、合計受信データ(KB)を合計トランザクション時間で除算することにより算出されます。


ユーザー・アクション

ネットワークの混雑または接続に関するその他の問題が原因で、転送速度が遅くなる場合があります。





6.5.15 HTTP RAW: 合計時間(ミリ秒)

ステップ、ステップ・グループまたはトランザクションを処理するのに要した時間全体を示します。これには、接続時間、リダイレクト時間、最初のバイト時間、HTML時間および非HTML時間といった、トランザクションのすべてのフェーズが含まれます。このメトリックは、1つのページのすべてのコンテンツが連続してフェッチされたと仮定した場合の合計トランザクション時間を測定します。


ユーザー・アクション

このメトリックを使用して、問題のあるトランザクションを特定します。ユーザー・リクエストに対してレスポンスを返すのが遅いトランザクションを特定してから、トランザクションの各フェーズにドリルダウンしてこれらを分析し、問題を特定して修正します。





6.5.16 HTTP RAW: URL

これは、ステップに関連付けられたURLです。














7 Oracle VM Serverプール


今回のリリースのEnterprise Managerは、パフォーマンス・メトリックを収集する新しい方法を採用しています。負荷を減らしてスケーラビリティを高めるために、Oracle VM ServerプールのOracle VM ServerターゲットとOracle VMゲスト・ターゲットのメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットの一部として収集されます。ただし、すべてのデータは正しいターゲットに提供されます。

次に示す情報で、OVMGuest*で始まるメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットによってOracle VMゲスト・ターゲットに対して収集されます。同様に、OVMServer*で始まるすべてのメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットによってメンバーのOracle VM Serverターゲットに対して収集されます。

Oracle VM Serverプールの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』.を参照してください。



7.1 負荷

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverの「負荷」メトリックを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと







7.1.1 平均CPU使用率(%)

これは、プール内のすべてのサーバーの平均CPU使用率を表します。パフォーマンス上の理由から、この値は概算値で、正確な値を表しません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.2 合計ディスク・スループット(KB/秒)

これは、プール内のすべてのサーバーの平均ディスク・スループットを表します。パフォーマンス上の理由から、この値は概算値で、正確な値を表しません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.3 使用ディスク領域合計(%)

このメトリックは、プール内のすべてのサーバーで使用済となっているディスク領域の割合(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.4 使用ディスク領域合計(MB)

このメトリックは、プール内のすべてのサーバーで使用済となっているディスク領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.5 使用メモリー合計(MB)

このメトリックは、プール内のすべてのサーバーで使用済となっているメモリーをMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.6 使用メモリー合計(%)

このメトリックは、プール内のすべてのサーバーで使用済となっているメモリーの割合(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









7.1.7 合計ネット・スループット(KB/秒)

このメトリックは、プール内のすべてのサーバーの平均ネット・スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと












7.2 Oracle VMゲストのディスク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。ターゲットIDを使用することにより、Oracle VMゲストごとに異なるしきい値を設定できます。ターゲットIDに基づいて、異なるしきい値を異なるOracle VMゲストに設定できます。収集スケジュールのみが、すべてのゲストで同じです。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


7.2.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.2.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の読取りスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.2.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.2.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の合計スループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.2.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の書込みスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。












7.3 スケジュールされたOracle VMゲストのディスク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


7.3.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.3.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.3.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.3.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.3.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.4 Oracle VMゲストのディスク・アクティビティ・サマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。


7.4.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大読取りスループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.4.2 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大合計スループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.4.3 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大書込みスループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.4.4 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.4.5 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスクで観測される合計スループット(KB/秒)を表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.5 Oracle VMゲストのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


7.5.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと









7.5.2 空き領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。このメトリックを構成して、空き領域が特定の値を下回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	6時間ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の空き領域は%value%MBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.5.3 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。このメトリックを構成して、使用済領域が特定の値を上回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	6時間ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の使用済領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.5.4 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと











7.6 スケジュールされたOracle VMゲストのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


7.6.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと









7.6.2 空き領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと









7.6.3 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと









7.6.4 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと











7.7 Oracle VMゲストの負荷

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべての負荷関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。

このメトリックはアップロードされ、メトリック列に対してしきい値を定義できます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


7.7.1 関連CPU使用率(%)

Oracle VM Serverターゲットで動作しているOracle VMゲスト・ターゲットの物理CPU使用率。このメトリックに対してしきい値を定義できます(値はOracle VM Serverで動作しているOracle VMゲストの数に依存します)。アラートが定期的に生成される場合、Oracle VMサーバー・ターゲットの負荷を減らし、Oracle VMゲスト・ターゲットにより多くの処理能力を割り当てることを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの物理的なCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.7.2 稼働開始

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットが稼働している時間を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.7.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.8 Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


7.8.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.8.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の読取りスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.8.3 ターゲット・セパレータ

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.8.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMゲストの%keyvalue%の合計スループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.8.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の書込みスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











7.9 スケジュールされたOracle VMゲストのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


7.9.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.9.2 読取りスループット

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.9.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.9.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.9.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.10 Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのディスク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


7.10.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.10.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の読取りスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.10.3 ターゲット・セパレータ

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.10.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の合計スループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.10.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の書込みスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











7.11 スケジュールされたOracle VMサーバーのディスク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのディスク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


7.11.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.11.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.11.3 ターゲット・セパレータ

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.11.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.11.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.12 Oracle VMサーバーのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


7.12.1 空きMB

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。このメトリックを構成して、空き領域が特定の値を下回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1時間ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の空き領域は%value%MBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.12.2 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.12.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.12.4 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。このメトリックを構成して、使用済領域が特定の値を上回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1時間ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の使用済領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.12.5 UUID

このメトリックは、ファイルシステムのUUIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと











7.13 スケジュールされたOracle VMサーバーのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


7.13.1 空き領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.13.2 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.13.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.13.4 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと









7.13.5 UUID

このメトリックは、ファイルシステムのUUIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	1時間ごと











7.14 Oracle VMサーバーの負荷

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべての負荷関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。


7.14.1 CPU使用率(%)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットの物理CPU使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMサーバーのCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.14.2 Oracle VMゲストの数

このメトリックは、Oracle VM Serverで動作しているOracle VMゲスト・ターゲットの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.14.3 メモリー使用量(MB)

このメトリックは、メモリーの使用量をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMサーバーのメモリー使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.14.4 物理メモリー使用量(%)

このメトリックは、使用されているメモリーの割合(%)を表します。この値が一貫して非常に高い場合は、Oracle VM Serverでメモリーの追加または負荷の削減を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.14.5 空きスワップ領域(MB)

このメトリックは、空きスワップ領域をMB単位で表します。この値が非常に低い値まで下がると、システムのスワップ領域が不足する可能性があります。システムの負荷を減らすか、スワップ領域を追加します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VMサーバーのスワップ使用量は%value%MBで、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.14.6 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.15 Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


7.15.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.15.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の読取りスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.15.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.15.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の合計スループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.15.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の書込みスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











7.16 スケジュールされたOracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します


7.16.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.16.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.16.3 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.16.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.16.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.17 Oracle VMサーバーのVlanActivity

このメトリックは、仮想LAN (VLAN)のパフォーマンスをレポートするために使用されます。


7.17.1 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの読取りスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の読取りスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.17.2 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.17.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの合計スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の合計スループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









7.17.4 VLAN

このメトリックは、VLAN IDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.17.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの書込みスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle VM Serverの%keyvalue%の書込みスループットは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











7.18 スケジュールされたOracle VM ServerのVlanActivity

このメトリックは、仮想LAN (VLAN)のパフォーマンスをレポートするために使用されます。


7.18.1 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの読取りスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.18.2 ターゲットID

このメトリックにはメトリック・データとアラートを正しいターゲットに送信するために使用されるターゲット名とターゲット・タイプが含まれます。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.18.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの合計スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









7.18.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの書込みスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











7.19 Oracle VMの状態

このメトリック・カテゴリでは、Oracle VMの状態メトリックに関する情報が提供されます。


7.19.1 状態

このメトリックは、Enterprise Managerのステータスで表されない状態を収集します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと












7.20 レスポンス

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール・ターゲットのステータスに関する情報を提供します。


7.20.1 ステータス

このメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle VM Serverプール%target%は停止しています


















8 Oracle VMゲスト


この章では、Oracle VMゲストのメトリックについて説明します。今回のリリースのEnterprise Managerは、パフォーマンス・メトリックを収集する新しい方法を採用しています。負荷を減らしてスケーラビリティを高めるために、Oracle VM ServerプールのOracle VM ServerターゲットとOracle VMゲスト・ターゲットのメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットの一部として収集されます。ただし、すべてのデータは正しいターゲットに提供されます。

Oracle VMゲストを管理する方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


8.1 Oracle VMゲストのDiskActivity

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのDiskActivityメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


8.1.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





8.1.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





8.1.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





8.1.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。







8.2 スケジュールされたOracle VMゲストのDiskActivity

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのDiskActivityメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


8.2.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





8.2.2 読取りスループット

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





8.2.3 合計スループット

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





8.2.4 書込みスループット

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。







8.3 Oracle VMゲストのDiskActivityサマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスク関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのDiskActivityメトリックのスケジュールによって制御されます。


8.3.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大読取りスループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのDiskActivityメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.3.2 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大合計スループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのDiskActivityメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.3.3 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大書込みスループット(KB/秒)を表します。Oracle VMゲストのDiskActivityメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.3.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスクで観測される合計スループット(KB/秒)を表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。







8.4 Oracle VMゲストのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


8.4.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





8.4.2 空き領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。このメトリックを構成して、空き領域が特定の値を下回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。





8.4.3 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。このメトリックを構成して、ファイル領域の使用率が特定の値を超えた場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。







8.5 スケジュールされたOracle VMゲストのファイルシステム

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


8.5.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





8.5.2 空きMB

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。





8.5.3 使用済

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します







8.6 Oracle VMゲストのファイルシステム・サマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。


8.6.1 合計使用率

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスクについて使用済領域の合計を表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。







8.7 Oracle VMゲストの負荷

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべての負荷関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。

このメトリックはアップロードされ、メトリック列に対してしきい値を定義できます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。




	
注意:

Oracle VMゲストの負荷メトリックの収集スケジュールは、Oracle VM Manager統計の収集間隔よりも長くする必要があります。
オラクル社は、Oracle VMゲストの負荷メトリックの収集スケジュールを、Oracle VM Manager統計の収集間隔の5倍以上にすることをお薦めします。

たとえば、Oracle VM Manager統計の収集間隔を100秒に定義している場合、Oracle VMゲストの負荷メトリックの収集スケジュールを、500秒以上に設定します。

Oracle VM Managerの統計収集間隔の詳細は、Oracle VMユーザーズガイド リリース3.2.1を参照してください。










8.7.1 関連CPU使用率(%)

このメトリックは、Oracle VMサーバー・ターゲットで動作しているOracle VMゲストの物理CPU使用率を表します。このメトリックに対してしきい値を定義できます(値はOracle VMサーバーで動作しているOracle VMゲストの数に依存します)。アラートが定期的に生成される場合、Oracle VMサーバー・ターゲットの負荷を減らし、Oracle VMゲスト・ターゲットにより多くの処理能力を割り当てることを検討してください。





8.7.2 稼働開始

このメトリックは、Oracle VMゲストが稼働している時間の長さを表します。







8.8 Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VMゲスト・ターゲットに対して生成されます。


8.8.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。





8.8.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。





8.8.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。





8.8.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。







8.9 スケジュールされたOracle VMゲストのネットワーク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


8.9.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。





8.9.2 読取りスループット

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。





8.9.3 合計スループット

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。





8.9.4 書込みスループット

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。







8.10 Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティ・サマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VMゲスト・ターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。


8.10.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのインタフェースで観測される最大読取りスループットを表します。Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.10.2 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのインタフェースで観測される最大合計スループットを表します。このメトリックは、Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.10.3 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのインタフェースで観測される最大書込みスループットを表します。このメトリックは、Oracle VMゲストのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





8.10.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのすべてのインタフェースで観測される合計スループットを表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。







8.11 Oracle VMの状態

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMゲストの状態に関する情報を提供します。


8.11.1 状態

このメトリックは、Oracle VMゲストの状態(実行中、停止済、停止中、起動中など)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと











8.12 レスポンス

次の項では、レスポンス・メトリックについて説明します


8.12.1 ステータス

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのステータスを収集するために使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle VMゲスト%target%は停止しています


















9 Oracle VM Server


この章では、Oracle VM Serverのメトリックについて説明します。今回のリリースのEnterprise Managerは、パフォーマンス・メトリックを収集する新しい方法を採用しています。負荷を減らしてスケーラビリティを高めるために、Oracle VM ServerプールのOracle VM ServerターゲットとOracle VMゲスト・ターゲットのメトリックは、Oracle VM Serverプール・ターゲットの一部として収集されます。ただし、すべてのデータは正しいターゲットに提供されます。

Oracle VM Serverを管理する方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


9.1 Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティ(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのディスク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。ターゲットIDを使用することにより、Oracle VM Serverごとに異なるしきい値を設定できます。ターゲットIDに基づいて、異なるしきい値を異なるOracle VM Serverに設定できます。収集スケジュールのみが、すべてのサーバーで同じです。

しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


9.1.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





9.1.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





9.1.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





9.1.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。







9.2 スケジュールされたOracle VMサーバーのディスク・アクティビティ

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのディスク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


9.2.1 ディスク

このメトリックは、ディスクの名前を表します。





9.2.2 読取りスループット

このメトリックは、ディスクの読取りスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





9.2.3 合計スループット

このメトリックは、ディスクの合計スループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。





9.2.4 書込みスループット

このメトリックは、ディスクの書込みスループットをKB/秒単位で表します。異常に高い値が観測された場合は、クラッシュしているアプリケーションがないかどうかを調べます。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速記憶域を使用することを検討してください。







9.3 Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティ・サマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのディスク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。


9.3.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大読取りスループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.3.2 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大合計スループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.3.3 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのディスクで観測される最大書込みスループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのディスク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.3.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VMゲスト・ターゲットのすべてのディスクで観測される合計スループットを表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。







9.4 Oracle VMサーバーのファイルシステム

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


9.4.1 空き領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。このメトリックを構成して、空き領域が特定の値を下回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。





9.4.2 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを表します。





9.4.3 合計領域(MB)

このメトリックは、ディスク上の合計領域をMB単位で表します。





9.4.4 使用済領域(%)

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。このメトリックを構成して、使用済領域が特定の値を上回った場合にアラートを発生させることができます。アラートが生成された場合、ディスク領域の解放または記憶域の追加を検討してください。







9.5 スケジュールされたOracle VMサーバーのファイルシステム

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します。


9.5.1 空きMB

このメトリックは、ディスク上の空き領域をMB単位で表します。





9.5.2 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを表します。





9.5.3 使用済

このメトリックは、ディスク上の使用済領域の割合(%)を表します。







9.6 Oracle VMサーバーのファイルシステム・サマリー

このメトリックは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのファイルシステム関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのサーバーの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのファイルシステムメトリックのスケジュールによって制御されます。


9.6.1 合計使用済領域(%)

このメトリックは、ファイルシステムの合計使用済領域の割合(%)を表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。





9.6.2 合計使用済領域(MB)

このメトリックは、ファイルシステムの合計使用済領域をMB単位で表します。







9.7 Oracle VMサーバーの負荷

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべての負荷関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。




	
注意:

Oracle VMサーバーの負荷メトリックの収集スケジュールは、Oracle VM Manager統計の収集間隔よりも長くする必要があります。
オラクル社は、Oracle VMサーバーの負荷メトリックの収集スケジュールを、Oracle VM Manager統計の収集間隔の5倍以上にすることをお薦めします。

たとえば、Oracle VM Manager統計の収集間隔を100秒に定義している場合、Oracle VMサーバーの負荷メトリックの収集スケジュールを、500秒以上に設定します。

Oracle VM Managerの統計収集間隔の詳細は、Oracle VMユーザーズガイド リリース3.2.1を参照してください。










9.7.1 CPU使用率(%)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットの物理CPU使用率を表します。





9.7.2 使用可能メモリー(MB)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットで利用可能なメモリーの量をMB単位で表します。





9.7.3 メモリー使用量(MB)

このメトリックは、メモリーの使用量をMB単位で表します。





9.7.4 Oracle VMゲストの数

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットで動作しているOracle VMゲスト・ターゲットの数を表します。





9.7.5 物理メモリー使用量(%)

このメトリックは、使用されているメモリーの割合(%)を表します。この値が一貫して非常に高い場合は、Oracle VM Serverでメモリーの追加または負荷の削減を検討してください。





9.7.6 使用済スワップ(MB)

このメトリックは、空きスワップ領域をMB単位で表します。この値が非常に低い値まで下がると、システムのスワップ領域が不足する可能性があります。システムの負荷を減らすか、スワップ領域を追加します







9.8 Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。

収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。生成されるアラートは、関連するOracle VM Serverターゲットに対して生成されます。


9.8.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。





9.8.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。





9.8.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。





9.8.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。







9.9 スケジュールされたOracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。収集スケジュールの変更はこのメトリックに対して行う必要があり、このような変更は、プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットに対するこのメトリックの収集に影響します。このメトリックはアップロードされず、対応するアラート専用およびアップロード専用のメトリックのためにデータを収集します


9.9.1 インタフェース

このメトリックは、インタフェースの名前を表します。





9.9.2 読取りスループット

このメトリックは、インタフェースの読取りスループットをKB/秒単位で表します。





9.9.3 合計スループット

このメトリックは、インタフェースの合計スループットをKB/秒単位で表します。





9.9.4 書込みスループット

このメトリックは、インタフェースの書込みスループットをKB/秒単位で表します。高い値を必要とする場合は、パフォーマンス向上のために高速ネットワークの使用またはボンディングによるネットワーク・インタフェースの追加を検討してください。







9.10 Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティ・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべてのネットワーク・アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。これは、プール内のすべてのゲストの値を計算してアップロードするサマリー・メトリックです。収集スケジュールは、スケジュールされたOracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのスケジュールによって制御されます。


9.10.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットのインタフェースで観測される最大読取りスループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.10.2 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットのインタフェースで観測される最大合計スループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.10.3 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットのインタフェースで観測される最大書込みスループットを表します。このメトリックは、Oracle VMサーバーのネットワーク・アクティビティメトリックのしきい値を決定するために使用できます。





9.10.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットのすべてのインタフェースで観測される合計スループットを表します。このメトリックは、ターゲット・ホームページでグラフをレンダリングするために使用できます。







9.11 Oracle VM Server VLANアクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverプール内のすべてのOracle VM Serverターゲットのすべての仮想LAN (VLAN)アクティビティ関連メトリックをまとめて収集するために使用されます。このメトリックはアップロードされず、アラート専用に使用されます。しきい値はこのメトリックに対して定義する必要があり、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverターゲットにしきい値が適用されます。


9.11.1 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの読取りスループットをKB/秒単位で表します。





9.11.2 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの合計スループットをKB/秒単位で表します。





9.11.3 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、VLANの書込みスループットをKB/秒単位で表します。







9.12 Oracle VMの状態

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverの状態に関する情報を提供します。


9.12.1 状態

このメトリックは、Oracle VM Serverの状態(実行中、停止済、停止中、起動中など)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	6時間ごと











9.13 レスポンス

「レスポンス」メトリック・カテゴリは、Oracle VM Serverターゲットのステータスに関する情報を提供します。


9.13.1 ステータス

このメトリックは、Oracle VM Serverターゲットのステータスを収集するために使用されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle VM Server %target%は停止しています









9.13.2 OVMの状態

このメトリックは、Oracle VM Serverがメンテナンス・モードの場合のみ、状態を表します。その他の場合は、値は何も表示されません。














10 Oracle VMのゾーン


この章では、「Oracle VMのゾーン」メトリックについて説明します。Oracle VMのゾーンは、仮想サーバー・プールのセットです。ゾーンを管理する方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


10.1 負荷

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMのゾーンの負荷のメトリックに関する情報を提供します。


10.1.1 平均CPU使用率(%)

ゾーン内のすべてのサーバーの平均CPU使用率。パフォーマンス上の理由から、この値は概算値で、正確な値を表しません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









10.1.2 合計ディスク・スループット(KB/秒)

このメトリックは、ゾーン内のすべてのサーバーの平均ディスク・スループットを表します。パフォーマンス上の理由から、この値は概算値で、正確な値を表しません。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









10.1.3 使用ディスク領域合計(%)

このメトリックは、ゾーン内のすべてのサーバーで使用済となっているファイルシステムの合計量を割合(%)で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









10.1.4 合計メモリー使用率(%)

このメトリックは、ゾーン内のすべてのサーバーで使用済となっているメモリーの合計量を割合(%)で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと









10.1.5 合計ネット・スループット(KB/秒)

このメトリックは、ゾーン内のすべてのサーバーの平均ネット・スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	30分ごと











10.2 レスポンス

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMゾーン・ターゲットのステータスに関する情報を提供します。


10.2.1 ステータス

このメトリックは、Oracle VMゾーン・ターゲットのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle VMのゾーン%target%は停止しています









10.2.2 OVMの状態

このメトリックは、Enterprise Managerのステータスで表されない状態を表します。














11 Oracle VMインスタンス


この章では、Oracle VMインスタンス・ターゲットに関連するメトリックを説明します。Oracle VMインスタンスは、ハイパーバイザ・ドメインにより管理されるゲスト仮想マシンです。

Oracle VMインスタンスの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


11.1 基本構成の詳細

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンス・ターゲットの基本構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


11.1.1 割当て済CPU

このメトリックは、ゲスト仮想マシンに割り当てられている仮想CPUの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









11.1.2 割当済メモリー(MB)

このメトリックは、ゲスト仮想マシンに割り当てられているメモリーの量をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









11.1.3 割当て記憶域

このメトリックは、ゲスト仮想マシンに割り当てられている記憶域の合計量をGB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









11.1.4 CPU優先度

このメトリックは、ドメインのCPU優先度を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.1.5 CPU使用率上限(%)

このメトリックは、ドメインのCPU上限(CPUコア数の最大値)を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.1.6 ドメイン・タイプ

このメトリックは、ドメイン・タイプを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.1.7 ゲストUUID

このメトリックは、ゲスト仮想マシンに割り当てられている一意識別子(UUID)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











11.2 ディスク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VM Instanceの仮想ブロック・デバイスの統計に関する情報を提供します。


11.2.1 ディスク名

このメトリックは、ディスク名を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.2.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、読取りスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.2.3 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.2.4 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと











11.3 ディスク・アクティビティ・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンスの仮想ブロック・デバイスの統計のサマリーを提供します。


11.3.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのディスクの内での最も高い書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.3.2 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのディスクの内での最も高い書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.3.3 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのディスクの内での最も高い合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.3.4 VBD読取りリクエスト数

このメトリックは、起動以降における、すべての仮想ブロック・デバイスの読取りリクエストの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.5 VBD読取りセクター数

このメトリックは、起動以降における、すべての仮想ブロック・デバイスの読取りセクターの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.6 VBDS数

このメトリックは、仮想ブロック・デバイスの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.7 VBD書込みリクエスト数

このメトリックは、起動以降における、すべての仮想ブロック・デバイスの書込みリクエストの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.8 VBD書込みリクエスト数

このメトリックは、起動以降における、すべての仮想ブロック・デバイスの書込みリクエストの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.9 VBD書込みセクター数

このメトリックは、起動以降における、すべての仮想ブロック・デバイスの書込みセクターの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.10 読取り(KB)

このメトリックは、起動以降において読み取った合計をKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.11 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、読取りスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.12 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.3.13 VBD OO

このメトリックは、仮想ブロック・デバイスで検知されたout-of-requestエラーの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.14 書込み(KB)

このメトリックは、起動以降において書き込んだ合計をKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.3.15 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











11.4 負荷

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンス・ターゲットのロード・メトリックに関する情報を提供します。


11.4.1 仮想マシンのCPU使用率(%)

このメトリックは、仮想マシンで動作しているゲストOSが参照した限りでのCPU使用状況を、割合で示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle ServerのCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









11.4.2 仮想マシンの関連CPU使用率(%)

このメトリックは、仮想CPU (VCPU)の使用量の合計をパーセントで表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Serverの関連CPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









11.4.3 累積VCPU使用量/VM

このメトリックは、物理CPUの使用量の合計を秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.4.4 ステータス

このメトリックは、Xenで維持されているゲスト仮想マシンのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.4.5 稼働開始

このメトリックは、ゲスト仮想マシンが稼働を開始してからの経過時間を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











11.5 ネットワーク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンスの各ネットワーク・インタフェースの統計を提供します。


11.5.1 インタフェース名

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.2 読取り(KB)

このメトリックは、起動以降において、仮想ネットワーク・インタフェース・カード(VNIC)から読み取ったデータの合計をKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.3 書込み(KB)

このメトリックは、起動以降においてVNICに書き込んだデータの合計をKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.4 入力パケット

このメトリックは、起動以降においてVNICから読み取ったパケットの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.5 出力パケット

このメトリックは、起動以降においてVNICに書き込んだパケットの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.6 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、VNIC読取りスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.5.7 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、VNIC合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.5.8 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、VNIC書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











11.6 ネットワーク・アクティビティ・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンスのネットワーク・スループットのサマリーを提供します。


11.6.1 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのVNICの内での最も高い読取りスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.6.2 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのVNICの内での最も高い書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.6.3 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回のメトリック収集以降における、すべてのVNICの内での最も高い合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.6.4 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回収集以降のすべてのVNICのネットワーク読取りスループットの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.6.5 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回収集以降のすべてのVNICのネットワーク書込みスループットの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









11.6.6 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回収集以降のすべてのVNICのネットワーク書込みスループットの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと











11.7 ネットワーク構成

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンス・ターゲットのネットワーク構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


11.7.1 インタフェース名

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのバージョン	24時間ごと









11.7.2 MACアドレス

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのメディア・アクセス制御(MAC)アドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのバージョン	24時間ごと









11.7.3 ブリッジ

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのブリッジを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











11.8 レスポンス

このメトリック・カテゴリは、Oracle VMインスタンス・ターゲットの状態に関する情報を提供します。


11.8.1 ステータス

このメトリックは、Oracle VMインスタンス・ターゲットのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle Server %target%が停止中です











11.9 ソフトウェア構成

このメトリック・カテゴリは、ソフトウェア構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


11.9.1 OS名

このメトリックは、仮想サーバーのOS名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











11.10 VCPU構成

このメトリック・カテゴリは、仮想CPUに関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


11.10.1 VCPU ID

このメトリックは、VCPUのIDを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.10.2 VCPUアフィニティ

このメトリックは、このVCPUのCPUアフィニティを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











11.11 VCPU詳細

このメトリック・カテゴリは、仮想CPUに関する情報を提供します。


11.11.1 VCPU ID

このメトリックは、VCPUリストが割り当てられた仮想サーバーのVCPU IDを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.11.2 CPUスレッドID

このメトリックは、VCPU IDが実行されている物理CPUスレッドIDを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.11.3 累積VCPU時間

このメトリックは、VCPUが実行された累積VCPU時間を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.11.4 関連CPU使用率(%)

このメトリックは、VCPUの物理サーバーのCPU使用状況の関連を示します(ハイパーバイザ・レベルの測定による)。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.11.5 ステータス

このメトリックは、VCPUの状態を表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと









11.11.6 VCPU使用率(%)

このメトリックはゲストOSから参照した限りでの、VCPUのVCPU使用状況を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	5分ごと











11.12 仮想ディスク

このメトリック・カテゴリは、仮想ディスクに関する情報を提供します。


11.12.1 仮想ディスクUUID

このメトリックは、仮想ディスクのUUIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.12.2 仮想ディスク名

このメトリックは、仮想ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.12.3 サイズ(MB)

このメトリックは、仮想ディスクのサイズをMBで示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.12.4 タイプ

このメトリックは、仮想ディスクのタイプを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.12.5 モード

このメトリックは、仮想ディスクの読取りまたは書込みモードを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









11.12.6 仮想ディスクのパス

このメトリックは、仮想ディスクのパスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと


















12 Oracle Virtual Platform


この章では、Oracle Virtual Platformターゲットに関連するメトリックを説明します。Oracle Virtual Platformは、ハイパーバイザ・ドメインを表すホスト・オペレーティング・システムです。

Oracle Virtual Platformの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


12.1 基本構成の詳細

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットの基本構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


12.1.1 プラットフォーム・バージョン

このメトリックは、ハイパーバイザのドメイン0で実行しているXenプラットフォームのバージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.2 割当て済CPU

このメトリックは、ドメイン0に割り当てられている仮想CPUの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.3 割当てメモリー(MB)

このメトリックは、ドメイン0に割り当てられているメモリーの量をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.4 ベンダー名

このメトリックは、ハイパーバイザのプラットフォームのベンダー名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.5 ベンダー・バージョン

このメトリックは、ハイパーバイザのプラットフォームのベンダー・バージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.6 オペレーティング・システム

このメトリックは、ドメイン0のオペレーティング・システムの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.7 オペレーティング・システム・タイプ

このメトリックは、ドメイン0のオペレーティング・システムのタイプを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.8 カーネル・リリース

このメトリックは、ドメイン0のプラットフォームにインストールされているカーネルのバージョンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.9 VT有効

このメトリックは、プラットフォームがハードウェア・レベルで仮想化技術に対応しているかどうかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.10 Xen機能

このメトリックは、Xenプラットフォームの機能とバージョンのリストを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.11 NTPサーバー

このメトリックは、すべてのネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)サーバーのカンマ区切りのリストを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.1.12 仮想マシンに割り当てられている合計VCPU

このメトリックは、ハイパーバイザによってホストされているすべてのゲスト仮想マシンに割り当てられているVCPUの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











12.2 CPU割込み

このメトリック・カテゴリは、CPU割込みに関する情報を提供します。


12.2.1 CPU番号

このメトリックは、ユーザーが関心を持つユーザー指定のCPU数を提供します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと









12.2.2 デバイス名

このメトリックは、ユーザーが関心を持つユーザー指定のデバイス名を提供します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと









12.2.3 割込みタイプ

このメトリックは、ユーザーが関心を持つユーザー指定割込みを提供します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと









12.2.4 割込み件数

このメトリックは、適合する割込みの数を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	CPU「%cpuNumber%」は、デバイス「%device%」から、割込みタイプ「%intType%」の割込みを「%intCount%」件受け取り、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)タイプのしきい値を超えました。











12.3 ディスク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformの各ローカル・ディスクの統計を提供します。

複数のしきい値の設定

このメトリック・カテゴリでは、「ディスク名」メトリックごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「ディスク名」オブジェクトに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「ディスク名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、「しきい値の変更」ページを使用します。


12.3.1 ディスク名

このメトリックは、ディスクの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.3.2 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、最後の収集以降のディスク読取りスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスク%keyValue%の読取りスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.3.3 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、最後の収集以降のディスクの読取りおよび書込みの合計スループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスク%keyValue%の合計スループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.3.4 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、最後の収集以降のディスク書込みスループットをKB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスク%keyValue%の書込みスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.4 ディスク・アクティビティ・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformのすべてのディスクに関する統計のサマリーを提供します。


12.4.1 読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle Virtual Platformのすべてのディスクについて、最後の収集以降の読取りスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの読取りスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.4.2 書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle Virtual Platformのすべてのディスクについて、最後の収集以降の書込みスループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの書込みスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.4.3 最高合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降の、Oracle Virtualプラットフォームのすべてのディスクのうちで最も高い合計スループットを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの最高合計スループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.4.4 最高読取りスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降の、Oracle Virtualプラットフォームのすべてのディスクのうちで最も高い読取りを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの最高読取りスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.4.5 最高書込みスループット(KB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降の、Oracle Virtualプラットフォームのすべてのディスクのうちで最も高い書込みを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの最高書込みスループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.4.6 合計スループット(KB/秒)

このメトリックは、Oracle Virtual Platformのすべてのディスクについて、最後の収集以降の読取りおよび書込みの合計スループットを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのディスクの合計スループット(KB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.5 Dom0ロード

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformのドメイン0の負荷メトリックを提供します。


12.5.1 アクティブな論理メモリー(KB)

このメトリックは、ドメイン0のアクティブな論理メモリーをKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0アクティブ論理メモリー(KB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.2 アクティブなメモリー(KB)

このメトリックは、アクティブなRAMの合計をKB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0アクティブ・メモリー(KB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.3 I/O待機中のCPU使用率(%)

このメトリックは、I/O待機モードのCPUの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual PlatformのI/O待機中のCPU(%)は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.4 システム・モードのCPU(%)

このメトリックは、システム/カーネル・モードのCPUの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのシステム・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.5 ユーザー・モードのCPU(%)

このメトリックは、ユーザー・モードのCPUの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのユーザー・モードのCPUは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.6 CPU使用率(%)

このメトリックは、Dom0のオペレーティング・システムのCPU使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual PlatformのCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.7 空きメモリー(%)

このメトリックは、合計メモリーから現在アクティブなメモリーが消費された後に残る使用可能なメモリーを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0空きメモリーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.8 空き論理メモリー(%)

このメトリックは、ドメイン0の空き論理メモリーを表します(ファイルシステムのバッファに使用されているメモリーは除く)。 このメモリーは解放可能な状態ですが、すぐには利用できない場合があります。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0空き論理メモリーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.9 メモリー・ページ・スキャン率/秒

このメトリックは、メモリー・ページの合計スキャン率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのメモリー・ページ・スキャン率/秒は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.10 メモリー使用率(%)

このメトリックは、ドメイン0のメモリー使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのメモリー使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.11 関連CPU使用率(%)

このメトリックは、ドメイン0の関連CPU使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0関連CPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.12 実行キューの長さ(コア当たりの1分平均)

このメトリックは、過去1分間のコア当たりの平均システム負荷を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0実行キューの長さ(コア当たりの1分平均)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.13 実行キューの長さ(コア当たりの15分平均)

このメトリックは、過去15分間のコア当たりの平均システム負荷を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0実行キューの長さ(コア当たりの15分平均)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.14 実行キューの長さ(コア当たりの5分平均)

このメトリックは、過去5分間のコア当たりの平均システム負荷を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0実行キューの長さ(コア当たりの5分平均)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.15 使用済のスワップ領域(MB)

このメトリックは、収集時に使用されていたスワップ領域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの使用済スワップ領域(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.16 スワップ領域使用率(%)

このメトリックは、収集時におけるスワップ領域の合計使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのスワップ領域使用率(%)は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.17 プロセス合計

このメトリックは、収集時におけるプロセスの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0プロセス合計は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.18 ユーザー合計

このメトリックは、収集時におけるアクティブ・ユーザーの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0ユーザー合計は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.19 稼働開始

このメトリックは、ドメイン0が稼働を開始してからの経過時間を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	5分ごと









12.5.20 使用済論理メモリー(%)

このメトリックは、アクティブな論理メモリーの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのdom0空き論理メモリーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.5.21 VCPU超過サブスクリプション(はい/いいえ)

このメトリックは、過剰にオーバーサブスクライブされているVCPUがドメイン0にあるかどうかを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platform VCPUは過剰にサブスクライブされています。









12.5.22 VCPUサブスクリプション率

このメトリックは、ドメイン0におけるVCPUの過剰なサブスクリプション率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual PlatformのVCPUサブスクリプション率は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.6 ファイルシステム

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformのすべてのファイルシステム・マウント・ポイントの統計を提供します。

複数のしきい値

このメトリック・カテゴリでは、「マウント・ポイント」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「マウント・ポイント」オブジェクトに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「マウント・ポイント」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、「しきい値の変更」ページを使用します。


12.6.1 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.6.2 ファイルシステム

このメトリックは、ドメイン0のプラットフォームにマウントされているファイルシステムまたはデバイスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.6.3 ファイルシステム・サイズ(MB)

このメトリックは、ファイルシステムの合計サイズをMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステム%keyValue%のサイズ(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.6.4 使用可能なファイルシステム領域(%)

このメトリックは、ファイルシステムにおける使用可能な領域の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステム%keyValue%の使用可能な領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.6.5 使用可能なファイルシステム領域(MB)

このメトリックは、ファイルシステムにおける使用可能な領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステム%keyValue%の使用可能な領域(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.7 ファイルシステム構成

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformのファイルシステム・マウント・ポイントについての構成情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


12.7.1 マウント・ポイント

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・ポイントを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.7.2 ファイルシステム

このメトリックは、ファイルシステムを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.7.3 タイプ

このメトリックは、ファイルシステムのタイプを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.7.4 マウント・オプション

このメトリックは、ファイルシステムのマウント・オプションを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.7.5 ファイルシステム・サイズ(MB)

このメトリックは、ファイルシステムのサイズを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











12.8 ファイルシステム・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformのファイルシステム・マウント・ポイントに関する監視情報を付与します。


12.8.1 合計使用可能領域(MB)

このメトリックは、ファイルシステムにおける使用可能な合計領域をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステムの使用可能な合計領域(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.8.2 合計使用可能領域(%)

このメトリックは、ファイルシステムにおける使用可能な合計領域の割合をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステムの使用可能な合計領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.8.3 合計使用済領域(MB)

このメトリックは、ファイルシステム上の合計使用済領域を示します(単位はMB)。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステムの使用中の合計領域(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.8.4 合計使用済領域(%)

このメトリックは、ファイルシステムにおける使用済な合計領域の割合をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのファイルシステムの使用中の合計領域は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.9 ログ・ファイル・モニター

このメトリック・カテゴリを使用すると、管理者は内容に1つ以上のテキスト・パターンが出現していないかどうかについて、1つ以上のログ・ファイルを監視できます。 また、ログ・ファイルで無視するテキスト・パターンも指定できます。 最後のスキャン後に追加された新しい内容に対しては定期的なスキャンが実行されます。無視パターンと一致する行が最初に無視され、指定した一致パターンに行が一致すると、パターンごとに1つのレコードが管理リポジトリにアップロードされます。 このパターンに一致する行の数のしきい値を設定できます。 ファイルのローテーションは指定されたファイル内で処理されます。


12.9.1 ログ・ファイル名

このメトリックは、監視対象のログ・ファイルの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.9.2 一致パターン

このメトリックは、監視対象のログ・ファイルで一致するテキスト・パターンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.9.3 無視パターン

このメトリックは、監視対象のログ・ファイルで無視するテキスト・パターンを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.9.4 ログ・ファイル・パターン一致内容

このメトリックは、ログ・ファイルの前回の読取り以降でログ・ファイルにおいて一致したテキストの内容を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.9.5 ログ・ファイル・パターン一致行数

このメトリックは、このファイル内で指定されたパターンに一致する行の数を戻します。 特定のログ・ファイル名、パターンの一致またはパターンの無視について、このメトリックに警告またはクリティカルのしきい値を設定すると、このログ・ファイルに指定された基準の監視が開始されます。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	''%log_file_name_match_pattern%''に一致するログ・ファイル''%log_file_name%'' %value%行が、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。






しきい値の編集

このメトリックでは、「ログ・ファイル名」オブジェクト、「一致パターン」オブジェクトおよび「無視パターン」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「ログ・ファイル名」オブジェクト、「一致パターン」オブジェクトおよび「無視パターン」オブジェクトの一意の組合せに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「ログ・ファイル名」オブジェクト、「一致パターン」オブジェクトおよび「無視パターン」オブジェクトの一意の組合せごとに、警告またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、「しきい値の変更」ページを使用します。







12.10 ネットワーク・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットの各ネットワーク・インタフェースの統計を提供します。

複数のしきい値

このメトリック・カテゴリでは、「インタフェース名」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「インタフェース名」オブジェクトに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「インタフェース名」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、「Modify Thresholds」ページを使用します。


12.10.1 インタフェース名

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.10.2 結合使用率(%)

このメトリックは、前回の収集以降における、ネットワーク・インタフェースのバンド幅に対する読取りおよび書込みの合計使用率(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの結合使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.3 ネットワーク・インタフェース衝突(%)

このメトリックは、前回の収集以降における、ネットワーク・インタフェースのネットワーク衝突の合計(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.10.4 ネットワーク・インタフェース読取り(MB/秒)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの合計読取りレートをMB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の読取り(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.5 ネットワーク・インタフェース読取りエラー(%)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの合計読取りエラー(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の読取りエラーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.6 ネットワーク・インタフェース合計エラー率(%)

このメトリックは、前回の収集以降における、ネットワーク・インタフェースの読取りエラーおよび書込みエラーの合計(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の合計エラー率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.7 ネットワーク・インタフェース合計I/Oレート(MB/秒)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの読取りレートおよび書込みレートの合計をMB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の合計I/Oレート(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.8 ネットワーク・インタフェース書込み(MB/秒)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの合計書込みレートをMB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の書込み(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.9 ネットワーク・インタフェース書込みエラー(%)

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの合計書込みエラー(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェース%keyValue%の書込みエラーは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.10 読取り使用率(%)

このメトリックは、前回の収集以降における、ネットワーク・インタフェースのバンド幅に対する読取りの合計使用率(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク%keyValue%の読取り使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.10.11 書込み使用率(%)

このメトリックは、前回の収集以降における、ネットワーク・インタフェースのバンド幅に対する書込みの合計使用率(%)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク%keyValue%の書込み使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.11 ネットワーク・アクティビティ・サマリー

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットの各ネットワーク・インタフェースのサマリー統計を提供します。


12.11.1 結合使用率(%)

このメトリックは、前回の収集後に全二重ネットワーク接続のネットワークとの間での読取りおよび書込みに使用されたネットワーク帯域幅の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの結合使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.2 最高読取り速度(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降のすべてのOracle Virtual Platformのインタフェースの間で最も高い読取り速度(単位はMB/s)を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェースの最高読取りスループット(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.3 最高合計スループット(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降のすべてのOracle Virtual Platformのインタフェースの間で最も高い合計、読取りおよび書込みの読取り速度(単位はMB/s)を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェースの最高合計スループット(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.4 最高書込み速度(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降のすべてのOracle Virtual Platformのインタフェースの間で最も高い書込み速度(単位はMB/s)を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのネットワーク・インタフェースの最高書込みスループット(MB/秒)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.5 読取り使用率(%)

このメトリックは、ネットワークからの読取りに使用されるネットワーク帯域幅の使用量を、合計読取り容量の割合として表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの読出し使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.6 書込み使用率(%)

このメトリックは、ネットワークへの書込みに使用されるネットワーク帯域幅の使用量を、合計読取り容量の割合として表示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの書込み使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.7 合計スループット(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集以降のインタフェース上での合計スループット(MB/s)を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの全ネットワーク・インタフェースの合計スループット(MB/秒)は%value%で、警告({1})またはクリティカル(%warning_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.8 読取り速度(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集後にすべてのネットワーク・インタフェースから読み取られた1秒当たりのMB量を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの全ネットワーク・インタフェースの読取り速度(MB/秒)は%value%％%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.11.9 書込み速度(MB/秒)

このメトリックは、前回の収集後にすべてのインタフェースに書き込まれた1秒当たりのMB量を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの全ネットワーク・インタフェースの書込み速度(MB/秒)は%value%％%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.12 ネットワーク構成

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットの各ネットワーク・インタフェースに関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


12.12.1 インタフェース名

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.12.2 MACアドレス

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのメディア・アクセス制御(MAC)アドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.12.3 MTU

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのMTUをバイト単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.12.4 IPアドレス

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのIPアドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.12.5 ゲートウェイ

このメトリックは、ネットワーク・ゲートウェイのアドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.12.6 ネットマスク

このメトリックは、ネットマスクのアドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.12.7 バンド幅

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのネットワーク・バンド幅をMB/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











12.13 オペレーティング・システム・ソフトウェア

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットのオペレーティング・システム・ソフトウェアに関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


12.13.1 名前

このメトリックは、Virtual Platformにインストールされたソフトウェアの名前を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.13.2 ベンダー名

このメトリックは、ソフトウェア・ベンダー名を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.13.3 バージョン

このメトリックは、ソフトウェア・バージョンを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.13.4 インストール日

このメトリックは、ソフトウェアのインストール時刻を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.13.5 インストール場所

このメトリックは、ソフトウェアのインストール場所を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









12.13.6 説明

このメトリックは、ソフトウェアの簡単な説明を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











12.14 Oracle Virtual Server

このメトリック・カテゴリは、ハイパーバイザによってホストされているすべてのゲスト仮想マシン(Oracle Virtual Serverターゲット)の識別詳細を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


12.14.1 ドメイン名

このメトリックは、ハイパーバイザでホストされているゲスト仮想マシンのドメイン名を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.14.2 ドメインID

このメトリックは、ハイパーバイザでホストされているゲスト仮想マシンのドメインIDを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









12.14.3 ドメインUUID

このメトリックは、ハイパーバイザでホストされているゲスト仮想マシンの一意識別子(UUID)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











12.15 ページング・アクティビティ

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットのメモリー・ページングに関する統計を提供します。


12.15.1 アクティブ・ページ

このメトリックは、メモリー内のアクティブ・ページの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのアクティブ・ページは%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.15.2 ページインされたページ/秒

このメトリックは、前回の収集以降において、仮想メモリー・マネージャが1秒間にページインした(フォルト・メモリー参照を解決するためにディスクから読み込んだ)ページ数を表します。ページアウトと同様に、この統計情報は、仮想メモリー・マネージャによって発生した実I/Oの量です。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのページインされたページ/秒は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.15.3 ページアウトしたページ/秒

このメトリックは、最後の収集以降において、1秒間にページアウトされた(ディスクに書き込まれた)ページの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのページアウトしたページ/秒は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.15.4 ページ・スティーリング・デーモンによってスキャンされたページ数/秒

このメトリックは、前回の収集以降において、ページ・スティーリング・デーモンが1秒間にスキャンしたページ数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのページ・スティーリング・デーモンによってスキャンされたページ数/秒は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.16 プログラム・リソース使用率

このメトリック・カテゴリは、柔軟なリソース監視機能を提供します。管理者は、キー値に固有のしきい値を設定して、監視するプログラムの基準を指定する必要があります。キー値の列のプログラム名および所有者の値により、システム内のリソース使用率を監視するための一意の基準を定義します。デフォルトでは、このメトリックで追跡されるプログラムはありません。キー値に固有のしきい値設定の一環としてキー値を入力し、監視および追跡の基準を定義します。

複数のしきい値

このメトリックでは、「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せごとに、異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「プログラム名」オブジェクトと「所有者」オブジェクトの一意の組合せに警告およびクリティカルのしきい値を指定するには、「しきい値の変更」ページを使用します。


12.16.1 プログラム名

このメトリックは、プログラムの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.16.2 所有者

このメトリックは、プログラム・プロセスの所有者を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.16.3 プログラムの最大CPU時間累積(分)

このメトリックは、プログラム名と所有者のキー値基準に一致する最もアクティブなプロセスにより蓄積された最大CPU時間を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%''に一致する%progMaxProcessCount%プロセスの中で最大CPU時間を取得したプロセスは%value%分のCPU時間を使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.4 プログラムの最大CPU使用率(%)

このメトリックは、最後のスキャン以降に、プログラム名と所有者のキー値基準に一致する単一プロセスにより消費された最大CPU使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%''に一致する%progMaxProcessCount%プロセスの中で最大CPU使用率を取得したプロセスは%value%%%のCPUを使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.5 プログラムの最大プロセス数

このメトリックは、キー値の基準(プログラム名および所有者)と一致する現在のプロセス数をフェッチします。 プロセスの最大数が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を超えないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として、このメトリックを利用します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%'に%value%プロセスが一致しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.6 プログラムの最大常駐メモリー(MB)

このメトリックは、プログラム名および所有者のキー値の基準と一致する1つのプロセスによって占有された最大常駐メモリーを表します。 最大値が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を超えないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として、このメトリックを利用します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%'と所有者''%owner%''に一致する%progMaxProcessCount%プロセスの中で最大の常駐メモリーを取得したプロセスは%value%MBを使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.7 プログラムの最小プロセス数

このメトリックは、キー値の基準(プログラム名および所有者)と一致する現在のプロセス数をフェッチします。 プロセスの最小数が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を超えないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として、このメトリックを利用します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%'に%value%プロセスが一致しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.8 プログラムの累積CPU時間合計(分)

このメトリックは、プログラム名と所有者のキー値基準に一致するすべてのアクティブなプロセスにより蓄積された合計CPU時間を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%''に一致する%progMaxProcessCount%プロセスは、%value%分のCPU時間を使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.9 プログラムのCPU使用率の合計(%)

このメトリックは、最後の収集以降に、プログラム名と所有者のキー値基準に一致するすべてのアクティブなプロセスにより使用されたCPU時間の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%''に一致する%progMaxProcessCount%プロセスは、%value%%%のCPUを使用しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.16.10 プロセス数/メッセージ

このメトリックは、キー値の基準(プログラム名および所有者)と一致する現在のプロセス数をフェッチします。 プロセスの最大数が、指定されたプログラム名および所有者のキー値の基準を超えないように監視する、警告またはクリティカルのしきい値として、このメトリックを利用します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	プログラム名''%progName%''と所有者''%owner%'に%value%プロセスが一致しています。この値は、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.17 レスポンス

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットの状態に関する情報を提供します。


12.17.1 ステータス

このメトリックは、Oracle Virtual Platformターゲットのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle Virtual Platform %target%が停止中です











12.18 サーバー・ロード

このメトリック・カテゴリは、対応するOracle Serverターゲットの負荷メトリックを提供します。


12.18.1 ローカル・ディスク領域使用率(%)

このメトリックは、すべてのローカル・ファイルシステムの結合使用率を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのローカル・ディスク領域使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.2 仮想マシンの数

このメトリックは、Oracle Serverターゲットによってホストされているゲスト仮想マシンの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの仮想マシン数は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.3 物理サーバーCPU使用率(%)

このメトリックは、ドメイン0を含むすべてのゲスト仮想マシンによって使用される物理CPUの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual PlatformのCPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.4 使用済の物理サーバー・メモリー(MB)

このメトリックは、ドメイン0を含むすべてのゲスト仮想マシンによって使用される物理メモリーの合計をMB単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの使用済物理サーバー・メモリー(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.5 物理サーバー・メモリー使用率(%)

このメトリックは、使用中の物理メモリーの合計の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのメモリー使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.6 物理サーバー: 割当てメモリー(MB)

このメトリックは、ドメイン0を含むすべてのゲスト仮想マシンに割り当てられている物理メモリーの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの物理サーバーの割当てメモリー(MB)は%value%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.7 物理サーバー: メモリー過剰割当て(%)

このメトリックは、使用中の物理メモリーの合計の割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの物理サーバーのメモリー過剰割当ては%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.18.8 ゲスト関連合計CPU使用率(%)

このメトリックは、ドメイン0を除くすべてのゲスト仮想マシンによって使用されるCPUの合計を物理CPUに対する割合として表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	5分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのゲスト関連合計CPU使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.19 スワップ領域

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットのスワップ・メモリーのステータスを提供します。

複数のしきい値

このメトリック・カテゴリでは、「スワップ・ファイル」オブジェクトごとに異なる警告およびクリティカルのしきい値を設定できます。

警告またはクリティカルのしきい値が任意の「スワップ・ファイル」オブジェクトに対して現在設定されている場合、それらのしきい値は、このメトリックの「すべてのメトリック」ページで確認できます。

「スワップ・ファイル」オブジェクトごとに警告またはクリティカルのしきい値を指定または変更するには、「しきい値の変更」ページを使用します。


12.19.1 スワップ・ファイル

このメトリックは、監視中のスワップ・ファイルを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	15分ごと









12.19.2 空きスワップ領域(MB)

このメトリックは、スワップ領域内の割当済でない1Kブロックの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformの空きスワップ領域(MB)は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.19.3 スワップ・サイズ(MB)

このメトリックは、スワップ・ファイルのサイズを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのスワップ・サイズ(MB)は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。









12.19.4 スワップ使用率(%)

このメトリックは直前の間隔で使用したスワップ・メモリーの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのスワップ使用率は%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。











12.20 ゾンビ

このメトリック・カテゴリは、Oracle Virtual Platformターゲットで実行している孤立したプロセスを監視します。


12.20.1 ゾンビ(%)

このメトリックは、システムで現在ゾンビ状態にある実行中のすべてのプロセスの割合を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	15分ごと	定義なし	定義なし	Oracle Virtual Platformのゾンビは%value%%%で、警告(%warning_threshold%)またはクリティカル(%critical_threshold%)のしきい値を超えています。


















13 Oracleサーバー


この章では、Oracleサーバー・ターゲットに関連するメトリックを説明します。Oracleサーバーは、ハイパーバイザを実行しているベア・メタル・ボックスです。

Oracleサーバーの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください。


13.1 CPUトポロジ

このメトリック・カテゴリは、Oracle サーバー・ターゲットのCPUトポロジに関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


13.1.1 スレッド

このメトリックは、CPUスレッドの名前を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.1.2 コア

このメトリックは、CPUスレッドに対応するCPUコアを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.1.3 ソケット

このメトリックは、CPUスレッドに対応するCPUソケットを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.1.4 ノード

このメトリックは、CPUスレッドに対応するCPUノードを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











13.2 ハードウェア構成

このメトリック・カテゴリは、Oracleサーバー・ターゲットのハードウェア構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


13.2.1 BIOSリリース日

このメトリックは、BIOSリリース日を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.2 BIOSベンダー

このメトリックは、BIOSベンダー名を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.3 BIOSのバージョン

このメトリックは、BIOSバージョンを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.4 マシン・アーキテクチャ

このメトリックは、インストールされているCPUのアーキテクチャ(x86 64ビットなど)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.5 クロック周波数(MHz)

このメトリックは、インストールされているCPUのクロック周波数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.6 CPU数

このメトリックは、インストールされているCPUの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.7 ソケット数

このメトリックは、CPUソケットの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.8 シリアル番号

このメトリックは、このサーバーのシリアル番号を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.9 合計CPUコア

このメトリックは、CPUコアの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.10 ソケット当たりのCPUコア

このメトリックは、ソケット当たりのCPUコアを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.11 コア当たりのCPUスレッド

このメトリックは、コア当たりのCPUスレッドの数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.12 有効なCPUコア

このメトリックは、全CPUの中で有効なコアの合計数を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.2.13 CPUベンダー名

このメトリックは、CPUのベンダー名(GenuineIntelなど)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.14 割当て済メモリー(MB)

このメトリックは、インストールされているRAMの合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.15 ローカル・ディスク領域(GB)

このメトリックは、ディスク領域の合計を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.16 製造業者

このメトリックは、マシン製造業者の名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.2.17 製品名

このメトリックは、製品モデルの名前(PowerEdge 1750など)を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











13.3 ネットワーク構成

このメトリック・カテゴリは、Oracleサーバー・ターゲットの各ネットワーク・インタフェースの構成に関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


13.3.1 インタフェース名

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースの名前を表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.3.2 MACアドレス

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのメディア・アクセス制御(MAC)アドレスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと









13.3.3 バンド幅

このメトリックは、ネットワーク・インタフェースのバンド幅をMビット/秒単位で表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	すべてのリリース	24時間ごと











13.4 プロセッサ詳細

このメトリック・カテゴリは、プロセッサに関する情報を提供します。

これらは構成メトリックで、Cloud Control UIの「すべてのメトリック」ページで表示できません。


13.4.1 プロセッサID

このメトリックは、Processor IDを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.2 ファミリ

このメトリックは、このプロセッサのファミリを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.3 モデル

このメトリックは、このプロセッサのモデルを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.4 製造業者

このメトリックは、このプロセッサの製造者を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.5 速度(MHz)

このメトリックは、このプロセッサの現在の速度を示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.6 シグネチャ

このメトリックは、このプロセッサのシグネチャを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.7 KB単位でのL1キャッシュ・サイズ

このメトリックは、このプロセッサのレベル1キャッシュ・サイズを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.8 KB単位でのL2キャッシュ・サイズ

このメトリックは、このプロセッサのレベル2キャッシュ・サイズを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.9 KB単位でのL3キャッシュ・サイズ

このメトリックは、このプロセッサのレベル3キャッシュ・サイズを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと









13.4.10 フラグ

このメトリックは、このプロセッサのフラグを示します。


	ターゲットのリリース	収集頻度
	Enterprise Manager for Virtual Infrastructureプラグイン リリース12.1.0.2	24時間ごと











13.5 レスポンス

このメトリック・カテゴリは、Oracleサーバー・ターゲットのステータスに関する情報を提供します。


13.5.1 ステータス

このメトリックは、Oracleサーバー・ターゲットのステータスを表します。


	ターゲットのリリース	収集頻度	デフォルトの警告のしきい値	デフォルトのクリティカルのしきい値	アラート・テキスト
	すべてのバージョン	1分ごと	定義なし	0	Oracle Server %target%が停止中です
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